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プロローグ







　寝ねそべる俺おれに、裸はだかの少女が跨またがっていた。




　年ねん齢れいは十歳さいほど。若いというよりは幼く、性的なものを感じさせるにはまだまだ未成熟。

　しかし、その顔立ちは絶句するほど美しい。

　そして銀色の長い髪かみと、真しん紅くの瞳ひとみ。穢けがれなき新雪のごとき肌はだは、本当に人間なのかと疑ってしまうほど神こう々ごうしかった。

　そんな少女が俺の腹の上に座すわり、涙なみだを浮うかべているのだ。

「ねえ、お願い……私を壊こわさないで」

　この状じよう況きようを誰だれかに見られたら、むしろ俺の人生が壊れそうだ。

　一体なぜこんな状況になってしまったのだろうか……？

　冷静に考えてみよう。

　裸の少女を腹に乗せて冷静もクソもないような気がするが、とにかく落ち着いて考えるのだ。

　これより回想モードに突とつ入にゆうし、時間は五分ほど巻き戻もどる。







　まず、ここは俺の部屋だ。

　木造、築五十年。

　たったその一言で、このアパートがいかにオンボロであるか説明できると思う。

　白いペンキで塗ぬられていたはずの外がい壁へきは、雨風にさらされ灰色に汚よごれ、それを綺き麗れいにしてくれる者はいない。

　一応、六畳じよう間まであり、風ふ呂ろとトイレも各部屋に付いている。それほど狭せまいというわけではないだろう。

　しかし雨あま漏もりに隙すき間ま風かぜ、おまけに歩くだけでギシギシと音が鳴る。この崩ほう壊かい寸前のアパートに住もうなんて物好きは、世界人口約七十億人の中でも、俺一人だけだった。

「けど、もう限界かな……」

　畳たたみの上に寝ね転ころがり、薄うす汚よごれた天てん井じようを眺ながめながら、俺はそう呟つぶやく。

　このアパートは、かつて俺の両親が大家をしていた。

　だが、ご覧のとおり、住人はいない。俺がこうして一室を使い始めるまで、十年近く放置されていた。

　リフォームすれば話は変わってくるのだろうが、そんな金はなかった。

　だからアパートを取とり壊し、駐ちゆう車しや場じようにでもしてしまおう。そのほうが土地が無む駄だにならずに済む。

　俺の両親はそんな話をしていた。

　しかし、アパート取り壊し計画は実行に移されなかった。

　なぜなら二人とも、交通事故で死んでしまったからだ。

　もう二年も前のことである。

　あのとき高校二年生だった俺も、今では卒業し、立派なフリーターになってしまった。

　親は借金どころか遺産を残してくれた。一いつ軒けん家やの持ち家もある。だが、あの家は一人で暮らすには広すぎる。

　だから俺は両親が死んでから、誰も使っていないアパートに引ひっ越こしたのだが……。

　いい加減、ボロさ加減にうんざりしてきた。

「とりあえず、もとの家に帰るか……取り壊し計画は、ゆっくり考えよう」

　あの広い家に一人ぼっち。アパートにいても一人ぼっち。それを思うと急に孤こ独どくが襲おそいかかってきた。

　もう『この世界』に俺の居場所はないんじゃないか。

　そんなことを思いつつ、俺はアパートから出ようと畳から体を起こした。

　そのときだ。

　俺の眼前に光が広がったのは。

「な、なんだ!?」

　真っ白な光が六畳間できらめき、そしてそれは人の形となり、俺の腹に覆おおい被かぶさってきた。

「引っ越すなんて言わないで」

　小さな小さな、裸の少女だった。

　なぜ突とつ然ぜん、少女が俺の腹の上に座っている？

　それも一糸まとわぬ姿で。

「ねえ、お願い……私を壊さないで」

　少女は涙ながらに懇こん願がんした――。







　以上、回想モード終しゆう了りよう。

　つまり、光の中から美少女が突然現われて、俺にのしかかってきたわけだ。

　ふむふむ。

　理解不可能ということを理解した。

「ここから出ていかないで……私を壊さないで。駐車場になんてなりたくないの！」

　それにしても、この子は何を言っているのだろうか。

　俺が壊そうかと考えていたのは、このボロアパートであり、間ま違ちがっても少女を壊そうなんて猟りよう奇き的てきな趣しゆ味みは持ち合わせていない。

「とりあえず、どいてくれないか……」

「いやよ。どいたら帰るつもりなんでしょ？　誰も私に住んでくれなくて寂さびしかった……やっとあなたが住んでくれて嬉うれしかったのに……駐車場になるくらいなら、あなたと一いつ緒しよにこの世界から消えてやる！」

「え、消える!?　ちょっと待て、もうすぐバイトの時間が！」

　無理心中じみた言葉に、俺は嫌いやな予感を覚えた。

　あわてて少女をどかそうとしたが、それより早く上半身を押おさえつけられた。

「――ッ」

　少女の唇くちびるが、俺の唇に触ふれている。

　キスをされた。

　なぜ。どうして。

　この、力が流れ込んでくるような、ナニカと繋つながったような感覚はなんだ？

　ああ、分からない。

　分からないまま、アパート全体が光に包まれ――そしてこの木造築五十年のボロアパート『メゾン白しろ椿つばき』は、地球から消しよう滅めつしてしまったのだ。
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第一章　はるばる来たぜ異世界







　窓を開けると、そこは雪景色だった。

　ただでさえ隙間風だらけの部屋に、強きよう烈れつな冷風が吹ふき込む。

　ほんのついさっきまで、ここには住宅地が広がっていたはずだ。季節も春だった。

　それがどうして。これは夢か、幻まぼろしか。俺の頭がおかしくなったのか？

　とにかく、原因であると思われる者に聞いてみよう。

「これはどういうことだ！」

　俺が見つめる先には、銀色の髪の少女がいた。

　窓の外にある雪に負けないくらい白い肌をさらし、畳の上に座ってキョトンとした顔で俺を見上げている。

　……全ぜん裸らはいかんな。

「とりあえず、これでも着ろよ」

　俺は壁かべのハンガーにかけていたワイシャツを少女に渡わたす。

「ありがとう、秋あき斗と。気が利きくのね」

　少女は俺のワイシャツを羽織り、ボタンを留めた。背が小さいので、それだけでワンピースのようになる。一応、大切な部分は隠かくせたわけだ。

　それにしてもこの少女、まるで物もの怖おじした様子がない。

　男と狭い部屋に二人っきりだというのに。

　突然、見知らぬ場所に飛ばされたというのに。

　どうして俺にキスをしてきた。駐車場になりたくないとはどういう意味だ。そもそも彼かの女じよは、なぜ俺の名前を知っている。

「聞きたいことは山ほどあるけど、まず、君の名前は？」

「私は白しろ椿つばき。このアパートの付つく喪も神がみよ」

　付喪神だって？

　付喪神って確か、長く使った道具なんかに宿った神様のことだよな。

　そして、このアパートの名前は『メゾン白椿』だ。

　すると、この少女はアパートの神様？

　そんな馬ば鹿かな……と言いたいところだが、この自じ称しよう白椿は、何もない空間から突然現われた。その直後、窓から見える景色が現実離ばなれしたものになるという現象が起きている。

　それこそ、神様の御み業わざと考えるより他にない。

「えっと、じゃあ白椿。この状況は……と言っても、どんな状況なのかまるで把は握あくできてないけど。とにかく、これは君の仕業なのか？」

「そうよ」

　白椿は畳に座ったまま、コクリと頷うなずく。

　俺もその真向かいに座り、質問タイムと洒しや落れ込こもう。

「どうしてこんなことを？　何かもう、アパートごとどっかに飛ばされた感じだけど……これじゃ買い物にもバイトにも行けない」

「だって……秋斗、私を取り壊して駐車場にするつもりだったでしょ？　いやよ、そんなの。ずっと誰もいなくて、やっと秋斗が住んでくれたのに……お願い、取り壊すなんて言わないで！」

　白椿は目に涙を浮かべ、そして俺にしがみついてきた。

　突然のことに俺は戸と惑まどったが、話を整理すれば自然な流れだった。

　この少女はアパートの付喪神。ある意味、アパートそのものだ。そして俺は、アパートの取り壊し計画を口にした。

　つまり白椿は、自分を守るためにこんなことをしでかしたのだ。

「……分かったよ。壊さない。駐車場にもしない。君みたいな女の子が取り憑ついてると分かった以上、そんなことはできないよ」

「本当？　引っ越したりもしない？」

「それは……隙間風とか酷ひどいからなぁ」

　窓を閉めたのに、外の冷気が入り込んでくる。正直、めちゃくちゃ寒い。

「隙間風がなくなればいいのね？」

「まあ、そうだな……」

　それさえなくなれば、かなりマシになる。白椿という可愛かわいい女の子がいることだし、ここに住み続けてもいいだろう。

「なら、ちょっとスマホ開いてみて」

「スマホを？」

　隙間風とスマートフォンのあいだに何の関係があるのか知らないが、俺は言われるがままにした。

　すると、入れた覚えのないアプリのアイコンが表示されていた。

　名前は『メゾン白椿管理』である。

「なんだ、これ」

　タップして起動してみると、何やら色々なパラメーターが表示された。




　アパート名：メゾン白椿

　付喪神：白椿

　大家：種たね村むら秋斗レベル１

　住人：なし

　保有スキル：付喪神パンチ。付喪神キック。

　増築ポイント：５

　増築済設備：なし




「なんだ、これ」

　俺は同じ台詞せりふをもう一度呟いた。

　色々とつっこみどころが多いが、一番謎なぞなのは増築ポイントってやつだ。こればっかりは想像もつかない。

「下のほうにカタログって項こう目もくがあるでしょ。それ開いてみて」

「おう」

　言われるがままにタップした。すると画面が切きり替かわり、ずらっと文字が並ぶ。

「なになに？」




　和室セット：１ポイント。

　フローリングセット：１ポイント。

　どこの世界でもインフラ使えるセット：４ポイント。

　大浴場：10ポイント。

　図書館：10ポイント。

　カラオケルーム：10ポイント。

　映画館：20ポイント。




　その他エトセトラ。




　画面をスクロールしていくと、次々と楽しげなものが表示される。

　しかし、やはり意味が分からない。

「まさかとは思うが、この増築ポイントを使うと、ここに表示されてるものがメゾン白椿に増築されるとか？」

「そのとおりよ。流石さすがは秋斗。物分かりがいいわね」

「いやいや、そんな馬鹿な。いくらお前が神様だからってそんな……」

「じゃあ、やってみなさいよ」

　俺に否定された白椿は、頬ほおを膨ふくらませムッとした顔になる。

　そこまで言うなら、やってみようじゃないか。

「和室セットを選せん択たく……適応する部屋は……この一○一号室だ。ポチッとな」

　瞬しゆん間かん、部屋が激しく揺ゆれ動うごいた。

　何だ、地じ震しんか!?　こんな揺れ方かたしたら、ボロアパートなんて木こっ端ぱ微み塵じんだぞ！

　と、心配したのも束つかの間ま。揺れはすぐに収まり……そして俺の一○一号室は、見知らぬ姿に変へん貌ぼうを遂とげていた。

　色あせた畳は新品に。薄汚れていた天井や壁は、高級旅館みたいに綺麗になった。ふかふかの座ざ布ぶ団とんもある。

「え、マジで!?」

「マジよ、ほら」

　白椿は俺のほっぺをつねってきた。

「痛いぞ！」

「痛いってことは、夢じゃないってことね」

　指を放した白椿は、自じ慢まんげにニコッと笑う。

　なるほど。どうやら現実を受け入れなければならないらしい。

　もっとも、これは辛つらい現実ではなく、むしろ嬉しい現実だ。廃はい墟きよに半歩踏ふみ込んだあの部屋が、美しい和室に早変わりしたのだから。

「元からあるテレビとか本ほん棚だなとかちゃぶ台はそのままなんだな」

「あなたの持ち物はそのままよ。なくなったら困るでしょ？」

「なるほど、仕組みは分からないが……凄すごい！　念願のエアコンも付いてるぞ。ちょうど寒いし、つけてみよう」

　エアコンのリモコンは、いつの間にかちゃぶ台の上に出現していた。

　それを手に取りスイッチオン。

　ポチポチ、ポチポチ。

「そっか……こんなところに電気が通じてるわけないよな……そもそも、ここはどこなんだ？　北海道か？　シベリアか？」

「どっちでもないわよ。地球ですらないし」

「え……？　じゃあどこだよ！」




「異世界」




　白椿は、当然でしょ、という顔で呟く。

　しかし当然、俺はその言葉を上手うまく呑のみ込めなかった。

「異世界？　異世界ってあの、アニメやマンガの主人公がよく連れて行かれる、あの異世界か？」

「その異世界かどうかは知らないけど、とにかく地球があった世界とは違ちがう世界よ」

　俺はぽかんと口を開けてしまった。さっき白椿がつねったところを、自分でもう一度ひっぱってみる。うん、痛い。夢じゃない。それはさっき確かく認にんしたことだ。

　にしても、異世界か。

　すでに超ちよう常じよう現象がいくつも起きているので信じることにするが……。

「駐車場になりたくないからって、異世界まで来ることはないだろうに」

「あら、心外ね。異世界に行きたがっていたのは私だけじゃなく、秋斗もでしょ？　付喪神である私と、大家のあなたの想おもいが一つになってこの現象が起きたのよ。自覚ない？」

「俺が、異世界に行きたがっていた？」

　ああ、言われてみればそうかもしれない。

　両親が死んでから、俺はずっとこの世界に居場所がないような気がしていた。特別仲のいい友達がいるわけでもないし、将来の夢もない。バイトで生活費を稼かせぐだけの単調な日々だ。

　どこか遠いところに行きたいと、ずっと思っていた。

「そっか。確かにそうかもしれない。けど、ここは何にもなさすぎるなぁ。凍こごえて死んでしまうぞ」

　和室セットを適応したことにより隙間風はなくなった。しかしジワジワと室温が下がってきている。薄うす着ぎの白椿は特に辛いだろう。

「だったら『どこの世界でもインフラ使えるセット』を使えばいいのよ。残りのポイントで間に合うでしょ？」

「……なるほど。名前を見ただけで効果が分かるのはありがたいが……何とデタラメな」

　残った４ポイントを消費して、それを適応する。そしてエアコンのリモコンを操作し、暖だん房ぼうモードに。すると、暖かい風が部屋に溢あふれてきた。

「すげー……どっから電気きてるんだ？　電気代は誰が払はらうんだ？」

「そこは、ほら。私の神様的なパワーでどうにかなってるのよ。だからお金のことは気にしないで」

　おお、幼女でも神様は凄い。

「でも、これで増築ポイントがゼロになっちゃったぞ。どうやって増やすんだ？　まさか、これで終わりってことはないだろ？」

「アパートに住人を増やすと、大家のレベル、つまり秋斗のレベルが上がるの。レベルが上がると増築ポイントも増えるわ」

　ゲームのスキルポイントみたいだな。

「ちなみに、住人が強ければ強いほどレベルが一気に上がるわ。だから、勇者とか賢けん者じやとか、強そうな人を探しましょ」

「ふーん……けど、外は一面雪景色。村や町どころか森すら見えない。この世界、人間住んでるのか？」

「さあ……誰もいない世界ってのもありえるから……」

「おい」

　せっかくカタログに面白おもしろそうなものが沢たく山さん載のっているのに、誰もいなかったら住人を増やせないじゃないか。というか、この白銀世界に俺と白椿二人っきりとか寂しすぎる。

「日本に帰りたい！」

「帰れるわよ？　ほら、ここをこうすれば……」

　白椿は手を伸のばし、俺のスマホをスライドさせる。すると、異世界転移という項目が現われた。そこには『ランダム転移』と『リピート転移』という二つの選せん択たく肢しがある。

「さっきまでメゾン白椿は日本にいたから、『リピート転移』を選ぶと帰れるってわけ」

「おお、そうか。なら安心だな。じゃ、さっそく」

　画面をタップすると『地球』と表示された。その下が広い空くう欄らんになっている。色んな世界を回れば、どんどん増えていくのだろう。何か楽しみになってきた。

「ポチッとな」

　視界が白い光に包まれた。それが晴れると、窓から見える景色が、見慣れた住宅地になっていた。元の住所に帰ってきたのだ。

「ところでよ。アパートが異世界に行ってるときって、ご近所の人からはどう見えるんだ？　建物が急に消えたら、皆みんなびっくりするだろ」

「建物が消えても気にならない結界が張られてるから大だい丈じよう夫ぶよ」

　凄い。まるで神の如ごとき万ばん能のう感かんだ。あ、いや、本当に神様だった！

「あ、やべ！　異世界に行っていたせいで、もうバイトの時間過ぎてるじゃん！」

　時計を見たらもう六時十五分。俺のシフトは六時からだ。

　なんて遅ち刻こくの言い訳をしようかと考えながら玄げん関かんに向かうと、電話がかかってきた。店長からだ。こりゃ絶対に怒ど鳴なられる。

「……はい、秋斗です。あの、遅刻には深いわけが……え、もう来なくていい？　そんな、一回遅刻したくらいで……は、店が潰つぶれる!?　まさか俺が遅刻したせいで……いや、そんなわけないですよね。やはり、売上が悪い、と。真向かいにライバル店ができちゃいましたからね……はい、分かりました。店長も頑がん張ばってください……」

　大変だ。職場がなくなってしまった。

　まあ、客の入りかたからして、いつかこうなると予想はしていたけど。

「秋斗、バイト首になっちゃったの？」

　俺が遠い目をしていると、白椿が背中から話しかけてきた。

　慰なぐさめてくれるのかな？

　と、思いきや。

「なんで嬉しそうなんだ？」

　白椿は口元を緩ゆるめ、頬を朱しゆに染めていた。

「え、あ、ごめんなさい。だって秋斗がバイトに行っているときって、今までも寂しかったから。これでずっと一緒にいられると思ったらつい……」

　白椿は申し訳なさそうに言う。が、それでも少し、口がにやけていた。

「今までって、ずっと俺のこと見てたのか？」

　俺はもう出かける必要がなくなったので、靴くつを脱ぬいでまた畳の上に座る。

「そうよ。実体化できるようになったのはさっきだけど。あなたがここに引っ越してきた二年前から、ずっと。その前のことは意識がはっきりしないけど……誰もいなくて寂しかったのは覚えてるわ」

　俺がここに住むようになったのは、両親が死んだ二年前からだ。それ以前は、十年近く、入居者がいなかった。その間、白椿は孤独に耐たえてきたのか。

「お前も意外と苦労してるんだな」

　俺は白椿の頭をなでる。銀色の髪の手て触ざわりが、絹糸みたいだった。

「ありがとう。今は秋斗がいるから大丈夫よ」

　白椿はそう言って、とろんとした顔になる。俺になでられるのが気持ちいいのだろうか。

　それから俺たちは互たがいの話をした。

「アパートが沢たく山さんの人で賑にぎわって欲ほしいわ。秋斗がいれば耐えられるけど……友達は多いほうが楽しいじゃない」

「そっか。俺もここのところ、何もやる気がしなかったけど、異世界の人たちがこのアパートに住むと考えたら、わくわくしてきた。しかも住人が増えれば、あのカタログにある物を増築できるんだろ？　まだちゃんと見てないけど……」

　増築カタログは、ずっと下のほうまで続いていた。

「実はそのカタログ。私自身もちゃんと把握していないのよね。異世界転移とかアパート増築の能力って、私と秋斗の二人の力でやったことだから」

「へえ……けど俺は神様でも超ちよう能のう力りよく者しやでもないぞ？」

「そうなんだけど。メゾン白椿が建ってる場所って霊れい脈みやくがいくつも重なってる場所なの。それで建物に魔ま力りよくがたまって……私が駐車場になりたくない一心で実体化して、更さらにあなたの想いと共鳴して、世界を超ちよう越えつするほどの奇き跡せきをコントロールできるようになったのよ。私と秋斗、とっても相あい性しようがいいのね」

　うむ。なるほど。よく分からん。

　分からんが、凄いってことだけは理解した。

「にしてもこのカタログ。面白いな。プラネタリウムとか、ダーツバーとか、部屋の数を増やすってのもあるな……ん？　何だこれ……庭に金鉱!?」

「金鉱は金鉱でしょ？」

「いや……アパートに金鉱ってどういうことだよ！」

「だから……このメゾン白椿の庭から、金が出てくるのよ」

　すげぇぇ！　でも金鉱を造るのに一万ポイントも必要だ。先は長そうだぜ。

　あと同じ一万ポイントで空間破は壊かい砲ほうってのもある。めっちゃ強そう。

「とりあえず、今日はご飯食べて、ゴロゴロしてから寝て、明日の朝一番でランダム転移しようぜ。さっきは雪しかなかったけど、次こそは誰か住んでるところがいいな」

「そうね。私、初めて実体化したから疲つかれちゃったし。あ、私、一人でお風呂入れないから、頭洗ったり体洗ったりお願いね」

「なんだよ。要介護か？」

「……そのうち一人で入れるようになるわよ」

　白椿はぷくーっとふくれる。何だか妹ができた気分だ。

　そして俺たちはインスタントラーメンを食べ、一緒にテレビゲームをして、風呂に入り、一緒の布ふ団とんで寝た。

「秋斗。くっついてもいいかしら？」

「神様のくせに、甘あまえん坊ぼうさんだなぁ」

「いいじゃないの。私、秋斗にくっついてるときが一番落ち着くんだから」

　そう言って白椿は体を密着させてくる。

　抱だきしめるのに丁度よい大きさで、ふわふわで、いい匂においがする。

　うん、やはり神様というより妹だな。







　次の日の朝。俺はスマホを起動し、ランダム転移の用意をする。

「どんなところに飛ばされるのかしら。ドキドキするわね」

「だな。しかし白椿。お前、ずっと俺のワイシャツ一枚だけど、その格好でいいのか？　まあ、俺の服はどれも大きすぎるし、女児用の服なんて持ってるわけないんだけど……欲しいなら買ってくるぞ。かなり恥はずかしいけど」

「これでいいわよ。動きやすいし。それに秋斗の服を着てると、秋斗にぎゅってされてる気分になるわ」

「そうか。お前がいいならいいんだ。もしこれから行く異世界に人が住んでたら、現地の服を買ってもいいしな」

　というわけで、ポチッとな。

　再び視界が閃せん光こうに包まれ、メゾン白椿は日本を離はなれた。

「さーて、どんな世界かなぁ」

　俺はワクワクしながら窓を開けて首を出だした。

　そこは荒こう野やだった。しかし、ただの荒野ではない。

　自動車ほどもある巨きよ大だいなサソリやムカデ。あるいはクモやアリなどが殺し合い、そして空中ではトンボとハチが格かく闘とう戦せんを繰くり広ひろげている。

　地平線の彼方かなたまで、人の気配はない。化物の世界だ。

「……チェンジ」

　と、俺が呟いた瞬間。

「秋斗、危ないわ！」

　巨大ムカデが一匹ぴき、窓から部屋に侵しん入にゆうしてこようとした。

「ぬおおおおおお！」

　俺は無む我が夢む中ちゆうで拳こぶしを突つき出し、ムカデの頭を殴なぐりつけた。

　普ふ通つうなら、通用するわけがない。むしろ俺の拳が砕くだける可能性だってあった。

　だというのに、なぜかムカデは、ホームランボールみたいに吹っ飛とんでいく。

「あれ？　なんで？」

「言い忘れてたけど。秋斗はこのアパートにたまってる魔力と繋がってるから。常人の何倍も強いのよ。住人が増えてレベルアップすると更に強くなるから、頑張って」

　おお、そんな特典もあったのか。ありがたいぜ。

「しかし、いくら強いからといって虫とは戦いたくない。次こそは人間に出会えますように……ポチッとな」

　俺はスマホを操作して、メゾン白椿をランダム転移させた。

　嫌な世界だったら逃にげてもいい。そんな、お気楽異世界漂ひよう流りゆう記きの始まりであった。







第二章　聖女見習い現わる







　ああ、ここで自分は死ぬんだな。

　私は目の前のモンスターと、尽つきていく自分の魔力を比べ、否いや応おうなく確信した。

　しかしせめて、村人たちが逃げる時間を一秒でも多く稼がないと。

　無む駄だ死じにじゃなかったと、そう思って逝いきたいから。

　とはいえ、膝ひざが震ふるえる。

　なにせ相手は飢うえたオオカミ。それも、私の身長の倍もありそうな高さの、超ちよう大おお型がたのオオカミ。

　それが私を睨にらみ、ご馳ち走そうだと言わんばかりにヨダレを流しながら突とつ進しんしてくるのだ。

　私はありったけの魔力を振ふり絞しぼり、防ぼう御ぎよ結界を展開して自分を守る。

　だが、それもそろそろ限界だ。

　ほどなくして防御結界は貫つらぬかれる。私の体にあの牙きばが突き刺ささる。

　そして、私のずっと後ろのほうにある村に、このオオカミが襲いかかるのだ。

　こうしている間に、全員が逃げてくれていたらいいのだけれど。

　確かめるすべはもうない。

　駄だ目めだ。貫かれる。終わってしまう。

　聖女になるための修しゆ行ぎよう中ちゆうなのに、まさかこんなところで命が潰ついえるなんて。

　迫せまり来る最期の瞬間が恐おそろしい。私はなすすべなくそれを待つしかない。

　が、殺される刹せつ那な。

　思いもよらぬことが起きた。

　突然、空から建物が降ふってきて、オオカミの尻尾しつぽを踏ふんづけたのだ。

「ギャオオオオオオンッ！」

　超大型オオカミも、流石さすがに痛かったらしい。

　鳴き声を上げ、のたうち回り、尻尾の先せん端たんを引き千切って逃のがれる。

「な……なんですか、あの建物は……？」

　おかげで私は助かった。だから問題ない、ということにはならない。

　空から建物が降ってくるなんて、聞いたことすらない珍ちん現げん象しようだ。

　下手をすれば、あのオオカミよりも厄やつ介かいな相手かもしれない。

「おいおい……巨大な虫の次はゾンビしかいない世界。そして今度はオオカミか……とんでもない世界ばかりだなぁ」

「そうボヤかないでよ。あ、ほら。あそこに可愛い女の子がいるわよ。どうやらあのオオカミに襲おそわれていたみたいね」

「おお、ついに人間だ！　それも美少女！　お嬢じようさん大丈夫ですか!?　今助けますからね！」

　建物の窓から、青年と少女が顔を出し、こちらに手を振ふっている。

　私も何となく手を振り返かえしてみたが、そんな場合じゃないのは誰だれの目にも明らかだ。

　オオカミはまだ生きている。

　それどころか尻尾が千切れたせいで、怒いかりの形相に染まっている。今までより苛か烈れつな攻こう撃げきがくるに違いない。

「よっしゃー、一いつ瞬しゆんで決めてやるぜ」

　青年は窓から外に飛び出し、腕うでをグルグル回しながらオオカミに近づいていく。

「ちょ、ちょっと、危ないですよ！」

　私は止めようとしたが、間に合わない。

　彼かれは何の警けい戒かい心しんもなく歩き、それにオオカミが殺気を剥むき出しにして飛びかかった。

　――食べられる！

　そう思ったのも束の間。

　青年の突きだした拳がオオカミの鼻先に激げき突とつ。

　グシャリという音とともに、オオカミは吹っ飛んでいった。

　地面をゴロゴロ転がり、血を撒まき散ちらす。

　なんて腕わん力りよくだろう。

　しかし、オオカミの生命力もずば抜ぬけている。顔面が潰れているというのに、平然と立ち上がってこちらを睨む。

「あらまあ、強いオオカミさんね。ところであなた、神職？」

　いつの間にか、少女が私の隣となりに立っていた。

　銀色の髪かみを揺らして微笑ほほえむ彼女は、神こう々ごうしいほど美しい。

「た、確かに私は聖女見習いなので神職です……それが何か……？」

「やっぱりね。あなたを見てると凄く落ち着くもの。チャンネルを繋げやすそうだわ」

　そんなことを言いながら、少女は不意に、私の背中に飛び乗ってきた。

「なにを……」

　と、聞こうとしたとき。私の中で、確かに繋がった感覚が広がった。

　そして今まで経験もしたことがない魔力が背中から流れ込んでくる。

「これは……!?」

「私の魔力をあなたに貸しているの。神と神職は相性がいいから可能な芸当ね。あなた、才能あるわよ」

「はあ……ありがとうございます……？」

　褒ほめられたので礼を言ってみたが、よく分からない。

　まるで彼女自身が神性存在であるかのような言い方だ。

　いや……背中から伝わってくる気配は、本当に神様……？

「ほら、ボンヤリしちゃ駄目よ。怖こわいオオカミが来るわ」

　少女は耳元で呟つぶやく。

　そして次の瞬間、オオカミは私に向かって突っ込んできた。

　反射的に防御結界を展開。

　さっきまでは防ぐだけで私の魔力がガリガリ削けずられていったのに、今は全く負担を感じなかった。

　それどころか――。

「ほら、押おし返しなさいな」

「は、はい！」

　言われたとおり、結界に力を込める。

　それだけで、あの巨大なオオカミが容易たやすく吹っ飛んでいく。

「よっしゃぁ、トドメは俺おれだ！」

　空中に投げ出されたオオカミの上をとった青年は、そのまま強烈な踵かかと落おとしを決める。

　その一いち撃げきでオオカミは背骨がへし折れ、さらに地面に叩たたき付つけられた。ビクビクと痙けい攣れんしたあと、ほどなくして動かなくなる。

「え、えっと……勝った、のでしょうか？」

「そうね。あなたもよくやったわ。偉えらい偉い」

　背中におぶさっている少女が、私の頭をなでてくれた。

　彼女は明らかに年下だというのに、どうしてだろう。上からの物言いが自然に感じられる。たんに大人びているというだけではないナニカがあるのだ。

「ふう、やれやれ。この力の使い方も慣れてきたな。さてシスターさん。お怪我けがはありませんか？」

　オオカミを蹴けり殺した青年は、優やさしそうな笑えみを浮うかべて近づいてくる。

　あの圧あつ倒とう的てき戦せん闘とう力りよくとは裏腹な、柔にゆう和わな顔。

　それを見た私は、なぜか心臓がドクンと高鳴った。

「もう。秋あき斗とったら、その子がいくら可愛いからって鼻の下を伸ばしちゃ駄目よ」

　そして少女は私の背から降りて、青年に近づいてその腕を取る。

　青年の年ねん齢れいは二十歳はたち手前くらいだろう。私より少し年上だ。

　少女のほうはかなり幼い。十歳さい程度だろうか？　同性の私から見ても絶句するくらい綺き麗れいな少女だった。

　何者かは全く分からないが、少なくともこの二人に、今すぐ私を害する意志はなさそうだ。

　そう知った途と端たん、膝から力が抜ける。

　張はり詰つめていた反動で、ぺたりと座すわり込んでしまった。

「おっと、どうしましたシスターさん。オオカミにやられたんですか!?」

「見た感じスリ傷くらいしかないけど……緊きん張ちようが切れちゃったのかしら？」

「はい……あの、あなたたちは一体……？　あの建物は……」

　きっと敵ではない。けれど得体が知れない。

　正体を知りたくて質問を並べてみたが、よく考えてみたら、まず自分から名乗るのが礼れい儀ぎだろう。

「私はロレッタ・レインウォーター。聖女見習いの修行として世界を旅しています。助けて頂いたことは感謝しますが、しかし私は村の人たちを守らねばなりません」

「なるほどね。いきなり空から降ってきたような人は信用できないってわけね」

「安心してくださいロレッタさん。俺たちは趣しゆ味みで異世界を渡わたり歩あるいているだけの暇ひま人じんですから！」

「はぁ……趣味で異世界を……？」

　この人たちが何を言っているのかまるで分からない。

　ポカンと口を開けて見上げることしかできない。

「そうねぇ……日本を離れてから初めて出会った人間なんだし、ちょっとお話しましょうか。もしかしたら、メゾン白しろ椿つばきの住人になってくれるかもしれないわよ」

「そうだな。とりあえずロレッタさん。俺たちの家、メゾン白椿へどうぞ」

　腰こしを抜かしている私は、左右から二人に抱き上あげられ、空から降ってきた建物へと連れていかれた。




※




「ささ、ロレッタさん。どうぞ座布団の上に座ってください」

「はあ……では失礼します」

　俺の部屋にやってきたロレッタさんは、初めて座布団を見たらしく、不思議そうに見つめながら、ぺたんと女の子座りをする。

　俺もちゃぶ台を挟はさんで真向かいに座った。

　ロレッタさんの年齢は、十六か十七くらい。聖女見習いと言っていたが、それを示すようにシスター服を着ており、とても清せい楚そな印象だ。

「粗そ茶ちやだけど、どうぞ」

　そして白椿が、お盆ぼんに三人分のお茶を淹いれて持ってきてくれた。

「ええっと、まずは自己紹しよう介かいと行きましょう。俺の名前は種たね村むら秋斗。このアパート『白椿』の住人であり大家です」

「……タネムラ・アキトさん？」

「ああ、秋斗が名で、種村が姓せいなので、こっち風だとアキト・タネムラですかね」

「なるほど。では私も改めて自己紹介を。ロレッタ・レインウォーターです。聖女見習いとして修行のため、世界各地を旅しています」

「聖女見習い……失礼ですが、聖女、とは？」

「え……聖女様を知らないのですか!?」

　ロレッタさんはギョッとした顔で俺を見つめる。

　どうやらこの世界の人にとって、聖女というのは知らないほうがおかしい存在らしい。

「この世界に数多あまたいる神々の全すべてを祭る大だい神しん殿でん。聖女様はそのトップです。組織運営も儀ぎ式しきも、聖女様がいなければ話になりません。そして私は、その後こう継けい者しや候補なのです」

　そう語るロレッタさんは、どこか誇ほこらしげだった。

　聖女様を尊敬し、そして後継者を目指していることにプライドを持っているらしい。

「そうですか。頑張ってください」

「はい、ありがとうございます」

　ロレッタさんはぺこりと頭を下げ、そしてお茶を一口飲む。

　それから俺の隣に座る白椿に目を向け、興味深げに見つめる。

「それで……あなたは一体……？」

　ロレッタさんの目は、たんに自己紹介を促うながすものではなく、畏い怖ふと敬意がこもっていた。

　小さい女の子を相手にする表情ではない。

　しかし、そうか。

　彼かの女じよは聖女見習い。言ってみれば神様の専門家。ならば白椿の正体に勘かんづくということもあるだろう。

「私の名前は白椿よ。このアパート『メゾン白椿』の付つく喪も神がみ。この建物も、そしてこの体も、どっちも私なの。よろしくね」

　白椿は笑みを浮かべ、ロレッタを見つめる。

「ああ、付喪神様でしたか！　どうりで強い神性を感じると思いました。白椿様。どうか祈いのらせてください！」

　ロレッタさんは胸の前で両手を組み、目を瞑って祈り始めた。

「……こういうのって初めてだから戸と惑まどうわ」

　白椿は少し照れくさそうだ。

　確かに、神社などに祭られている神様ならともかく、ボロアパートの神様に祈る者などまずいない。俺だって祈らない。

「ふぅ……ありがとうございます白椿様。心が清められました」

「私にそんな力あったかしら？」

　白椿は不思議そうに首を傾かしげるが、ロレッタさんはとても満足げだ。

「しかし秋斗さん、白椿様。一体どうして空からこの建物が降ってきたのですか……？　趣味で異世界転移をしていると言っていましたが……」

「それを語ると長くなるんだけど」

　俺は今までの経けい緯いをかいつまんで説明する。

「――という感じで、ランダムに世界を移動したら、たまたまロレッタさんが巨大オオカミと戦っているところに出たってわけです。この説明で納なつ得とくしてくれます？」

　こうして説明すると、我ながら随ずい分ぶんと非常識な状じよう況きようにいるなぁと思ったが、事実だから仕方がない。

　信じてもらえなかったとしても、まぁ仕方がないだろう……と考えていたのだが、ロレッタさんは目を輝かがやかせ、俺の手を握にぎってきた。

「異世界を移動できる建物……素す晴ばらしいです！」

　一瞬で信じてくれた。話が早くて助かる。

「異世界を渡り歩く力を持った神様がどこかにいるという伝説を聞いたことがありますが……それが白椿様なのですね！　失礼ながら、実在しているとは思っていませんでした。するとお二人は、異世界の他の神々とも交流が!?」

「……今のところはないけど……これからあちこちの世界を回れば、そういうこともあるかな？」

「凄いです！　あの、秋斗さん、白椿様。もしよろしければ、その旅に私も同行させて頂けませんか？　私は先さき程ほど言ったように聖女見習いです。聖女様に命じられ修行の旅をしていますが、他の世界を旅できれば、よりよい修行になるでしょう。これでも防御結界や回復魔ま術じゆつ、亡ぼう霊れい浄じよう化かなどには自信があります！」
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　ロレッタさんは熱い眼まな差ざしで訴うつたえてきた。

　俺たちの旅に同行する。それはつまり、このメゾン白椿の住人になるということだ。

「白椿、お前はどう思う？　俺的には大だい歓かん迎げいだけど」

「私もロレッタとなら仲良くやっていける気がするわ。ねぇロレッタ。このアパートに住むなら、家賃の代わりに魔力を少し吸い取るけどいいかしら？　もちろん、苦痛になるほどは吸い取らないわ。むしろ気が付かないくらい。それで大家の秋斗がレベルアップするから」

「レベルアップ……？　よく分かりませんが、私の魔力でよければ好きなだけ吸ってください。魔力量には多少の自信があります！」

「じゃあ決定ね。部屋は沢山余ってるから、好きな部屋を選んでいいわよ」

「では、秋斗さんの隣の部屋で」

　俺の部屋は一○一号室なので、隣は一○二号室だ。

「それじゃ鍵かぎを……あ、でも布団も何もない部屋だけど、本当にいいんですか？」

「大丈夫です。これでも旅の身。野宿することも日にち常じよう茶さ飯はん事じ。屋根があるだけでも御おんの字じです」

　見かけによらずタフな人だ。

　俺は引き出しから一○二号室の鍵を取り出し、ロレッタさんに渡す。

　と、そのとき。

　スマホからピロリロリンと音が鳴なり響ひびく。

「何の通知だ……レベルアップのお知らせ？」

「ロレッタが住人になったから、レベルが上がったのね。いくつになったの？」

「えっと、レベル15になったらしい。それで増築ポイントが14まで増えた」

「あら凄すごい。ロレッタ、本当に魔力が高いのね」

「これだけ増築ポイントがあれば、結構いいものが作れそうだ。ありがとう、ロレッタさん」

「何が起きたのか分かりませんが、お褒めにあずかり光栄です！」

　俺と白椿に褒められたロレッタさんは、照れくさそうにはにかむ。

　さてさて。このポイントで何をしようか。

「まずは一○二号室を綺麗にしなきゃ。オンボロな部屋に聖女見習いを住ませるわけにはいかん」

「そんな気を使わないでください。さっきも言いましたが私は野宿することが多いので、雨あめ露つゆが凌しのげるだけでも……」

「いいや。大家として住人に快適な環かん境きようを提供する義務がある。和室セットかフローリングセットを一○二号室に使おう。ロレッタさんはこういう畳たたみの部屋と木の板の部屋。どっちがいいですか？」

「……えっと、畳というのはよく分からないので、木の板でお願いします」

　なるほど。異世界人にとって畳は違い和わ感かんがあるかもしれない。フローリングが無難だろう。それ、ポチッとな。

　俺がスマホを操作すると、隣の部屋からゴゴゴゴゴと音という振しん動どうが伝わってきた。

「こ、これは一体!?」

「大丈夫ですよ、ロレッタさん。これで完成したはずなので、見に行きましょう」

「はあ……」

　ロレッタさんは不思議そうな顔をしている。その手を俺と白椿で掴つかみ、一○二号室まで引っ張っていった。

　そこは新築のマンションのように綺麗な部屋になっていた。しかもベッドや机、テレビなどが備え付けてあった。贅ぜい沢たくな！

「こ、これが私の部屋ですか!?　申し訳ないですよ！」

「いいのよ。どうせ誰も住んでいないんだし。むしろ、今いま更さら住みたくないとか言い出したら私、怒おこるわよ」

　白椿はロレッタさんの服を掴んで、上うわ目め遣づかいに訴えた。

　そんな可愛かわいらしい白椿に、ロレッタさんはタジタジだ。

「そんな、住みたくないなんて言いません！　ただ余りにも綺麗な部屋だったので驚おどろいてしまい……喜んで使わせて頂きます！」

「どうぞどうぞ。ほら、あのベッドにダイブしたっていいのよ」

「そ、それはちょっと恥ずかしいですね」

「でも、見るからにフカフカよ？　ロレッタがやらないなら、私がダイブするわ」

「い、いえ、私が行きます！　てい！」

　白椿に初ダイブを取られそうになったロレッタさんは、慌あわててベッドに飛び込んだ。

　その瞬しゆん間かん。

「な、なんてフカフカの布団でしょうか……ああ、私こんなの初めてです」

　恍こう惚こつとした声で呟き、ベッドの上をコロコロ転がった。恥ずかしがっていたくせに、しっかり堪たん能のうしている。俺と白椿がそれを微笑ましく見つめていると、視線に気付いて、ハッとした顔になった。

「こ、これはお恥ずかしいところを。あまりのフカフカさに、つい我を忘れてしまって……」

「いや、気にせずどうぞ続けてください。俺と白椿は隣の部屋にいるので」

「そうしたいのは山々ですが、あの大型オオカミを倒たおしたことと、私が無事なことを村の人たちに伝えないと」

　そういえば、ロレッタさんは村を守るためにオオカミと戦っていたんだっけ。

「だったら早く行ったほうがいいわよ。心配していると思うわ」

「はい。行ってきます！」

　ロレッタさんはトタトタと軽快に廊ろう下かを走っていった。

「ねえ秋斗。私たちも行きましょう。この世界の人たちに興味があるわ」

「だな。せっかく色んな世界に行けるんだ。見て回らないと損だ」

　日本にいたときはバイトの時間以外はほぼ引きこもっていた俺だが、今はなぜだか、ジッとしていられない。異世界というものは、やはり男の子のロマンなのだ。

　というわけで、俺と白椿がアパートの外に出ると、ロレッタさんの他に三人いた。

　身なりのいい初老の男と、それを守るように左右に立つ若い男性二人だ。

「あ、秋斗さんに白椿様。領主様がお二人にお礼を言いたいそうです」

　ロレッタさんが振り返り、こちらを見る。

　すると三人の男が頭を下げた。

「あなたがたがロレッタ様を助け、そしてあの大型オオカミを倒すところを見ていました。本来であれば、村に住む者が自分たちで戦わねばならないのに……何から何まで任せっぱなしで。ロレッタ様、そして秋斗様、白椿様。本当にありがとうございました」

　初老の男――おそらくは彼が領主なのだろう。そのあまりにも丁てい寧ねいな礼に、俺は逆に恐きよう縮しゆくしてしまう。

　今まで十九年生きてきて、こんなに感謝されたのは初めてかもしれない。

「いや、そんな。俺たちはたまたま通りかかっただけで、そこまで感謝されることはしていませんよ」

「ご謙けん遜そんを。聞けばそちらの白椿様は、この建物の付喪神であるとか。神が宿るほどの建物の持ち主……それだけで秋斗様が只ただ者ものでないのは分かります」

　いや、ただのボロアパートですけど！

「私は田舎いなかの村を治める男だん爵しやくに過ぎません。しかし領地を救って頂いた人たちに礼をする程度の常識はもちあわせています。どうか私の村に来て頂けませんか？　ささやかながら宴うたげも開きましょう」

　ど、どうしよう。男爵って貴族だよな。

　貴族の招待なんて俺、初めてだぞ。

「秋斗。迷うことなんてないわよ。むしろ断ったら男爵さんが可哀かわい想そう。ここは素す直なおに歓かん迎げいされましょ」

「うーむ……分かりました。お言葉に甘えます」

「おお、ありがとうございます。では、こちらへ」

　男爵さんの案内で、俺たちは村へ向かおうとする。

　しかしそのとき白椿が呼び止めた。

「待ってちょうだい。アパートを出しっぱなしにして行くのは嫌いやだから、しまっておきましょう」

　アパートをしまうとか何を言っているんだ？

「ほら、秋斗。ボンヤリしてないで。スマホで操作しなさいよ」

　そんなこと、できるわけない。と、いつもの俺なら言っているところだが、奇跡に奇跡を重ねてここに来たのだ。もはや何だって起きるのだ。

「えっと、この『アパートの出し入れ』を押せばいいのか？」

　あの『メゾン白椿管理』アプリを起動して、それらしきところをタップする。

　するとメゾン白椿が光の粒りゆう子しに分解されていく。そして、あっという間に跡あと形かたもなく消えてしまった。

「おー、すげぇ……」

　俺が驚いていると、横にいたロレッタさんが更に十倍くらい驚いていた。

「す……凄いですよ秋斗さん！　建物を出し入れできるなんて、人間を超こえています！　も、もしや白椿様だけでなく、秋斗さんまで神様!?」

「いや、俺は人間だけど……」

「人の身でありながら奇跡を起こすなんて……現あら人ひと神がみということですか！」

「おお、まさか現人神の奇跡をこんな間近で見ることができるとは……」

　ロレッタさんや男爵たちは俺に祈りを捧ささげる。

　いや、この流れはちょっと勘かん弁べんして欲ほしい。

　俺はただのフリーターだ……いや、ニートか。白椿を拝んだほうがまだ御ご利り益やくがあるぞ。




※




　村の人口は二百人ほどだという。主に麦を育てており、これから収しゆう穫かく期きに入る麦畑にモンスターが突っ込んできたら、それだけで大だい打だ撃げきだったという。

　だから俺たちは、本当に歓迎された。

　村民たちがあの大型オオカミを解体して、鍋なべを振る舞まってくれた。

　そして昼間からビールが出てきた。これは去年の麦で作ったものらしい。

　どちらも美味おいしかった。

　単純な『味』だけで考えたら、そりゃ現代の地球の水準には及およんでいない。

　しかし、皆みんなでワイワイお祭り騒さわぎするのは楽しかった。

「皆みなさん、是ぜ非ひとも私の屋や敷しきに泊とまってくれませんか？」

　という男爵さんの申し出だけは断った。

　いくら貴族の屋敷でも、電気や水道が通っているアパートのほうがいいに決まっている。

　それに、余っている増築ポイントを早く試ためしたいのだ。

「……そうですか。いや、無理もありません。なにせ付喪神が宿っている建物をお持ちなのですから」

　男爵も納得してくれたので、俺は村の近くにアパートを出現させる。

「今日は楽しかったわねぇ」

「昨日は昆こん虫ちゆうの世界とゾンビの世界だったからな。けど今日は人助けしたし、感謝もされたし。ロレッタさんとも出会ったし。いいことだらけだ」

「私もお二人と出会えて、光栄です」

　俺たち三人は一○一号室に集まり、ちゃぶ台を囲んで茶を飲んだ。

　異世界でもこんなにマッタリできるなんて、メゾン白椿は素晴らしい。

「ところで皆さん。晩ご飯はどうしますか？」

「そうだなぁ……冷蔵庫にあるもので適当に作るか」

　昼間に食べたオオカミ鍋が凄かったから、さほど腹は減っていない。

　軽いものがいいだろうと思いながら、俺は冷蔵庫を開ける。

　すると後ろからロレッタさんが、興味深そうに見つめてきた。

「まあ、卵に挽ひき肉にく……オムレツが作れますね。私、オムレツは得意ですよ」

「へえ、じゃあお手並み拝見しようかな？　調味料も一通りあるから、好きに使ってください」

「はい。お任せください！」

　ロレッタさんは言うだけあり、手慣れた手付きでオムレツを作り、くるりとひっくり返す。

「おまちどおさまです」

「あら、見た目は合格ね」

「うむ。凄い綺麗にできてる。んじゃ、頂きまーす」

　俺と白椿はオムレツをぱくりと食べる。すると口の中で卵の甘あまみがふわりと広がった。

「おお!?　な、なんだこの食感……めっちゃ軟やわらかい！」

「この適度な甘さ……ロレッタ、あなた只者じゃないわね！」

　俺と白椿の賞賛を聞いてロレッタさんは、このオムレツ並みにとろりとした顔になって照れた。

「こ、これは聖女様に教えて頂いたとおりに作っただけで、私が凄いわけではありませんので……！」

　この人、褒め殺ごろしに弱いらしい。もうちょっと褒めてみよう。俺は白椿と目配せし、ひたすら持ち上げることにした。

「教えてもらったことをそのまま再現できるだけでも才能ですよ」

「そうよ、レシピがあれば誰でも美味おいしい料理が作れるってものじゃないわ」

「ロレッタさんは礼れい儀ぎ正ただしいし美人だし、いやぁ、きっといいお嫁よめさんになります」

「これからずっとロレッタにご飯を作ってもらいたいくらいだわ」

　なんてことを左右から言い続けると、ロレッタさんはうつむいてプルプル震えだした。

　うーむ、わざとらしすぎて怒らせてしまっただろうか。

　と、心配していたら。

「分かりました！　今から私がこのアパートの炊すい事じ係がかりです。いいえ、家事全ぜん般ぱんをやりましょう！　頼たよりにしてください！」

　その気になってしまったみたいだ。乗せられ易やすいにもほどがある。チョロすぎて心配になってくるぞ。

「じゃあロレッタ。皿洗いもお願いね」

「はい、お任せを！」

　白椿に言われるがまま、ロレッタさんは全員分の皿を流しまで運んでいく。そして白椿は後ろから蛇じや口ぐちの使い方とか、洗せん剤ざいがどれかとか解説する。

　全部ロレッタさんに任せるのもどうかと思ったが、二人が何やら楽しそうなので、大人しく見守ることにした。

「さて。一段落したところで、残った増築ポイントを何に使うか決めようか」

「残り13だっけ？　カタログ見せてちょうだい」

　俺は白椿にスマホを渡す。

「13ポイントで作れるのは……映画館と図書館とカラオケルームね。カラオケ楽しそう！　私、カラオケって行ったことないの！」

　そりゃそうだ。

「俺は映画館がいいな。貸し切りで映画を見るのはもちろん、でかいスクリーンでゲームやったら最高だろ」

　音もいいだろうし。想像しただけでゾクゾクしてきた。

「あのぅ……私は図書館が気になります……お二人の世界の書物を読んでみたいので……あ、言ってみただけなので気にしないでください」

　ロレッタさんは手をパタパタ振って真っ赤になった。

　しかし、図書館というのも悪くない。ロレッタさんが望むなら、それにしようかな。

「あれ？　ふと思ったんだけど、俺と白椿は普ふ通つうに日本語を話してるよな？　なのにどうしてロレッタさんと会話が成立してるんだ？」

「それもアパートの能力よ。このアパートはそれぞれの世界に渦うず巻まく思念とか意識とかを自動的に集めて、言語を分ぶん析せきしちゃうのよ。だから住んでいる私たちは、知らず知らずのうちに現地の言語を理解して話しているってわけ。便利でしょ」

　超ちよう便べん利り！　俺たちの異世界旅行に不安は一つもないぜ。

「では、私が他の世界に行っても、その世界の人たちとお話ができるということですね」

「そういうこと」

「素す敵てきです。早く様々な世界を回ってみたいです」

　ロレッタさんは目を閉じ、まだ見ぬ異世界に想おもいをはせる。

　どうせなら明日辺り、日本に連れていってあげようかな？　俺たちにとっては出身地だけど、ロレッタさんからしたら異世界の一つだ。それに白椿だって、いつまでも俺のワイシャツ一枚で過ごすわけにはいかないだろう。冷蔵庫の中も減ってきたし、一度帰って買い物をしたい。

「よし。図書館にしよう。俺自身、読書は嫌きらいじゃないし。その図書館にどんな本があるのか知らないけど」

「あ、ありがとうございます！」

「仕方がないわねぇ……けど、次はカラオケにしましょ」

「おう。次の機会にな」

　図書館を選せん択たくしてポチッとな。すると足元からズゴゴゴゴゴと音が響いた。どうやら図書館は地下で完成したらしい。

「行ってみようぜ！」

　皆で廊下に行きウロウロしていると、階段が変化しているのを発見した。

　このメゾン白椿は二階建ての建物だ。当然、地下室などなかった。

　だというのに、今は下に通じる階段が出現している。

　それを降りていくと図書館があった。それは予想以上に広い。市の図書館くらいはありそうだ。

　地下だから当然、窓はない。その代わり綿毛みたいな物体がフワフワ飛んでいて、それが発光し、幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きを出だしていた。

「凄いですね！　こんな大量の本が……しかももの凄く綺麗で小さい字！　一体どんな腕の写本師がこれを……！」

「いや、写本師じゃなくて機械で印刷してるんだよ」

「機械で……？」

「あれよ。機はた織おり機の凄いバージョンみたいな？」

「よく分かりませんが、とにかく素晴らしいです！」

　ロレッタさんは目を輝かせ、本ほん棚だなの間を駆かけ回まわった。急に精神年齢が下がったみたいで微笑ましい。

「俺らも暇ひまつぶし用の本を探すか」

「か、官能小説かしらっ？」

「白椿。下ネタ飛ばすなら、照れずに言えよ」

「うぅ……言ってみたかったの……」

　幼女のくせに無理をするなよ。

　しかし何を読もう？　昔読んでた小説のシリーズ、何冊も既き刊かんがたまってるんだよな。この図書館にあったら読みたいな。けど、全然知らないのに手を出すのもいいかも。

　そんなことを考えながら歩いていると、遠くからケラケラと笑い声が聞こえてきた。

　誰だれだ!?　なんて考えるまでもない。俺と白椿がここにいる以上、声の主はロレッタさんだ。しかし、あのおしとやかな人が、こんなあけすけに笑うなんて、どうしたんだろう。

　心配になって見に行くと、床ゆかで笑い転げている聖女見習いさんがそこにいた。

「……マンガ読んでる」

「よほどツボったのね……」

　俺と白椿が立ちすくんでいると、ロレッタさんが俺たちに気が付き、慌てて起き上がって床に正座した。

「こ、これは違ちがうんです……！」

「いや、そんな申し訳なさそうにしなくていいですよ。マンガ、面白おもしろかったんですよね。俺もそれ好きです」

「本当ですか!?　あの、馬を逃にがしてしまったことを誤ご魔ま化かすために、きぐるみで馬に化けて馬車を引っ張るシーンとか……ぷっ、ぷぷぷ……」

　思い出して我が慢まんできなくなったみたいだ。俺と話している最中だというのに、ぷすぷす笑い始める。

「……そんなに気に入ったなら、好きなだけ読んでいていいですよ。俺らは部屋に帰るんで」

「はい。全巻読破します……ぷふ、ふふふ！」

　あのギャグマンガ、かなりシュール系なのに。生まれて初めてマンガを読んだ人が理解できるとは凄い。流石さすがは聖女見習いといったところか。いや、関係ないか。

「今日はもう、風ふ呂ろに入って寝ねようぜ」

「そうね。疲つかれたけど楽しかったわ」

　住人が増えたせいか、白椿は上じよう機き嫌げんだ。鼻歌を歌いながら部屋に戻もどる。

　そして服を脱ぬいで一いつ緒しよに風呂に入る。なにせ白椿、まだ一人で髪かみを洗えないのだ。だから俺がわしゃわしゃ洗ってやらないといけない。その代わり背中を擦こすってくれるから、俺も損をしない。

　これがロレッタさんみたいな大人の女性だったらもっと嬉うれしいんだけど……白椿はぺったんこ娘むすめだからなぁ。そっちの喜びはない。いやしかし、実際にロレッタさんと風呂に入ったら、俺は緊張で死んでしまうかもしれん。

「秋斗ったら、何かすけべなこと考えてたでしょ」

　一緒に湯船に浸つかりながら、白椿はムッとした顔になる。

「考えてない、考えてない」

「本当かしら？」

　白椿は疑うたぐり深ぶかそうな表情で小首を傾げる。

　俺は適当に誤魔化して風呂から上がり、脱だつ衣い場じようで自分と白椿の体をバスタオルで拭ふく。

　そして俺はパジャマを着るが、無論、白椿に合うサイズのパジャマはない。なので彼女は、パジャマ代わりに俺のＴシャツをダボッと被かぶる。

「彼かれ氏しの家に泊まりに来た彼女みたいじゃない？」

「どっちかって言うと、兄の服を勝手に着たイタズラ好きの妹に見える」

「むー」

　白椿は唇くちびるを尖とがらせ不満そうにする。可愛い。ほっぺをぷにぷにしたくなる。

「それ、ぷにぷに」

「あう」

　ぷにぷにされた白椿は、脱衣場から逃げていった。

　俺おれも部屋に戻り、押おし入いれから布ふ団とんを出して床に敷しく。すると白椿はさっと潜もぐり込んだ。

「ほら。秋斗も寝なさい。早はや寝ね早起きが一番よ」

「図書館から持ってきた小説を読もうと思ったんだが……ま、いいか」

　俺は白椿に誘さそわれるまま電気を消して、布団に潜る。いつもどおり、白椿がピッタリくっついてきた。いい感じにぬくい。やはり持つべきものは妹的付喪神である。

　白椿の体温と石せつ鹸けんの香かおりに眠ねむ気けを誘われウトウトしていると、隣となりの部屋からロレッタさんの「くすくす」という笑い声が漏もれてきた。

　どうやら図書館からマンガを持ってきて自室で読んでいるらしい。

　俺の世界の文化を満まん喫きつしてくれて嬉しいなぁ。

　なんて呑のん気きに構えていると、笑い声が段々大きくなってきた。

「ぷふ……ぷくくく……あはははははははは！」

「うるさいわよ！」

　白椿が跳はね起おきて、壁かべをぶん殴なぐった。これが噂うわさの壁ドン！　隣りん人じん問題勃ぼつ発ぱつだ。

「ご、ごめんなさい！　あまりにも面白すぎて……つい……今日はもう寝ます……」

　壁の向こうから申し訳なさそうな声が聞こえてきた。多分、土下座とかしてる。

　それを聞いた白椿はシュンとし、逆に謝あやまった。

「私も言いすぎたわ……静かにするなら読んでもいいから……」

「あ、ありがとうございます白椿様。本当にご迷めい惑わくをおかけしました……」

　話し合いが終わり、白椿はまた布団に潜り込んできた。

　さあ、今度こそ寝るぞ。

「くすくす…………くす………………」

　ロレッタさんはかなり遠えん慮りよしているらしく、笑い声は本当に小さくなっている。普ふ段だんなら気にもならない声量だ。しかし。

「一度気になるとどうしても駄だ目めね」

「ああ。ロレッタさんが悪いわけじゃないんだけど」

　マンションやアパートなどの集合住宅なら、隣となり部べ屋やから音が聞こえるのは当然だ。この程度で文句を言うのは、むしろ狭きよう量りようだろう。

　だが、それでも。

「秋斗。こうなったら壁に防ぼう御ぎよ結界を張りなさいよ」

「え、なにそれ？」

「ロレッタが巨きよ大だいオオカミの進行を食い止めてたやつ。ロレッタが住人になったから使えるはずよ」

　そんな特典もあるのかよ。そういえば最初に『メゾン白椿管理』のアプリを開いたとき、保有スキルって項こう目もくもあったな。

　ポチッとな。




　保有スキル：付喪神パンチ。付喪神キック。防御結界。回復魔術。浄じよう化か魔術。拘こう束そく魔術。ライトニングアロー。ライティング。




「この付喪神ってついてるの以外は、ロレッタさんのスキルか。あの人、頑がん張ばってるんだなぁ」

　そんな頑張っているロレッタさんのスキルをお手軽にコピーしてしまって申し訳ない。しかし、今は防音のために使わせてもらうぜ。

「防御結界！」

　俺は適当に叫さけんで念じてみた。すると手の平から魔ま力りよくが溢あふれ出し、壁に魔ま法ほう陣じんを描えがく。それは壁に溶とけて消えてしまったが、魔力自体はそこに残っていた。

　そして、ロレッタさんの「くすくす」という声が聞こえなくなった。壁に耳をつけても全く聞こえない。

　どうやら防御結界のスキルは無事に発動したようだ。

「やれやれ。それにしても俺たち神経質だな」

「仕方ないわよ。だって今までこのアパート、私たち以外に誰もいなかったんだもの。人が増えると、こういうこともあるのね」

　そうか。他に誰も住んでいなかったから生活音に慣れていないんだ。

　しかし、これからは違う。一○一号室から二○四号室まである部屋を全て埋うめてやる。いや、カタログには部屋を増やすという項目もあったから、更さらに住人を増やして、増築ポイントをドンドン貯ためてやる。

　だから、ちょっとくらいの音が聞こえても眠ねむれるようにならないと。

「ま、今日はこれでいいや。おやすみ、白椿」

「ええ、おやすみなさい、秋斗」
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　朝起きてパジャマから服に着き替かえて廊下に出ると、ロレッタさんが土下座していた。

　きっちりしたシスター服の女性が、木造アパートの廊下に額を擦りつけている光景。それを目もく撃げきした初の人類は、もしかしたら俺かもしれない。

「昨日は本当に申し訳ありませんでした……！」

「な、なんのことですか？」

「ですから……私の笑い声で秋斗さんと白椿様の安あん眠みんを妨ぼう害がいしてしまったことです。日本人は責任を取るとき、腹を斬きるとマンガで学びました。しかし私は聖女見習い……聖女様の許可なく死ぬ自由はありません。せめて、聖女様の前に行くまで切腹は待ってもらえないでしょうか……」

「いや！　マンガ読んで笑っただけで切腹とかどこのディストピアだよ！　いいから。俺たちグッスリ寝たから！」

「ほ、本当ですか？　大笑いしそうになったとき、口を塞ふさいで息を止めたのが功を奏したのでしょうか!?」

　割と命がけでマンガ読んでたんだな、この人。

「死んだらマズいので、息は止めなくても……」

「ご安心ください。死ぬ前に気絶しましたから」

　ロレッタさんは何故なぜか澄すまし顔がおで語った。だんだんポンコツ要素が出てきたぞ。

　まあ、ただの清せい楚そ美人だとつまらないので、このくらい弱点があったほうが俺は好きだ。

「ふぁぁ……おはよう、二人とも。朝から廊下で何を話してるの？」

　だぶだぶのＴシャツのまま、白椿は目を擦りながら部屋から出てきた。

「ロレッタさんの笑い声が全然気にならなかったって話さ」

「ああ、そう。そんなことより朝ご飯食べましょうよ。ロレッタ何か作って」

「はい、お任せください！　昨日、マンガと一緒に料理の本も読んだので……チャーハンを作ります！」

　朝からチャーハンだと!?

　いや、しかし異世界人の作るチャーハンはとても興味深い。食べてやろうじゃないか。

「それから秋斗さん。洗せん濯たく機きと掃そう除じ機きの使い方を教えてください。私、このアパートの家事を全すべてやりますから！」

「一晩で随分と地球の文化に詳くわしくなったんですね……分かりました。お教えしましょう。チャーハンを食べたあとに！」

　俺はさほど料理が得意なほうではないが、一人暮らしの男の宿命か、チャーハンだけには妙みような拘こだわりを持っている。

　だがロレッタさんのチャーハンは、その俺の舌を唸うならせた。

「初めて作ったチャーハンでこの美味うまさ……ロレッタさんにチャーハンマスターの称しよう号ごうをあげましょう」

「ありがとうございます秋斗さん！」

　かくしてロレッタさんは聖女見習いからチャーハンマスターへと進化した。
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　ところでこのアパート『メゾン白椿』には、図書館が生えてくるとかインフラが完備されているとか、そんなことよりも凄すさまじい能力がある。

　ランダムな異世界に転移する力。そして、一度行ったことのある世界にはいつでも行けるという力。

　このデタラメ極きわまる能力を使い、日本に一時帰宅することにした。

「おお、帰ってきた帰ってきた。二日ぶりの日本だ」

　アパートはもと建っていた土地にそのまま出現したらしい。窓からは見慣れた住宅街が見える。

「こ、これが秋斗さんの故郷ですか……立派な建物が沢たく山さん。もの凄い大都会ですね……」

　ロレッタさんはそう言うが、ここはたんなる地方都市だ。大都会には程ほど遠とおい。

　とはいえ、あの村を見る限り、ロレッタさんの世界は中世ヨーロッパレベルだ。この程度でも人じん智ちを超こえたメガロポリスに見えるのかもしれない。

「ねぇねぇ。買い物に行くんでしょ？　そんな何の変へん哲てつもない景色を見てないで、早く行きましょうよ」

　白椿は弾はずんだ声で催さい促そくする。

　よく考えてみれば白椿にとって、このアパートを離はなれて街を歩くというのは初めてのことなのだ。ロレッタさんだけでなく、白椿もエスコートしてやらねばならない。

　が、出かける前に大きな問題がある。

　それは服装だ。

　ロレッタさんはまだいい。シスターさんが買い物している光景は珍めずらしいが、有り得ないものではない。しかし白椿。こいつは俺のワイシャツを着ただけの姿だ。

　裸はだかワイシャツの幼女が歩いていたら補導される。あるいは俺が逮たい捕ほされる。

「俺の服はどれも白椿には大きすぎるしなぁ……」

「あら、服のことを気にしてたの？　この格好をワンピースだと言い張れないかしら？」

「無理だろ……仕方がない。実家に行って、俺が子供のときに着ていた服を持ってくる。まだ残ってるはずだ」

「えー、私も行きたいわ」

「すぐ帰ってくるから、ロレッタさんと大人しく待ってろ。というわけでロレッタさん。白椿を頼たのみます」

「分かりました。聖女見習いの面子メンツにかけて、白椿様のお相手をします」

　そんなに気合いを入れなくても、普通に遊んであげればいいのだ。

　それにここから実家まで、徒歩で五分だし。本当に一いつ瞬しゆんだ。

　ばひゅん！

「ただいま」

「おかえりなさい、秋斗さん。早かったですね！」

「まあ秋斗。私と離れている時間が寂さびしかったのね。こんなに急いで」

「いや、たんに近かっただけだ」

　帰りは父親の車で来たし。ちゃんと免めん許きよ持ってるんだぜ。

「それよりほら。これを着ろ」

「色気のない服ねぇ」

「男の子用だから、色気があったら変だろ。あとでお前が欲しい服を買ってやるから」

「それは楽しみね」

　一応これでもフリーターだったから無一文ではない。

　それと、こちらは極力使わないつもりだが、両親が残してくれた貯金もある。

　白椿の服と、それからロレッタさんの部屋に置く家具を買ってやるくらいの甲か斐い性しようはあるのだ。

「うーむ、それにしても……可愛い奴やつは何を着ても可愛いんだな」

　俺のおふるを着た白椿は、それでも美少女のままだった。

　かつて同じ服を着ていた俺はハナタレ小こ僧ぞうにしか見えなかったというのに……顔面格差が現われている。

「ふふ、惚ほれ直した？」

「はいはい、惚れ直しました。というわけで、出発するか」

「淡たん白ぱくな反応ね。見てなさい。可愛い服を選んで、絶句させてあげるんだから」

「白椿様、これ以上可愛くなってしまうんですか？　それは楽しみです」

　ロレッタさんは白椿を見つめ、嬉しそうに笑った。

　たんに神様だから崇あがめているというだけでなく、娘を見る母親みたいな目になっている。

　実際、白椿は絶世の美少女。実のところ俺も、可愛かわいい姿が楽しみだ。そして何より、楽しそうにしている白椿を見ていると、何やらこっちまで楽しくなってくる。

　もしやこれは神様の御利益なのだろうか？
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　ファッションセンターしまうま。

　衣料品チェーンとしては日本最大級の企き業ぎようである。

　しょせんニートに過ぎない俺は、こんな店でしか服を買ってやれない。

　だがそれでも白椿は喜んでくれたらしい。

「じゃーん」

　と言って試着室のカーテンを開けた白椿は、本当に可愛かった。

「見て見て、絶対領域よ。秋斗、こういうの好きでしょ？」

　白椿の脚あしは黒いニーソックスで覆おおわれていた。そしてミニスカートとニーソックスの隙すき間まにチラリと見える白い太ふと股ももを、白椿は指差してアピールする。更にスカートの裾すそを摘つんでたくし上げた。

「ああ、可愛い。似合ってる」

「それだけ？　もうちょっと何かないかしら。抱だきしめたくなったとか、恋こい人びとにしたくなったとか」

「うーん……妹にしたくなった」

「あら、まあ。今から秋斗のこと、お兄ちゃんって呼ぼうかしら」

「お前がそう呼びたいならいいぞ」

「それじゃあ試しに……お兄ちゃん！」

「……なんか違い和わ感かんあるな」

「そうね。やっぱり秋斗は秋斗ね」

　ずっと呼び捨てにされてきたのに、今いま更さらお兄ちゃんは変だ。それに白椿は、本当に妹だったとしても、俺のことを呼び捨てにしそうなイメージがある。

「こちらの世界の服は、可愛いものが多いんですね……」

　ロレッタさんは白椿の格好や、周りにある売り物を見ながら、羨うらやましそうに言う。

「何着もは無理ですけど、ロレッタさんも欲しい服があれば買ってあげますが」

「い、いえ……！　私はこの服を着ることで、聖女見習いなのだと自分を律しているのです。お気持ちだけ頂きます」

「じゃあ、せめてパジャマくらいは買いましょう。シスター服のままではゴワゴワして寝にくいでしょ？」

「そうですね……では、そこだけ甘えてもいいですか？」

「どうぞどうぞ。甘えてください」

　一度買うと決めると、ロレッタさんは楽しそうにパジャマを選び始めた。

　そこに白椿も加わり、あれも可愛い、これも可愛いとガールズトークを楽しそうにする。二人とも自分のパジャマを何着も買い込んだ。

　そして車だからあっという間にアパートに着く。ロレッタさんは「馬がいないのに走るなんて不思議な馬車ですね」と感心していた。

　もっと驚おどろくかと思っていたのだが、よく考えたら異世界転移するアパートに比べたらインパクトに欠けるな。

「さてと。帰ってきたはいいけど、これからどうしよう？　俺の部屋でゲームでもするか。それとも、またどこかに出かける？　せっかく日本に来たんだから、しまうまに行っただけで終わりってのもな」

「私も日本を見て回りたいです。ですか一度、私の世界に戻ってもらえないでしょうか？　聖女様に、異世界を旅することになったと伝えないと……」

「伝えないとマズイですか？」

「世界を旅して修しゆ行ぎようしろと私に命じたのは聖女様ですから……別の世界に行くなら一言断っておかないと」

　そういうことか。

　確かに『報告、連れん絡らく、相談』は大切だ。いわゆるホウレンソウ。

　聖女様がロレッタさんにとっての上司というなら、その人に無断で異世界をウロウロするのは問題があるだろう。

　よし。ロレッタさんを聖女様のところまで送っていこう。

　ポチッとな。







第三章　また新しい住人







「あれが聖都です！」

　助手席の窓から上半身を出したロレッタさんは、風にベールと髪をなびかせながら進行方向を指差した。その先には大きな城じよう壁へきが見える。

「あそこに聖女様がいるわけですね」

「はい。聖女様は私などと違って聡そう明めいで美しくて……ふふ、秋あき斗とさんもクラッときちゃうかもしれませんよ」

　ロレッタさんよりも美人なのか。それは楽しみだ。

「もう秋斗ったら鼻の下伸のばして……惚れたりしたらダメよ。私、嫉しつ妬としちゃうんだから」

　後部座席から白しろ椿つばきが顔を出した。

「幼女のくせにおませさんだな。大人しく座すわってろ」

「だって景色を見てるのも飽あきたし。どうして私が後ろで、ロレッタが助手席なのよ」

「そりゃ、ロレッタさんしか聖都への道を知らないから当然だ」

　ぶーぶーと付つく喪も神がみ様がうるさいが、無視して運転に集中する。

　それにしても、駐ちゆう車しや場じように止めた自動車ごと転移できるとは驚きだ。

　これで移動がかなり楽になる。しかも好きなときに日本に帰れるから、ガソリンの心配もいらない。

「ところでロレッタさん。このまま聖都に入っちゃっても大だい丈じよう夫ぶですか？」

「はい。聖都は道が広いですから、馬車なんかもそのまま入ってきます。この〝じどうしゃ〟ごと門をくぐっちゃってください。門番さんには私が説明しますから」

「あら、流石は聖女見習い。顔パスかしら」

「そ、そんな大層なものじゃありませんけど……一応、聖都の皆みなさんには顔を覚えられているので」

「へえ。もしかしてロレッタさんって実は大物？」

「違いますよ。凄すごいのは聖女様です。私はその弟で子しというだけです……」

　ロレッタさんは赤くなってうつむいた。

　けど、その凄い人の弟子になれるというのも、十分凄いことだと思うぞ。

　なんてことを言っているうちに、聖都の門の前までやってきた。

　門番は一応いるけど、開いたままだ。皆みんな、好き勝手に通っている。俺は人や馬車をひかないよう徐じよ行こう運転で聖都に入っていく。

　と、そのとき、窓ガラスを門番さんにノックされた。やはり、見知らぬ乗り物を警けい戒かいしているようだ。

　だがロレッタさんが窓から顔を出し、「この二人は私の恩人です」と説明したら、すぐに通してくれた。やはり顔パス。すげぇ。

「見てください、秋斗さん、白椿様。あれが聖女様のいる大だい神しん殿でんですよ」

　聖都の中心部には小高い丘おかがあり、その頂上に、水色の大きな建物が建っている。

　神殿というからギリシャの遺い跡せきみたいなのを想像していたが、どちらかといえばゴシック様式の聖堂といった感じだ。

　俺はそれを目指して車を走らせる。しかし道行く人々がこっちをチラチラ見てくるのが恥はずかしいな。

「あら、私たち注目を集めてるわ。こんにちは、異世界の人たち！」

　白椿はむしろ喜んでいるようで、窓から手を振ふっていた。俺には分からない神経だ。

「さて、到とう着ちやくだ」

　俺は大神殿の前に車を止める。

　やはり警備の兵士が駆け寄よってきたが、ここでもロレッタさんの顔パス発動。この人、本格的に大物だぞ。流石さすがはチャーハンマスターだ。

「ささ、お二人とも。こちらですよ」

　ロレッタさんの案内で、俺と白椿は大神殿の廊ろう下かを進む。

　あちこちにステンドグラスや、宗教画らしきものがある。俺みたいなニートは明らかに場ば違ちがいな荘そう厳ごんさだった。

「モチーフが色々ね……ロレッタが前に言ってたけど、多神教の世界なのね。八百やお万よろずとしてはホッとするわ」

「へぇ流石は神様。それっぽいところに目をつけるな。俺は全く気にしないで見てたよ」

「ふふ。もっと褒ほめなさい。きっと御ご利り益やくがあるわよ」

　褒めるとすぐに調子に乗る神様だ。可愛い！

「ここが礼拝堂です。聖女様はこの時間、いつもここでお祈いのりしています」

「……お祈りの邪じや魔ましていいんですか？」

「本当はダメなんですけど、今日は白椿様がいますから。神様への祈りと、神様との面談なら、面談のほうが重要だと思います」

「はあ……なるほど」

　俺が生返事していると、ロレッタさんは礼拝堂の扉とびらを開けた。

「おお、すげぇ……」

　扉の奥おくを見た俺は、ついつい声を漏らしてしまう。それほど豪ごう華かな造りになっていた。

　五十メートル以上ある高い天てん井じよう。壁を彩いろどる大きなステンドグラスと、そこから差し込む光が、ここが天上世界であるかのような錯さつ覚かくを生み出す。

　そして最さい奥おうの祭さい壇だんに跪ひざまずき、祈りを捧ささげる女性がいた。

　こちらに背を向けているから顔は分からない。しかし着ている服はロレッタさんと似たようなものだ。ただし、こちらのほうがデザインが凝こっているように見える。

「聖女様、聖女様。ロレッタ・レインウォーター、ただいま戻りました。聖女様、聞こえていますか？」

　ロレッタさんは、軽かろやかなステップで祭壇に近づき、聖女様の肩かたをツンツンつつく。

　すると聖女様は立ち上がり、ゆっくりと振り返かえる。

　その顔は前評判どおり、文句なしの美人だった。年ねん齢れいは二十代半ば。聖女の名に恥じない優やさしげな微笑ほほえみを浮うかべ、ロレッタさんを見つめる。

「……ロレッタ。お帰りなさい。半年ぶりですね。旅の成果はありましたか？」

「はい、聖女様。まだ旅の途と中ちゆうですが……様々な場所を見て、色々な人に出会い、ロレッタは成長しました」

「なるほど。頑張っていますねロレッタ。ところで……わたくしの祈りを妨さまたげてはいけないと、いつもあれほど言っていたでしょう！」

「せ、聖女様、これには深いわけが……あっ、ちょ、あがががが」

　なんてこった。聖女様は優しい微笑みはそのままに、ロレッタさんにコブラツイストを決めた！

「まあ。随ずい分ぶんとアグレッシブな聖女様ね」

「アグレッシブとかそういう問題なのか？」

　やがてロレッタさんは白目を剥むき、失神してしまった。聖女様はそれを床に投げ捨ててから、俺たちを見やる。

「あら？　もしかして……いいえ、確かに神性を感じますわ。いずこの神様か存じませんが、ようこそ大神殿へ。ロレッタはあなた様に会わせるために、わたくしの祈りを邪魔したのですね」

「そうね。私は白椿。とある建物の付喪神。そしてこっちが――」

「秋斗・種たね村むらです。えっと、俺の立場はなんと説明したらいいんだ？」

「私の恋人、とか？」

「ちげーだろ……」

「じゃあ私の宿った建物の持ち主って普ふ通つうに言えばいいじゃない」

「それもそうか。というわけで聖女様。俺はそういう者です」

　こんな立派な大神殿のトップである聖女様に対する自己紹しよう介かいとしては、非礼極まる気もする。しかし横に白椿がいると、どうしてもこんなノリになってしまうのだ。ご容よう赦しや願いたい。

「なるほど、分かりました。ひとまず白椿様。祈らせてもらえませんか？」

「いいけど。御利益があるかどうかは分からないわよ？」

「御利益など求めていませんわ。聖女の役目は、数多あまたいる神々を讃たたえ、敬い、感謝を捧げること。見返りなど求めません」

　なんて立派な人なんだ。こんな聖女様が祈ってくれるなら、さぞ気持ちいいだろう。この世界の神々がちょっとだけ羨ましい。

「こんなに丁てい寧ねいに祈られたのは初めてよ。神社の主祭神になった気分」

　白椿も満まん更ざらじゃない顔だ。俺に頭をなでられたときに匹ひつ敵てきするほど、とろんとしている。聖女、恐おそるべし。

「さて……それでお二人はどのようなご用件ですか？」

「いや、用があるのは俺たちじゃなく、ロレッタさんです」

「そのとおりです！」

　コブラツイストで失神していたロレッタさんが、シャキンと立ち上がった。

「聖女様。私、今までこの世界を旅してきましたが、今度からお二人と一緒に異世界の旅に出ようと思うのです。許可して頂けますか？」

「あら、どういうこと？」

　聖女様は頬ほおに手を当て首を傾かしげる。

　まあ、いきなり異世界がどうのこうのと言われても分からないだろうな。

「実は白椿。世界を移動できるんですよ」

　俺がそう説明すると、聖女様は目をまんまるにした。

「ええ!?　異世界転移の力ですか！」

「そうなのです、聖女様。白椿様は複数の世界を渡わたり歩あるく力を持っているのです。現に私を、日本という世界に連れていってくださいました」

　ロレッタさんは目を輝かがやかせて語る。

「なんと……確かに世界を渡る神のことは言い伝えられています。今から十万年ほどの昔。つまり神代の時代に、世界の壁を越えるほどの力を持った神がいたと……まあ、神学者たちは眉まゆ唾つばだと相手にしていない説ですが」

「凄いわ秋斗。私、十万年に一度の神様らしいわよ」

「へー、立派なものだ」

「ふふ、そんな私のご主人様の秋斗も凄いのよ」

　神様の恋人にされかけたり、ご主人様になったり、俺も忙いそがしい男だな。

「聖女様。もしや疑っておいでですか？」

「いいえ。信じます。だって、お二人の服装や雰ふん囲い気きが、明らかにこの世界の人とは異なりますから……しかし、それにしても異世界転移……伝説が目の前にいるなんて。ああ、もう一度祈っておきましょう」

「で、では私も！」

　聖女様と聖女見習いは仲良く白椿の前に跪き、熱心に祈り始めた。

　それがなかなか終わらないので、白椿が頬を赤くして俺に助けを求めるように視線を送ってくる。

　が、困っている白椿が可愛いので、しばらくこのままにしておこう。
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　聖女様の私室で、俺たちは紅茶をご馳ち走そうになる。

　ロレッタさんは「私が淹いれましょう」と言ったが、聖女様は頑がんとして自分で淹れた。なにやら近ちか頃ごろ、紅茶に凝っているらしい。

　実際、聖女様が淹れてくれた紅茶は美味おいしかった。俺の貧びん乏ぼう舌は信用ならないけど。

「さてさて。それでロレッタを異世界の旅に連れていってくれるということでしたね。それはむしろ、こちらからお願いしたいくらいです。不ふ肖しようの弟子ですが、よろしくお願いします」

　聖女様はソファーに座ったまま頭を下げる。

「あらあら。聖女様にお願いされたら、面めん倒どうを見ないわけにもいかないわね。大丈夫、任せて。私が責任を持ってロレッタを鍛きたえてあげるわ」

　白椿は自信ありげに言う。

　しかしこいつ、確かに神様であるが、一人じゃ頭を洗えないほどのお子様だ。白椿が責任を持ったところで、何の保証にもならない。

　じゃあ俺なら信用できるのか言えば……うーむ、自信がない。

「ありがとうございます、白椿様。しかし誰だれかに守られていては修行になりません。異世界に連れていってもらうところまでは頼たよらせて頂きますが、それ以後はどうかロレッタに厳しくしてやってください」

　守られていては修行にならない、か。

　なかなかスパルタな聖女様だな。

「……私もそう思っていたところよ」

「嘘うそつけ」

　俺は白椿の頭に軽くチョップを放った。

「いやん、いじわる」

　白椿は俺のチョップに喜んでいた。ドＭかお前。

「で、では聖女様。私は秋斗さんと白椿様と一いつ緒しよに異世界へ行ってもいいのですね!?」

「いいも何も、行きなさい。歴代の聖女で、異世界で修行を積んだ者はいません。これは得がたいチャンスですよ。必ずものにしなさい。そして帰ってきて、わたくしを安心させてくださいね」

　聖女様はそう言ってロレッタさんに微笑む。

「聖女様ぁ……」

　ロレッタさんはロレッタさんで、涙なみだぐんでいた。

　なにやらこの二人、たんなる師し弟てい関係を超こえたものが感じられる。どちらかというと親子みたいだ。

「そうそう。異世界に行くなら、これを持っていきなさいロレッタ。寂しくなったら、これを見て元気を出だすのよ」

「え、なんですか？」

　首を傾げるロレッタさんを尻しり目めに、聖女様は棚たなから大きなクマのぬいぐるみを取り出した。それを見たロレッタさんは目を見開き、そして赤面する。

「せ、聖女様！　それまだ残っていたんですか!?」

「ふふ、当然でしょう？　だってこれ、わたくしが作ったものですから。ロレッタはこれがないと眠れなかった頃ころがありましたね……懐なつかしい」

「もう、何年前の話ですか！　私が本当に小さかったときですよ、それ！」

　ロレッタさんは立ち上がり、腕うでをパタパタさせて叫ぶ。

　それにしても、ぬいぐるみがないと眠れないくらい小さい頃からロレッタさんはここにいたのか。実家は、両親は、どうなっているんだろう。

　聞きにくい話だ。しかし、だからこそ色々と考えしまう。

　……いや、やめよう。

　俺おれだって両親の話はあまりしたくないし。詮せん索さくは無用だ。ロレッタさんとは、これから長い付き合いになりそうだから、いずれ知る機会もあるだろう。急ぐ必要はない。
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　ロレッタさんを異世界に連れていく許可を得たことだし、そろそろ出発しようか――。

　紅茶を飲み終えた俺がそう思ったときのことだった。

　大神殿の外から、とてもつない唸り声ごえが聞こえてきた。

　何事かと俺たちが飛び出すと、聖都の上空を巨大な影かげが飛んでいた。

　炎ほのおのように赤い、ドラゴンだ。

「でけぇ……頭から尻尾しつぽまで四十メートルくらいあるんじゃないか？」

　ドラゴンが空を飛んでいるなんて、流石はファンタジーな世界。しかし暴れたりしないのかな？

「あれは……竜りゆう神じん様？　どうして聖都に」

　ロレッタさんがドラゴンを見上げて呟つぶやいた。

「竜神様ってくらいだから、すげードラゴンってことですか？　そんなのが街の上を飛んでて大丈夫なんですか？」

「それは大丈夫です。竜神様は人間の言葉が通じる上に、優しいお方ですから」

「なるほど。それは安心ですね」

　と、俺が安あん堵どの息を吐ついた瞬しゆん間かん。

　竜神様は大神殿に向かって炎を吐はいた。

「ええっ？　なぜですか竜神様！」

　ロレッタさんは叫さけんだが、それで炎が止まるわけではない。どうやら防ぼう御ぎよ結界を出す精神的余よ裕ゆうもなさそうだ。

　代わりに俺が防御結界を張る。すると同時に、聖女様も防御結界を張ってくれた。二重の壁かべにはばまれたドラゴンブレスは、大神殿に焦こげ目め一つ付けることもできずに消えてしまう。

「聖女様も防御結界を使えたんですね」

「当然です。これはわたくしが先代から教わり、そしてロレッタに伝えたものですから。むしろ秋斗様こそ、なぜこの術を使えるのですか？」

「そんな珍しいスキルだったんですか。俺もよく分かってないんですけど、アパートに住んでいる人のスキルは、俺にも使えるようになるみたいで……」

「そんなお手軽な……」

　聖女様はいぶかしげな表情で俺を見る。しかし横から白椿がフォローしてくれた。

「秋斗の言っていることは本当よ。なにせ私が宿ったアパートだもの。住人が増えれば増えるほど、秋斗は強くなっていくのよ」

「え、秋斗さん、そんな凄い状態になってるんですか！　ズルイですね！」

　ロレッタさんは口を尖とがらせ、拗すねた声で言う。

　一いつ生しよう懸けん命めいに努力して習得したスキルを簡単にパクられたら、腹が立つというのは分かる。だが、パクれるのだから仕方がない。

「ところで、そんな雑談してる場合じゃないわよ。竜神、何やらご機き嫌げんナナメみたい」

　白椿の言うように、ドラゴンの鳴き声は怒いかりに染まっていた。もちろん、俺はドラゴンの言葉なんて分からない。しかし威い嚇かく的てきな声というものは、種族をこえて伝わるものだ。

「ロレッタ。竜神様の怒りを鎮しずめますよ。そして白椿様と秋斗様。協力して頂けないでしょうか？」

「もちろん協力しますよ。にしても竜神様はどうして暴れてるんでしょう……？」

　竜神様の赤い巨きよ体たいは、ついに大神殿の前に降り立った。

　近くで見ると凄い迫はく力りよくだ。

　俺のアパートなんか蹴け飛とばされただけで瓦が礫れきの山に変わりそう。

「ねえ。竜神のおでこに何か刺ささってない？」

　白椿が指し摘てきしたとおり、竜神の頭に長い棒状のものが突つき刺さっていた。

「あ、あれはまさか、対ドラゴン用の矢!?　いったい誰が竜神様にあんなものを！」

　聖女様が目を見開く。

「もしかして、あれが痛くて暴れてるとか？」

「かもね。見るからに痛そうだもの」

「は、早く抜ぬいて差し上げないと！」

　とはいえ、矢を抜くには竜神様に大人しくしてもらう必要がある。なのに竜神様は咆ほう哮こうを上げながら大神殿に体当たりした。

　頑がん丈じような石造りの建物だ。ステンドグラスは砕くだけ散ちったが、壁はまだ崩くずれていない。もっとも、それも時間の問題だろう。

「皆さん。まずはわたくしの結界で竜神様を閉じ込めます。それから何とかして、矢を抜きましょう」

　聖女様の体から魔ま力りよくが広がっていく。それは半はん透とう明めいの壁を作りだし、俺たちと竜神様を外界から隔かく離りした。これで大神殿に体当たりできないし、空を飛んで逃にげることもできない。

「グオオオオオオンッ！」

　閉じ込められたと知った竜神様は、目を血走らせ俺たちに向かってくる。

　しかし、その足元から光の鎖くさりが何本も生え、竜神様の体を拘こう束そくしてしまった。

「くっ、流石さすがは竜りゆう神じん様……もの凄い力です」

　ロレッタさんが苦しげに呟く。どうやらこの鎖は彼かの女じよの魔ま術じゆつらしい。

　つまり、俺にも使えるってことだな。

「うりゃっ！」

　思ったとおり、俺が念じると光の鎖がさっきと同じように生えた。倍の鎖で締しめ付つけられた竜神様は、今度こそ完全に動きを止めてしまう。

　が、体が動かなくても口は開く。ゆえにドラゴンブレスが俺たちに迫せまった。

　俺はそれを防御結界で防ぐが、なぜかロレッタさんから悲鳴が上がった。

「拘束魔術と防御結界の同時使用!?　秋斗さん、どうしてそんなことができるんですかっ！」

「どうしてって言われても……ロレッタさんはできないの？」

「そんな難しいことできるわけありません！」

　そうか、難しいのか、これ。
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　まあ確かに、ちょっとしんどい。更さらにもう一つ何かしろと言われても無理だ。

　しかし竜神様はまだ元気だ。不用意に近づいたりしたらドラゴンブレスが飛んでくる。

　聖女様はドーム状結界を維い持じするだけで精せい一いつ杯ぱいな感じだし、ロレッタさんも脂あぶら汗あせを流している。あと手が空いている者は……。

「ここは私の出番ね！」

　白椿が竜神へ向かって走り出した。

「あっ、危ないですよ白椿様！」

　ロレッタさんが叫ぶが……心配ない。実はあいつ、結構強いのだ。

　迫るドラゴンブレスを回かい避ひして、一気に竜神様の顎あご下したに潜もぐり込む。そして小さな腕からくり出される稲いな妻ずまのごときアッパーカット。

「付喪神パンチ！　アッパーばーじょん！」

　いくら白椿が軽くても、あれほどの速度で顎下に一いち撃げきを喰くらったら、ドラゴンといえどたまったものではないはずだ。

　案の定、竜神様は白目をむき、気絶して倒たおれた。

「ふふ、完全勝利ね！」

　倒れた竜神様の前で、白椿は平らな胸を反らし、自じ慢まんげにポーズを取る。

　しかし、俺たちがお膳ぜん立だてを整えてやったから最後の一撃を決めることができたのだ。白椿一人の手て柄がらじゃない。

　まあ、威い張ばっている姿が可愛いからいいけど。

「よし。竜神様が気絶している間に矢を抜くか」

「秋斗さん、そっと、そっとですよ！　乱暴にしたらダメです！」

「分かってますよ」

　俺は竜神様の頭の上に登り、矢を引ひっこ抜いた。傷口から血がどばっと出てくる。

「わっ！　大変です、回復魔術を使わないと！」

　ロレッタさんは大げさに叫んで竜神様に走りより、手の平から淡あわい光を放った。すると竜神様の傷が一瞬で塞ふさがってしまった。

「ん？　竜神様が動くぞ」

　俺の足元が、つまり竜神様の頭がグラグラと揺ゆれる。立ち上がるつもりなのかもしれない。大変だ。地上に退たい避ひしよう。

「ぐるるるる」

　竜神様から唸うなり声が降ふってくる。しかし、さっきまでとは違ちがい、暴れる気配は感じられない。やはり矢が原因だったのだろう。

「竜神様。この矢、ただのドラゴン用の矢ではなく、神性破は壊かい術式が刻まれています……いったい誰に撃うち込まれたのですか？」

　聖女様が問いかける。

　その瞬間、竜神様の体全体が光に包まれた。そして竜神様は小さくなり――なんと人間の女性の姿になってしまった。

　年齢は二十歳はたちくらい。炎のように赤い髪かみを背中の中なか程ほどまで伸ばしている。

「ふぅ……ありがと、みんな。その矢、本当に痛くて痛くて……抜いてもらおうと思ってここまで着たんだけど、痛すぎて我を忘れちゃってさ。あたし、かなり暴れてたー？」

　竜神様は意外とフランクな口調だった。てっきり聖女様のように、おしとやかなのかと思っていたが……しかしよく考えてみれば白椿だって神様なのだ。色々な性格の神様がいて当然。

「いえ、ご安心を。すくなくとも聖都に被ひ害がいは出ていませんわ。せいぜい大神殿のステンドグラスが割れたくらいです」

「そっかー、ステンドグラス割っちゃったかー。ごめんごめん。それで、その矢をあたしに撃った奴だけど……ドラゴンハンターだと思うわ。それも滅め茶ちや苦く茶ちやに強い奴。なにせ、このあたしが本気で反はん撃げきしたのに、無事に逃げていったからね。あー、ムカつく！」

　竜神様は拳こぶしを握にぎりしめ、ぶんぶん振り回まわしながら叫ぶ。

「……相手は一人でしたか？」

「うん、一人だった。まったく罰ばち当あたりよねー。いくらドラゴンの血肉が長生きの薬になるからって、竜神であるあたしを襲おそうなんてさぁ」

「ええ、罰当たりですわ。大神殿と聖女の名にかけて、そのドラゴンハンターには罰ばつを下しましょう。そして人間を代表し、竜神様に謝罪します。このたびは申し訳ありませんでした」

「いいって、いいって。聖女ちゃんが頭下げることないから。それよりも、そこの銀ぎん髪ぱつちゃん。あなたも神様ね？」

「ええ、そうよ。アパートの付喪神、白椿。よろしくね、竜神様」

「アパート……ああ、集合住宅のことね。よろしく白椿ちゃん。あたしは、あそこの山に住む竜神のアルデリア」

　竜神アルデリアは遠くの山を指差した。

　あんな遠いところから頭に矢を刺したまま飛んできたのか。さぞ辛つらかっただろう。

「そして青年。キミは……白椿ちゃんと深く繋つながっているわね。仕えているのかしら」

「あら、秋斗は私のご主人様よ。仕えているのはむしろ私のほう。昨日だって……一緒の布ふ団とんで寝ねたんだから。きゃ、恥ずかしい」

　白椿は澄すまし顔がおで俺たちの関係を捏ねつ造ぞうした。

「へえ！　やるじゃないの青年！」

　アルデリアさんは俺の肩をバシバシ叩たたいてくる。

　するとロレッタさんが眉まゆを吊つり上あげ俺に顔を近づけた。

「は、秋斗さん！　白椿様とそういう関係だったんですか!?」

「いやいや、違いますから。俺はアパートの大家で、白椿はその付喪神。それだけの話です」

「もう、秋斗ったら素す直なおじゃないんだから。攻こう略りやくしがいがあるわぁ」

　ゲームじゃあるまいし。攻略とか言うなよ。

「ふむふむ、白椿ちゃんとロレッタちゃんは、秋斗くんを取り合っているのね。じゃあ、あたしも交ざろうっかな」

「なかなか見所あるわね、アルデリア。秋斗はおすすめよ。まあ、一番の仲良しは私だけどね」

　確かに一番は白椿だな。妹的存在だけど。なでたくなったとき、いつもなでやすい場所に頭があるのがいい。なでなで。

「あら、秋斗ったら。皆が見ている前で大だい胆たんね」

「頭をなでただけで、大胆もくそもあるか」

「いいなー、あたしも白椿ちゃんの頭、なでなでしたい」

　アルデリアさんは指をくわえ、羨うらやましそうに俺たちを見てくる。

「別にいいわよ。減るものじゃないし」

「お言葉に甘あまえて、なでなでー」

「ふぅん……アルデリア。なかなかやるじゃない。秋斗には劣おとるけど、なかなか気持ちいいなでなでよ」

「どういたしましてー」

　満面の笑えみで付喪神の頭をなでる竜神様。

　二つの世界を超えた神と神のコラボレーションがここに実現した。

「あのぅ……」

　今度はロレッタさんが遠えん慮りよがちな声とともに手を小さく挙げた。

「なんですか。ロレッタさんも白椿をなでたいんですか？」

「いえ、そうではなく……私は秋斗さんになでてもらいたい側です……秋斗さんになでてもらっている白椿様がとても気持ちよさそうだったので、私も、その、体験してみたくて……」

　そう言っているうちにロレッタさんは恥ずかしくなったらしく、真っ赤になってうつむいた。そんな仕草をされると、こっちまで恥ずかしい。

　すると彼女の師し匠しようである聖女様が、キリッとした表情で説教を始めた。

「ロレッタ。あなた聖女見習いでありながら、まさか男性と恋こいに落ちようとしているのですか？　たしかに秋斗様は素す敵てきな殿との方がたかもしれませんが、自分が修行中だということを忘れてはいけません。まして聖女は純潔でなければ……」

「な、何をおっしゃいます聖女様！　わ、私は別に……秋斗さんを好きというわけではありません！」

「神に誓ちかって？」

「神に誓います！」

「だ、そうですよ白椿様」

　ロレッタさんの言げん質ちをとった聖女様は白椿に微笑んだ。すると白椿もイタズラっぽく笑い出す。

「あらあら。そんな大きな声で断言するってことは、ロレッタは本当に秋斗を好きじゃないのね。なら秋斗。心置きなくイチャイチャしましょう」

「う、うぅぅ……いんです、いんです。私は聖女様のあとを継つぐんですから……恋なんてそんな……」

　嬉うれしそうに笑う白椿と、半べそでいじけるロレッタさん。

　何か修しゆ羅ら場ばな感じだ。

「大丈夫よ、ロレッタちゃん。ガチで男をすっぱり諦あきらめているのはあなたの師匠くらいで、歴代の聖女は色々と抜け道みちを探していたものよ。ようは本番行こう為いをしなきゃ処女だから」

　アルデリアさんがロレッタさんの耳元で言う。

「ちょ、ちょっと竜神様!?　わたくしの弟子に変なことを吹ふき込まないでください！」

「変なことじゃないしー。事実だしー。まあ神様の中には、心まで処女じゃなきゃイヤだって変態が多いから、あんまり大きな声じゃ言えないけどね」

　この世界の神様は処女厨ちゆうなのか。しかし地球でも生いけ贄にえといえば処女と相場が決まっている。どこの世界も同じなのかもしれない。

「……白椿。お前も処女がいいのか？」

「え？　私にそれを聞く？」

　うむ。質問する神様を間ま違ちがえた。

「そうは言うけど白椿ちゃん。ロレッタちゃんや聖女ちゃんのそばにいると、心が安らぐでしょ。この聖女の力、非処女になると失われるらしいからねー。やっぱ処女が一番！」

「ああ、言われてみれば確かに、ロレッタに祈られたときとか、心がすーっとしたわ。じゃあロレッタ。あなた一生処女を守り抜きなさい！　神々のために！」

「頑がん張ばれ、ロレッタちゃん。あははは」

「ひーん……」

　神様二人にとんでもない課題を出されたロレッタさんは、涙を流して立ちすくむ。

　それにしても今の聖女様がロレッタさんを後こう継けい者しやとして育てているのって、早く引退して処女を捨てたいからじゃ……いや、まさか。邪じや推すいはやめよう。聖女様は弟子を大切にしているだけなんだ。そうなんだ！




※




　竜神様と呼ばれているが、アルデリアさんは最初から神様だったわけではないという。

　生まれたときは、普通のドラゴンだった。

　それが長生きし五百歳さいをこえた辺りで、周りの村に住む人々から竜神と信しん仰こうされるようになった。

　信仰する人が増えるにつれ、アルデリアさんは本当に神性を得て、不老となり、また人間の姿になる能力を得た。更にアルデリアさんがいるだけで土地が肥えるようにもなった。

　そして人々はアルデリアさんのために牛の丸焼きや、酒がつまった大きな壺つぼなどを山にお供えした。

　おかげでアルデリアさんは美味おいしい肉と酒に困らない。人々は土地が豊かになり嬉しい。理想的な関係が続いていた。

「なのに、おでこに矢を撃ち込まれちゃって。まあ、そいつは確実に余所よそ者ものなんだけど。また来るかもと思うと、しばらくあの山には帰れないわ」

　聖女様が淹れた紅茶を飲みながら、アルデリアさんは生おい立たちを俺と白椿に説明してくれた。

「そいつは何だってアルデリアさんを狙ねらったんです？」

「昔から、ドラゴンの血と肉は長ちよう寿じゆの薬として有名だし。神性を得た竜神を食べたら、不老不死になれるって伝説もあるわ。ただのおとぎ話なんだけどねぇ……」

　更に、ドラゴンの骨や牙きば、鱗うろこなどは頑丈であるため、様々な物の材料として重宝されるという。

「ご安心ください竜神様。あなたを相手に一人で立ち回れるほどのドラゴンハンターは、そう多くないはず。必ず特定し、粛しゆく正せいします」

「お願いね聖女ちゃん。ところで白椿ちゃん。君には世界を渡る力があるんだってー？」

「そうよ。アルデリアも異世界に行きたいのかしら？」

「別に異世界じゃなくてもいいんだけど。ドラゴンハンターが捕つかまるまで山には帰れないし。その辺で暇ひまを潰つぶすよりも、君たちに付いていったほうが有意義だと思ってねー」

「なるほどね。私はいいわよ。神様仲間ってのも面白おもしろそうだし。大家の秋斗としてはどうかしら？」

「俺も大だい歓かん迎げいですよ。あのアパート、空き部屋だらけですから」

「わ、私も竜神様と同じ建物で生活できるなんて光栄です！」

　なにやらトントン拍びよう子しで話が決まり、メゾン白椿の住人が一人増えた。

　すると横で話を聞いていた聖女様が、小さな箱を持ってきてテーブルの上に載のせた。

「白椿様、秋斗様。竜神様をお願いします。そしてこれを当面の資金にして欲ほしいのですが……お二人の世界でも、宝石に価値はあるのでしょうか？」

　小箱の中には、色とりどりの宝石がつまっていた。

　す、すげぇ……ダイヤモンドとかルビーとか、ゴロゴロ入っている。

　何千万円分だ、これ。

「価値あります！　めっちゃあります！」

「それは良かった。そしてもう一つ。秋斗様に受け取って欲しいのですが……」

「何でしょう？」

　正直、くれるというなら俺は何だってもらう。

「聖せい騎き士しのペンダントです」

「えっ!?　聖女様、秋斗さんを聖騎士に任命するのですかっ？」

　ロレッタさんが驚おどろいている。聖騎士というのはそんなにも凄すごいものなのだろうか。

「むしろ当然でしょう。秋斗様は竜神様を鎮めるのに協力してくれました。その実力は私が直じかに見ています。それに竜神様をお任せするのですから、それなりの肩かた書がきがなければ、わたくしはともかく、他の神官たちが納なつ得とくしないでしょう」

「なるほど……確かに私も、秋斗さんなら聖騎士に相応ふさわしいと思います！」

「ねえ、その聖騎士ってなぁに？」

　盛り上がっている聖女様とロレッタさんに、白椿が質問を飛ばす。

　するとロレッタさんがドヤ顔で解説を始めてくれた。

「聖騎士はその名のとおり、聖女様に認められた騎士のことです。聖女様をお守りし、あるいは聖女様の特命を受けて任務につく。実力と人格を併あわせ持った者しかなれない、名めい誉よある騎士です。しかも聖騎士であることを示すペンダントはたった一つだけですから、同時代に一人しかいないのです！」

　え。そんな凄いものに俺がなるの？

「わたくしは今まで、聖騎士に相応しい人を見つけることができませんでした。しかし秋斗様。あなた様なら相応しいと信じています。白椿様と竜神様という二人の女め神がみに気に入られているのが証しよう拠こです。さあ、このペンダントを受け取ってください」

「は、はあ……では謹つつしんでお受けいたします……」

　ニートの俺が、いきなり世界に唯ただ一人の聖騎士とか……プレッシャーが半はん端ぱじゃないぞ。だが、ここで俺が拒きよ否ひすると聖女様が困りそうだ。

「ありがとうございます秋斗様。ではここに、あなたを聖騎士として任命します」

　そう言って聖女様が直々に俺の首にペンダントを付けてくれた。

「秋斗様たちは異世界に行ってしまうのでしばらくは関係ないでしょうが……このペンダントを見せれば、どこの店でも大だい神しん殿でんの経費で買い物ができるし、大たい抵ていの人が協力してくれるでしょう。領主や国王との面会も簡単にできます」

　聖騎士、俺の想像より更に凄かった！

　世界トップクラスの権力じゃん。そんな代しろ物ものが俺の首にぶら下がっている……うーむ。次にこの世界に来たら、このペンダントで食べ歩きをしよう！

　……我ながら志が小さいなぁ。

　まあ、そんな感じで、竜神アルデリアさんはメゾン白椿の一○三号室の住人となった。

　彼女に部屋の鍵かぎを渡した瞬間、俺のスマホがピロリロリンと音を鳴らす。

「お、すげぇ！　レベルが80になった！」

「流石は竜神。一気に上がったわね」

「え、なーに？　何が上がったって？」

　アルデリアさんが不思議そうにしているので、俺の部屋でちゃぶ台を囲んで説明する。

「ふーん……つまり住人が増えると、その強さに応じて秋斗くんの大家レベルが上がって、増築ポイントってのももらえるわけかー」

「そういうことです。とりあえず、アルデリアさんの部屋を綺き麗れいにしようと思います。この部屋みたいな和室にするか、隣となりのロレッタさんの部屋みたいなフローリングにするか」

「私はフローリングがオススメですよ」

　ロレッタさんは抹まつ茶ちやを飲みながら澄まし顔で語る。それにしても正座の姿勢といい湯飲みの持ち方といい、完全に日本人だ。馴な染じみすぎだろう、この聖女見習いさん。

「二種類だけ？　つまんないなー。もっと他にないのー？」

「そう言われても、カタログに載のっているのは……あれ、増えてる」

　スマホでカタログを眺ながめていると、『和室セット』『フローリングセット』の下に『ペルシャ風セット』が追加されているのを発見した。

「レベルが上がって解禁されたのかしら？」

　横から白椿が呟く。

「前から思ってたけど、テレビゲームみたいだな」

「私と秋斗の思念で作られた能力だから、影えい響きようを受けてるのかも。面白いからいいんじゃない？」

　うむ。それに分かりやすい。

「それでアルデリアさん。ペルシャ風セットにしますか？」

「それが一番新しいんでしょ？　だったらそれに決定！」

　和室とフローリングは１ポイントなのに、ペルシャだけ５ポイントも必要だ。だけど、アルデリアさんのおかげでレベルが80になり、増築ポイントは現在68もある。感謝を込めて贅ぜい沢たくしてもらおう。

　よし。ポチッとな。

　ズゴゴゴゴゴゴ。離はなれたところから音が響ひびいてくる。

「さっそく見に行きましょう」

　一○三号室の扉とびらを開けると、美しいペルシャ絨じゆう毯たんが敷しかれていた。壁かべ紙がみや椅い子すなども派手な色合いで、まさにペルシャって感じだ。

「おお、いいねー。ベッドに天てん蓋がいがついてるし。ロレッタちゃん、一緒に寝よー」

「え、私ですか!?　きゃ！」

　アルデリアさんはロレッタさんを抱だきかかえ、ベッドに飛び込んだ。

　５ポイントも使っただけあり、高級そうな布団が敷いてある。強ごう引いんに連れ込まれたロレッタさんだが、そのふかふか具合に満まん更ざらでもなさそうだ。

「あら、ずるい。秋斗、私たちも交ざりましょう」

「おう。二人だけにいい思いはさせないぜ！」

　俺たちは四人でベッドの上をゴロゴロした。とにかくふかふかで楽しかった。




※




　メゾン白椿は、また日本へと帰ってきた。

　それにしても、アパートが丸ごと消えたり現われたりしているのに誰も気が付かないなんて、本当に素す晴ばらしい結界だ。

「へー、ここが秋斗くんと白椿ちゃんの世界なのね。あたし、異世界に来るのって初めてだから、何もかもが珍めずらしいわー」

　俺からしたらアルデリアさんの世界こそが異世界だが、彼女らから見ればこっちが異世界。当たり前といえば当たり前だが、何だか不思議な感覚だ。

「さあさあ。あたしを案内してよ。そのためにくっついてきたんだからー」

　アパートの駐ちゆう車しや場じようでアルデリアさんは、そわそわした様子で俺たちを急せかす。

　ちなみに彼女の服装は、東とう欧おうあたりの民族衣装に似ている。かなり派手だが、エスニック系ファッションだと思えば、現代日本を連れ回しても大だい丈じよう夫ぶだろう。少なくとも、裸はだかワイシャツの幼女よりはマシだ。

「よし。今日は遊園地に行こう。千葉とか大おお阪さかにある大きいテーマパークに比べたらしょぼいけど、この街の遊園地も十分楽しいぞ」

「前回はすぐに帰ってしまったので、今日はワクワクです！」

「あたしはどこでもいいよー。さっきも言ったけど、全部が珍しいんだから。けど、まずは何か食べたいかなー」

「私もちょっと小腹が空いてるかも」

　何だ、神様たちはお腹なかぺこりんか。

　それなら遊園地の前に、あそこに連れていくか。

「よし、車に乗り込め。出発だ」

「秋斗、今日こそ私が助手席よ」

「では私は竜神様と後ろの座席でご一緒させて頂きます」

「ロレッタちゃん。竜神様なんて仰ぎよう々ぎようしく呼ばないで。アルデリアちゃんって気軽に呼んでよー」

「そ、そんな……ではアルデリア様で……」

「もう、真ま面じ目めなんだからー」

　神職が神様を『ちゃん付け』で呼んでいたら色々と問題だ。真面目がどうという話ではない気がする。

　俺は三人にシートベルトを着用させ、キーを回す。

　コンパクトカーだが、なかなか心地ここち好よいエンジン音の車だ。

　バルルルルと音を鳴らし、コンパクトカーは俺たちを運んでくれた。

　餃子ギョーザチェーン店の大手『餃子の大将』へと！

「さあ諸君！　まずは庶しよ民みんの味を知ってくれたまえ！」

「は、秋斗さん、妙みようにテンションが高いですね……」

「美少女を三人も連れてるんだもの。そりゃ気合いも入るわ」

「白椿ちゃん。あたしを美少女に数えてくれてありがとー」

　うむ。確かにこの美少女軍団を連れ歩くのは、男として鼻が高い。しかし、それよりも……俺は餃子を食べて欲しいのだ。特に異世界人の二人がどんな反応をするか見たい。

「餃子を四皿。それからラーメンも四つ」

「あら、秋斗。私たちの意見も聞かずに勝手に決めちゃって」

「いいから黙だまってろ白椿。まずは餃子にラーメン。これが基本だ！」

「ふーん……」

　白椿が若じやつ干かん引いている。しかし食べたら分かるさ、食べるがいいさ。

「いいか諸君。まず箸はしの使い方の確かく認にんだ。全員、大丈夫か？」

「私とロレッタはお手の物よね」

「はい。若干ぎこちないですが、何とか使えます」

「じゃあアルデリアさんだけか。今のうちに練習しておきましょう」

「んー？　この二本の棒が箸？」

　俺の指導により、アルデリアさんが曲がりなりにも箸を操あやつれるようになった頃ころ、餃子がやってきた。

「この小皿に醤しよう油ゆと酢すと、それからラー油を少量入れるんだ。俺の真似まねをしろ」

「餃子奉ぶ行ぎようね、秋斗」

「そして餃子を今作ったタレにつけて……食う！」

　俺は餃子をパクリと食べてみせる。口の中にジューシーな肉にく汁じゆうが染しみ渡わたる。うむ。いつ食べても餃子はいいものだ。

「餃子の存在は知ってたけど、食べるのは初めてね……あら、美味しい！」

「な、なんということでしょう！　外側がパリパリに焼けているのに、中身は軟やわらかい……熱い、でも美味しい！　食べるのが止まりません！」

「ふあああああ！　何これ何これ!?　発明？　味の発明!?　ビールが欲しくなる味ね！」

　アルデリアさんが一番興奮している。口からドラゴンブレスを吐きそうだ。

「じゃあビールを追加しましょう」

　アルデリアさんは運ばれてきた生ビールのジョッキを、ゴクリと飲み込む。

　瞬間、固まった。

「……なっ！　なに、これ！　キンキンに冷えてる！」

　ごきゅ、ごきゅ、ごきゅ。一気に空にしてしまう。

「冷えたビールがこんなに美味しいなんて……おにーさん、もう一いつ杯ぱい！」

　アルデリアさんは勝手にビールを追加してしまった。まあ、いいけど。

　この世界の食べ物と酒は、異世界人の口にも合うのだ。

　そのことがとても嬉しかった。

「ラーメン、お待たせしました」

　餃子から若じやつ干かん遅おくれてラーメンもやってきた。

　皆みんな、レンゲでスープを飲む。瞬間、その美味うまさに驚きよう愕がく。そして麺めんを食べる。歓かん喜き！

「インスタントラーメンとは全然違うわ！」

「私、これの作り方を覚えて聖女様にご馳ち走そうしてあげたいです！」

「これだけでも日本に来てよかったと思えるよー。いやぁ、メゾン白椿には感謝感謝……ビールお代わり！」

　全員大満足で餃子の大将を出たあと、宝石店に行って聖女様にもらったエメラルドを一つだけ売ってみた。すると六十万円になった。かなり良質のものらしく、店員も驚いていた。

　それから今日の目的である遊園地へ向かう。

　街の郊こう外がいにあるそれは、地元の企き業ぎようがいくつか協賛して造ったものだ。小さいながらも、ジェットコースターや観覧車、コーヒーカップ、メリーゴーラウンドなど、遊園地に必要なものは一通り揃そろっている。
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　休日になると家族連れやカップルでかなり賑にぎわう。俺おれも小さい頃は、両親によく連れてきてもらった。しかし今日は平日だから、あまり人がいない。快適に遊べるぞ。

「秋斗。私、観覧車に乗りたいわ。街が一望できるってテレビＣＭでやってたわよ」

「じゃあ、まずは観覧車に乗るか。皆、行くぜ！」

「「「おー！」」」

　無む駄だに高いテンションで俺たち四人は観覧車に乗り込む。

　そして回転し高度が上がるにつれ、興奮度は増していった。

「凄いわ秋斗！　海が、海が見えるわ！」

「あんな遠くまで建物がびっしりと……そしてその向こうに広がる広大な田園風景……なんて豊かな国なのでしょう！」

「ああ、飛びたい！　今すぐ飛び出だしてドラゴンに戻もどって飛びたい！」

「いや、アルデリアさん、それだけは勘かん弁べんしてください。大おお騒さわぎってレベルじゃないですから」

　観覧車が一周する間、女子たちはずっとキャーキャー大騒ぎだ。それから売店でアイスクリームを食べて、コーヒーカップに乗る。これも皆、大喜びだったが、調子に乗って回しすぎて、ロレッタさんのシスターベールが飛んでいくというトラブルがあった。

「あの、秋斗さん。ベールを拾ってくれた従業員の方が、可愛かわいいコスプレですねと褒ほめてくださったのですが……コスプレって何ですか？」

「コスプレというのは……簡単に言うと、日常とは違う服を着て楽しむことです」

「む、それは心外ですね。これは聖女見習いとしての普ふ段だん着ぎです！」

　ロレッタさんはツンとした顔になる。

　けど、遊園地でこんな格好をしていたら、コスプレと思われても仕方がない。やはりそのうち、ロレッタさんにも普ふ通つうの服を買ってあげよう。

「ねーねー、秋斗くん。あの『ひゅーどろろろろ』って音がしてる建物はなーに？」

「あれはオバケ屋や敷しきです。早い話が、入った人を怖こわがらせたり驚かせるアトラクションです」

「へー、面白そう！　じゃ、次はあれに入ろぉ！」

　アルデリアさんはオバケ屋敷に興きよう味み津しん々しんだ。ところが、白椿は露ろ骨こつに嫌いやそうな表情を浮かべる。

「オ、オバケ屋敷なんて幼よう稚ちよ……別なのにしましょうよ」

「あれ、白椿ちゃん。怖いのは嫌なのー？」

「そんなこと言ってないわよ！」

「じゃあ入りましょー。大丈夫、怖くなったらお姉さんにしがみつけばいいからー」

「うぅ……アルデリアがそんなに入りたいなら、仕方ないわね……付き合ってあげるわ」

　白椿はカタカタ震ふるえながら声を絞しぼり出した。

「おい、無理するなよ。その辺で待っててもいいんだぞ？」

「そうですよ白椿様。アルデリア様に対たい抗こうする必要は……」

「無理なんかしてないわ！　オバケなんて怖くないんだから！」

　かくして俺たち四人はオバケ屋敷に入ることになったのだが……白椿の虚きよ勢せいは三十秒で崩ほう壊かいした。

「きゃあああああ！　傘かさのオバケが……人ひと魂だまが！　ああああああコンニャクが顔に！」

　この遊園地のオバケはデフォルメされた外見なので、さほど怖くない。正直、幼よう稚ち園えん児じでも平気なほどだ。だというのに白椿はさっきから俺の背中にしがみついて泣なき叫さけんでいる。オバケ役の人たち、若干引いてるぞ……。

　というか、付つく喪も神がみもオバケみたいなもんだろ。何で同族を怖がってるんだよ。

「ご、ごめんね白椿ちゃん。まさかここまで怖がるとは思ってなくて……」

　オバケ屋敷から出たあと、アルデリアさんは申し訳なさそうに言う。

「えっぐえっぐ……オバケ屋敷なんて二度と入らないわ……」

　白椿はベンチに座すわり、幼い子供みたいに泣く。まあ、実際に幼い子供なんだけど。

　あまりにも泣き止やまないので、俺とロレッタさんで左右から抱きしめ頭をなでなでしてやった。大家＆聖女見習いパワーの注入だ。

　するとようやく泣き止んで、涙なみだをごしごし拭ぬぐい始めた。

「な、泣いてなんかいないんだから……！」

「マジで？　あんだけわんわん泣いたのに否定するの!?」

「ええ、そうですね。白椿様は強い神様ですから、オバケなんて怖くないですね」

「そうよ、流石さすがはロレッタ……分かってるじゃない！」

　強弁する白椿を、ロレッタさんがニコニコと見つめた。やはりこの二人、母と娘むすめみたいな雰ふん囲い気きがあるな。

「それにしても……泣いたらお腹減ったわ……」

「結局認めるのかよ！」
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　さてさて。遊園地の帰り、スーパーに寄って食材やお菓か子し、それから酒などを買い込んだ。図書館で料理の本を読みあさっているロレッタさんは、色々な食材を前にして、遊園地以上に興奮していた。

「んじゃ、ロレッタさんとアルデリアさんの歓かん迎げいパーティという名目で、乾かん杯ぱい！」

「「「かんぱーい」」」

　俺たちはちゃぶ台の上でグツグツ煮にえる鍋なべを取り囲みながら、グラスを掲かかげ飲み干す。

　ちなみにビールなのは俺とアルデリアさんだけで、白椿とロレッタさんは烏ウー龍ロン茶ちやだ。

「ところで秋斗。さっきあなたとロレッタが鍋を仕込んでいる間に、アルデリアと話し合ったんだけど」

「おう、何だ？」

「私たち、これから色んな世界に行って遊んで回るわけだけど。そうすると住人も自然と増えると思うのよ」

「ま、そうだろうな。増築ポイントが増えるし、俺も強くなるらしいし。いいことだらけだ。住人は積極的に増やしていきたい」

「それでね。新しい住人は女の子にしたほうがいいと思うのよ。一つ屋根の下に男がいるとかちょっと気まずいし。なによりロレッタの純潔が奪うばわれたら大変じゃない」

　なるほど、それは賛成だ。そしてどうせなら美少女だらけにしたい。

「けど、既すでに俺がいるぜ？」

「秋斗はいいのよ。ヘタレだから手を出さないでしょ」

「は!?　白椿、おまっ……誰だれがヘタレじゃ！」

「だって。私が布団に潜もぐり込んでも、何もしないじゃない？　いや、されても困るけど」

「そりゃ、お前は子供だからだなぁ」

「ふーん……じゃあ例えばアルデリアが潜り込んできたらどうするの？」

「え……」

　言われて俺はアルデリアさんを見る。

　アルデリアさんはこの中で一番大人の女性だ。そして美人。スタイルだって抜ばつ群ぐんだ。そんな人が俺の布団に潜り込んできたら、そんな、俺は……うおおおおお！

「ちょっと秋斗！　何を鼻息荒あらくしてるのよ！」

「お前が想像させたんじゃろが！」

「へぇぇぇぇ、秋斗くん、あたしで興奮しちゃったんだぁ。じゃあ今夜、夜よ這ばいしようっかな～～」

「だ、駄だ目めよアルデリア！　絶対に許さないんだからね！」

　イタズラっぽく笑う竜りゆう神じん様と、涙目で訴うつたえる付喪神。

　どちらも神様だが、格の違ちがいは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「あ、あの秋斗さん……私が布団に潜り込んだら……ど、どうしますか……っ？」

　そしてロレッタさんまで話に乗ってきた。

「どうって言われても……」

　ロレッタさんは言こと葉ば遣づかいや仕草が丁てい寧ねいで礼れい儀ぎ正ただしい。幼い顔立ちだが出ているところは出ており、そのギャップがまたそそる。そんな肉体を包つつんでいるのが清せい楚そなシスター服というのもたまらない。

　夜這いをされたら……うひょおおおお！

「ああ、もう秋斗！　そうやってすぐ鼻の下を伸のばして……駄目なんだから！　秋斗は私のものなの！　あなたたち秋斗を誘ゆう惑わくしちゃ駄目ッ！」

　白椿は叫びながら、俺にむぎゅぅっと抱きついてきた。

　兄を奪われそうになって必死になる妹みたいで可愛い。

　こりゃ、なでなで案件だぜ。
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　鍋を片付け終わってから、俺たちは会議を始めた。

　議題は無論、余っている増築ポイントを何に使うか、である。

「次はカラオケよ、カラオケ。そういう約束だったじゃない。63ポイントも余ってるんだからいいでしょ？」

「うーん……俺はカラオケでもいいけど、二人はどうです？」

「前は私の要望で図書館を作って頂きましたから。今回は特に言うことはありません」

「あたしはカタログ見てもよく分からないしー？　白椿ちゃんがその〝からおけ〟にしたいなら、あたしはいいよー」

「じゃあカラオケにしよう」

　10ポイント消費して、ポチッとな。地下からゴゴゴゴゴと音が聞こえる。確認のために階段を降りていくと、分かれ道があった。

　あっち、図書館。

　こっち、カラオケ。

　その親切な案内に従って廊ろう下かを進み、自動ドアをくぐると、カラオケのフロントに辿たどり着ついた。本物のカラオケ屋みたいだ。しかし当然、従業員はいない。マイクとかコップとか勝手に持っていけばいいのかな？

　カラオケルーム自体も沢たく山さんあるし。このまま商売ができそうだ。

「このソフトドリンクのサーバー……誰が補ほ充じゆうしてるんだろう？」

「それはもちろん、皆から徴ちよう収しゆうした魔ま力りよくの力よ」

　なんて便利なアパートなんだろう。というか皆の魔力が凄い。

「それよりも、見て見て秋斗。こっちにコスプレ衣装が沢山あるわ。秋斗は私にどれを着て欲しい？」

「うーん……白椿はなんでも似合いそうだからなぁ」

「嬉しいけど、困ったわね。じゃあ適当に選ぶわ。ロレッタとアルデリアもこっちにいらっしゃい」

「え、私もですか？」

「三人で秋斗くんをメロメロにしちゃうよー」

「俺は一番手前の部屋で待ってるからな」

　衣装ルームに入っていく女性三人の背中にそう呼よび掛かけてから、俺はマイク二本と全員分のコップを持って部屋に入る。

「おお、広い。機材も最新の奴やつじゃん。これがいつでも使えるのかぁ……すげぇ」

　増築ポイントを使えば、映画館とか大浴場とかプールとか水族館とか、他にも色々造ることができる。これぞまさに夢が広がるというものだ。

　何より、この素敵な環かん境きようを共有できる仲間がいるというのが最高だ。

　俺が幸せをしみじみ噛かみ締しめていると、やっと皆がやってきた。

「じゃじゃーん。コスプレ美少女三人の登場よ！」

　そう言って扉を開けて最初に入ってきた白椿は、セーラー服を着ていた。サイズが合っておらず、袖そでが余っていて指がちょこんとしか見えない。いわゆる萌もえ袖という状じよう況きようだ。それも可愛いが、特筆すべきは髪かみ形がただ。

　白椿はいつも銀色の髪かみをストレートにしているが、今は何とツインテールだ。

「その髪形、凄く似合っているぞ」

「本当!?　これアルデリアが結んでくれたのよ」

　白椿は嬉しそうに笑い、二つに分かれた髪の毛けを掴つかむ。

　実にグッジョブだ、竜神様。

「秋斗くん、白椿ちゃんだけに見とれちゃダメだよーん」

　続いて現われたアルデリアさんは、かなり際きわどい露ろ出しゆつのバニーガールだった。竜りゆうなのに兎うさぎとは意外な組み合わせだ！　いや、それにしてもこの竜神様、マジでスタイルいいな。モデルも裸足はだしで逃にげ出すぞ。

「もう、秋斗ったら。分かりやすく鼻の下を伸ばしちゃって」

「ふふん、秋斗くんも男の子ねー。やっぱり、おっぱいは大きいほうがいい？」

「アルデリア、それは浅はかよ。確かに色気では勝てないけど、可愛らしさなら私が上よ。ね、秋斗」

　白椿とアルデリアさんがニタニタと俺を見てくる。

　だが、仕方がないだろう。美少女と美女がコスプレして見せつけてきたら、誰だってメロメロになる。むしろ、ならなかったら相手に対して失礼だ。

「で、ロレッタさんは？」

「廊下にいるわよ。けどあの子、照れくさいみたいで」

「ほら、ロレッタちゃん。秋斗くんがロレッタちゃんのコスプレ姿見たいってー」

「だ、ダメです、こんなの秋斗さんに見せるわけには……あ、二人とも引っ張らないでください！」

　ロレッタさんは、白椿とアルデリアに引きずり込まれた。

　彼かの女じよが着ていたのは純白のナース服だった。丈たけが超ちよう短みじかい。もう少しで下着が見えそうだ。ロレッタさんは噴ふん火かしそうなくらい赤くなり、腕うででグイッとスカートを引っ張って太ふと股ももを隠かくそうとする。が、その仕草が逆にエロい。

　しかも誰がはかせたのか知らないが、網あみタイツにガーターベルトだ。もう何をしても蠱こ惑わく的てき。清楚な聖女見習いがこんな格好をしていると思うと、興奮するぜぃ！

「どう、秋斗くん。ロレッタちゃんをコーディネートしたのはあたしだよー」

「最高ですよアルデリアさん！　あなたのセンスに脱だつ帽ぼうです！」

　俺は親指を立てて竜神様を讃たたえた。すると彼女も親指を立ててニッと白い歯を見せる。これもまた文化交流。コスプレで二つの世界が繋つながったのだ。素晴らしい。

「恥はずかしくて死にそうです……いえ、むしろ殺してください……」

「まあまあ。すぐに慣れるわよ。アルデリアを見なさい。バニーガールとかもっとエロいじゃない。竜神様がこんな積極的に露出してるんだから、聖女見習いのあなたも頑張りなさいな。ほら、私のスカート丈だって短いでしょ」

　お前とアルデリアさんは好きでやってるんだろうが！

　そんなツッコミ待ちの白椿の言葉なのに、ロレッタさんは何やら感かん銘めいを受けたらしい。

　少しだけ表情に気き迫はくが戻ってきた。

「そ、そうですね……お二人が頑がん張ばっているのですから、私もやります！　何故なぜこんなことをしなければならないのかは、よく分かりませんけど……！」

　ロレッタさんは死地に赴おもむくような顔で部屋に入り、スカートを押おさえたまま座る。そして脚あしをギュッと閉じてガードした。が、それでも見えそうだ！

　いかんいかん。あまり視線を向けないようにしよう。可哀かわい想そうすぎる。

　綺麗どころはあと二人もいることだし。

「ねえ秋斗。このアニメ、あなた好きでしょ。いっしょにオープニングを歌いましょうよ。私、前から歌いたかったの！」

「おお、これか！　けど、どうして俺がこれを好きだと知ってるんだ？」

「あら。私はこのアパートの付喪神よ。秋斗のことはずっと見守っていたんだから。だからアニソン百連発だっていけるわ！」

「そりゃ俺じゃなくてテレビを見守ってるんじゃねーか！」

「ふふ、そんなことないわよ？」

　俺と白椿は、そこから三曲連続で熱いアニソンを絶ぜつ叫きようした。喉のどが痛い。そろそろマイクを譲ゆずろう。

「ロレッタさんとアルデリアさんも、何か歌ってくださいよ」

「そうよ。じゃないと私と秋斗で本当にアニソン百連発するわよ？」

　ところが、ロレッタさんとアルデリアさんは首を振ふった。何故だろう。アルデリアさんなど、こういうときノリノリになりそうなものだが。

「あたしたちが知っている曲ないんだけど？」

「「あ……」」

　そうだ。このカラオケには地球の曲しか入っていないのだ。どうして、もっと早く気が付かなかったのだろう。これではただのコスプレ大会にしかならない。

「あの……私はお二人が歌っているのを聞いているだけで楽しいので、どうぞ遠えん慮りよせず」

「あたしも結構楽しいよー？　ほら、次の曲、次の曲」

　表情を見る限り、二人とも本当に楽しんでくれているらしい。

　カラオケには何度も行ったことがあるけど……こうやってジックリ聞かれたのは初めてだ。気き恥はずかしいが、同時に嬉うれしい。

「よっしゃ白椿。ぶっ倒たおれるまで歌うぞ！」

「分かったわ秋斗！　銀河の果てまで！」

　そして俺たちは本当にぶっ倒れるまで歌い、ナース姿のロレッタさんに看病されたのであった。







第四章　冒険者ギルド！







　カラオケで死にかけた俺と白しろ椿つばきだが、丸一日休んで何とか復活した。

　そして再び異世界へと旅立つ。見知らぬ世界へランダム転移だ。

「ここはどんな世界なのかしら？」

　ファッションセンターしまうまの服に着き替かえた白椿は、窓から外を見る。

「森の中に転移しちゃいましたね。どうしましょう？」

「とにかく、適当にブラブラしてれば、どっかに着くんじゃないのー？」

　ロレッタさんとアルデリアさんも白椿の左右に立ち、外の様子を観察する。

「適当にブラブラするといっても、これだけ深い森だと車も使えないしなぁ……徒歩で行くか」

　面めん倒どうだが、そもそも異世界の旅というのはそういうものだろう。

　それに、俺たちの場合、アパートの出し入れが自由なのだから、ラノベの主人公なんかに比べたら非常に恵めぐまれている。

「あ、待って。カタログにビーム砲ほうってあったでしょ。あれで木を吹ふき飛とばして道を作れないかしら？」

「随ずい分ぶんとぶっそうな発想だな……というか、ビーム砲なんてあったか？」

　俺はスマホを開いて確認する。すると本当にあった。

　必要な増築ポイントは50だ。これを作ったら３しか残らない。

「どうせ伊達だてと酔すい狂きようみたいな旅だ。ここでポイントを節約するより、ノリでやってしまおう。皆、それでいいな!?」

「秋あき斗とさんにお任せします」

「びーむ砲って初めて聞いたけど〝砲〟ってくらいだから強いんでしょ。見たーい」

　同意を得たところでポチッとな！

　瞬しゆん間かん、天井方向からズゴゴゴゴゴと音が降ふってきた。

「どんな感じになったか、外に行って確かめようぜ」

　俺たちはゾロゾロとアパートから出て、その屋根の上を見る。

　そこにはアニメの宇宙戦せん艦かんについていそうな、立派なビーム砲が生えていた。

「すげぇ……白椿。あれ砲ほう塔とうになってるけど、動かせるのか？」

「うーん……スマホで操作できないかしら？　ちょっと貸して頂ちよう戴だい」

　スマホを渡すと白椿は色々といじり始める。

「あ、ほら。ここを押おすと、砲ほう撃げきモードになるわ」

　液えき晶しよう画面には、ビーム砲から見たと思わしき映像が映っていた。その中心には十字のしるしが付いている。これで狙ねらいを定めろということか。

　そして親切なことに、射線上の知的生命体の有う無むを知らせるセンサーまで付いている。今は表示がグリーンなので、撃うっても現地住人を巻き込んでしまう心配はない。

「指でスライドさせると、砲塔もそのとおりに動くわね。上下左右、自由自在だわ。エネルギー充じゆう填てん率りつも調整可能……えっと、危険なので十パーセント以上はみだりに使わないようにって注意書きが出てるわ」

「じゃあ十パーセントに抑おさえておけよ」

「そうね。そしてここを押せば……メゾン白椿ビーム、発射フアイエルッ！」

　ドゴォォォォォォオオオオオオオンッッッ！

　俺たちに何の相談もなく、白椿はビームをぶっ放した。

　あまりの光量に、俺の視界は真っ白になり何も見えない。

　それはロレッタさんとアルデリアさんも同じらしく、横から悲鳴が聞こえてくる。

　更さらに――。

「目がぁ、目がぁ！」

　白椿も叫んでいた。撃った本人が目をやられてどうするんだ。

　おかげで俺たちの視力が回復するまで、六十秒ほどかかった。

「全く……次からは撃つ前に一言、声をかけてくれよ」

「そうですよ白椿様。流石さすがにビックリしました……」

「ごめんなさい……十パーセントでここまで威い力りよくがあると思ってなくて」

　白椿は申し訳なさそうに言った。

「いやー、それにしても凄すごいわー。今の一発で、ずっと奥おくまで森が抉えぐれたじゃない。これなら車で行けるんじゃなーい？」

　アルデリアさんが言うとおり、ビーム砲のおかげで、一直線に森が消しよう滅めつしていた。それこそ地平線の向こう側まで。

「じゃあ、ビームのあとに沿って走ってみますか。皆、車に乗ってくれ」

「了りよう解かい。じゃあ誰が助手席に乗るかじゃんけんよ！」

　女子三人がじゃんけんで白熱している間に、俺はスマホを操作しアパートを光の粒りゆう子しに変へん換かんする。いつでも出したり消したりできるんだから、いやぁ最近のアパートとスマホの連動は凄いですね。
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　森を抜ぬけると、草原が広がっていた。

　遠くまで遮さえぎるものがない、なだらかな土地。

　ついつい車のアクセルを踏ふみ込んでしまう。

　窓から入ってくる風も心地ここちいい。うーむ、やはり異世界は最高だぜ。

「あら？　ねえ、ちょっと皆。空を見て。あれ何かしら？」

　助手席の白椿が窓から身を乗り出し、空を指差した。

「んん？」

　確かに、空に何か浮うかんでいた。俺は車を止め、外に出て見上げる。

　それは巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんだった。

　雲の上にあるのに、こうして地上からもハッキリ見えているということは、途と方ほうもなくでかい。正確なことは皆かい目もく分からないが、一キロメートル近い直径があるのではないだろうか。

「ロレッタさんとアルデリアさんはどう思います？」

「さてねー。あたしたちの世界にあんなのなかったしー」

「はい。あんな大きな魔法陣が空をプカプカ漂ただよっているなんて、不思議な光景です。ですが、途方もない魔力を感じます。不用意に近づかないほうがいいかと……」

　俺たちが見上げる中、魔法陣は雲と一いつ緒しよに流れていく。

「気になるなぁ。街に辿り着いたら聞いてみるか」

「けど、あんな目立つものの存在を知らないって、かなり不自然よ？　下手に質問したら怪あやしまれると思うんだけど？」

「それもそうか……」

　白椿の言うことは一理ある。

　前の世界でも、聖女を知らないと言ったらロレッタさんにえらく驚おどろかれた。

　今回の魔法陣は、目に見える分、もっと慎しん重ちようになるべきだろう。

　なんて思っていると、魔法陣の中心部が強い光を放った。その光は槍やり状じようになって地上へと落ちていく。落下地点が山の向こう側なのでどうなったのか見えないが……かなり危ないんじゃないのか？

「うーむ……やっぱ気になるぞ。何とかして調べよう」

　というわけで、俺は再び車を走らせる。

　あてもなく直進していたのだが、運のいいことに、地平線の向こうに大きな街が見えてきた。

　この世界にはロレッタさんのような案内人がいないので、自動車ごと近づくのは危険だろう。

　一度アパートを実体化させ、駐ちゆう車しや場じように車を入れて、また消して、そして徒歩で街へ行く。

　そこは前の世界と同じようなファンタジー的街並みだったが、一つ決定的に違うところがあった。

「猫ねこ耳みみね……」

「猫耳です……」

「猫耳だわー」

「尻尾しつぽも生えてるな……」

　俺たちは、行き来する人々を見て一様に呟つぶやく。

　そう。彼かれらの頭の上には、猫の形をした耳が。そしてお尻しりの上からは尻尾が生えていたのだ。それが作り物ではない証しよう拠こに、ときおりピコピコと動いている。

　普通の人間は一人もいなかった。

　つまり俺たちのほうが、ここでは異い端たんとなってしまう。実際、猫耳人たちは俺たちをジロジロと見てくる。いや、それどころか声をかけられた。

「ちょっとあんたら……耳と尻尾はどうしたんだ……？」

「いえ、その、先を急いでいるので！」

　俺たちは建物の陰かげに逃げ込む。

「ふう……危ないところでした。それにしても……皆さん可愛いですね」

　ロレッタさんは顔を半分だけ出して街の様子を眺ながめる。

　老ろう若にやく男なん女によ、皆が猫耳だ。

　しかも美形が多いので、危険を冒おかしてでもずっと見ていたい。

「うーむ……このままうろつくのはやめたほうがいいな。目立ちすぎて、魔法陣の情報を調べるどころじゃない。何とか帽ぼう子しでも入手するか」

「ちょっと待って。こんなこともあろうかと……」

　白椿は俺の背中のリュックに手を突っ込んだ。何かあったときのために、少しばかりの食糧と水を入れてきたのだ。

　しかし、そこから白椿が取り出したのは、食糧でも水でもなく、なんと。

「じゃじゃーん。猫耳セット～～」

　未来からやってきた青い猫型ロボットのような口調で、猫耳カチューシャと尻尾を取り出した。しかも四人全員分だ。

「おいおい。なぜこんなものがリュックサックに入ってるんだ？」

「こんなこともあろうかと思って。地下のカラオケから持ってきたのよ」

　この付喪神さん。予知能力でも持っているのかな？

「実際は、皆で遊ぼうと思っただけなんだけどね」

　猫耳セットはそれぞれ、俺たちの髪の色に合わせたものだった。芸が細かい。

「ねえ秋斗。私のおしりに尻尾をつけてちょうだい」

　尻尾は安全ピンでとめるようになっていた。確かにこれは自分だとつけにくいな。

「いいけど、かわりに俺の尻尾を誰かつけてくれよ」

「では私がつけましょう」

「じゃあ、あたしがロレッタちゃん担当で」

「それなら私がアルデリアにつけてあげればいいのね」

　いつの間にか俺たちは輪になっていた。何だか楽しいぞ、これ。

「さて、完成ね。皆、似合ってるわ」

　なにせ美少女だらけの集団だ。猫耳が似合わないはずがない。

　アルデリアさんはバニーガールが似合っていたので予想していたが、やはり猫耳も似合う。本当はドラゴンなのに、兎になったり猫になったりと、忙いそがしい竜神様だ。

　ミニスカナースのコスプレを恥ずかしがっていたロレッタさんも、今回はノリノリだ。わざわざシスターベールを外して猫耳を装着している。更に手を丸めて猫のポーズをとっていた。いいぞ！

　そして一番可愛いのは白椿だ。幼女に猫耳が似合わないわけがないのだ。これはもはや公理である。

「よし。全員猫耳になったな。それじゃ魔法陣の情報収集をするぞ！」

　とはいえ、その辺の人たちに『さっき空に魔法陣が浮かんでいるのを見つけたんですが、あれは何ですか？』と尋たずねたらまた変な目で見られる。せっかく猫耳を装着したのだから、目立たないように振る舞まいたい。

　そこで俺たちは本屋を探すことにした。あの魔法陣が有名なら有名なほど、それを題材にした本もあるはずだ。

「秋斗。あそこに本屋っぽい看板の店があるわよ」

「おお、でかしたぞ白椿」

　どうやらそれは古本屋らしい。

　十畳じようくらいのこぢんまりした店で、カウンターに老人が座っているだけで、他に店員も客もいなかった。

「ねーねー。この本の表紙に、さっきの魔法陣が描えがかれてるわよー」

　アルデリアさんが見つけてきた本は、『魔法陣とダンジョン』というタイトルだった。

　早さつ速そく立ち読みしようとページをめくったら、カウンターの老人がオホンと咳せき払ばらいをする。

「……君たち。その本、買うのかね？」

「えっと……」

　買いません立ち読みするだけです、とは流石に言えない。

　だが、俺おれたちはまだこの世界の通貨を入手していなかった。

「先に宝石を換かん金きんしておくべきだったな……えっと、おじいさん。この本って高いんですか？」

「いや。特に貴重でもないから安物じゃが……だからといってタダではやらん。銅貨一枚じゃ」

　俺も泥どろ棒ぼうにはなりたくないので、タダで本を持っていこうとは思わない。

　とはいえ、ないものはないのだ。

　仕方がない。この本は取り置きしてもらい、ちょっくら質しち屋やにでも行ってくるか。

「あ、銅貨一枚ならさっき拾ったわよ」

　なんて言いながら、うちのアパートの付喪神が、スカートのポケットに手を突っ込んでゴソゴソとやる。そして手の平に銅貨をのせて、誇ほこらしげに突つきだしてきた。

「おお、タイムリーだ白椿。褒ほめてやる」

　俺は白椿の頭をなでなでしてやった。すると彼女はトロンとした顔になる。

「けど、日本だと拾ったお金は交番に届けないとダメなんだぞ？」

「もう、そのくらい分かってるわよ」

　白椿は怒おこった口調で言うが、俺になでられているのが嬉しくてたまらないらしく、始終笑え顔がおのままだ。実に可愛かわいい。しばらくこうしていようか。

「……で、お前さんたち。本を買うのか、買わないのか？」

　あ、本のこと忘れてた。
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　本を買った俺たちは、本を広げるのによさげな場所を探して歩き回る。

　そして噴ふん水すいのある広場を見つけたので、そこのベンチに座ることにした。

「けれど、このベンチ。三人しか座れませんね。私は立っているので、皆みなさんどうぞ」

「あら、大だい丈じよう夫ぶよロレッタ。私は秋斗の膝ひざの上に座るから」

　というわけで、俺が真ん中に座り、その上に白椿がひょいと飛び乗り、そして左右にロレッタさんとアルデリアさんが腰こし掛かける形になった。

「白椿。お前にページをめくる役目を与あたえよう」

「ふふ、任せなさい！」

　小さな付喪神様はドヤ顔で本を開く。

　当然、見たこともない文字で書かれていたが、スラスラと読める。便利だが不思議な感覚だ。

　そして本には、驚くべきことが書かれていた。

　まず、あの魔法陣は何万年も前から空を漂っているらしい。というより、起源が分からない。歴史をどこまで遡さかのぼっても、誰が何のために作ったのか不明。もしかしたら人類が誕生する前からあったのではないかとすら言われている。

　その神秘性から信しん仰こうの対象になったり、逆に目もく撃げきしたら凶きよう事じの前兆だとされたり、この世界の人々は魔法陣と適当に付き合ってきた。

　しかし、今から約二千年前。魔法陣は突とつ如じよとして地上に光の槍を落とすようになったという。

　光の槍が落ちた場所はダンジョンと呼ばれる特とく殊しゆな空間となり、そこからモンスターが溢あふれ出だした。

　それらダンジョンを攻こう略りやくしたり、モンスターを狩かることを生なり業わいとした者たちは冒険者と呼ばれ、今の世界に必要不可欠な職業である。

　冒険者たちの組合である冒険者ギルドは、いまや全世界に広がる巨大な組織となり、その力は国家に匹ひつ敵てきするものとなっている。

「ほほう、冒険者ギルドか。実に異世界っぽいな！」

「まるでＲＰＧゲームね。そういえばロレッタとアルデリアの世界に冒険者ギルドってないの？」

「さあ……私は聞いたことがありませんね」

「あたしも知らないわ。そもそも冒険者ってなーに？　探検家みたいなものー？」

「そうねぇ……探険もすると思うけど、モンスターを倒してその対価としてお金をもらう人たちかしら？」

「モンスター狩がりは騎き士し団だんがやってましたね。あと傭よう兵へいを雇やとったり」

　ファンタジー的な世界でも、社会システムは様々らしい。

「とにかく、この世界には冒険者ギルドがあるんだ。だったら登録しない手はない。クエストを受注してお金を稼かせごうぜ！」

「そうね！　私、密ひそかに冒険者ギルドに憧あこがれてたのよ！」

「白椿もか!?　実は俺も！」

　俺は膝の上にいる白椿を抱だきしめ、なでまわす。

　こんな趣しゆ味みの合う付つく喪も神がみ、きっと他にいない。こいつの大家になれてよかったぜ。
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　冒険者ギルド。

　その建物の看板には、デカデカとそう書かれていた。

「おー、すげぇ、本当にあったぞ冒険者ギルド！」

「は、早く冒険者登録しましょうよ！」

　俺と白椿は興奮を隠せない。

　なにせモンスターをぶっ殺すだけでお金をもらえるという素す敵てきな職業が冒険者だ。

　それで、あれだろ。王族とか賢けん者じやとかに褒められて、成り上がっていくんだろ！

　よしゃあ、俺も奴ど隷れいハーレムとか作っちゃうぞぉ。

「すいませーん。俺たち冒険者になりたいんですけど、どうしたらいいですか？」

「それなら、この申込用紙に名前を記入してください」

　随分と簡単だ。日本の役所みたいに、あちこちの窓口をたらい回しされたり判子を何カ所にも押したりしなくて済むのは素す晴ばらしい！

「では、この腕うで輪わを装着してください。冒険者の証明になります。またモンスターを討とう伐ばつした際、自動的にカウントしてくれます。では秋斗さん」

　受付のお姉さんは、一人ずつ名前を呼んで腕輪を配る。

　そして最後に、

「可か憐れんにして高貴なる女め神がみ、白椿・オブ・ザ・ダークネスさん」

　すっげー名前が呼ばれた。

「はーい」

「お前……この名前。自分で考えたのか？」

「ふふ、格かつ好こいいでしょ」

　ドヤ顔で言われちゃった！

　アニメ好きなのは知ってたけど……厨ちゆう二に病びようだったのかぁ。

　それにしてもオブ・ザ・ダークネスって何だよ。

　どんな闇やみかかえちゃってるの？

「か、格好いいです……私も二つ名とかつければよかったです……」

「あたしも失敗しちゃったかなー」

　全員厨二病だった!?

　いや、やめようよ。絶対に後こう悔かいするって。白椿だってそのうち名前を呼ばれるだけで悶もだえる日が来るって。

「では、クエストはそこの掲けい示じ板ばんに張り出されているので、やりたいのが見つかったら、紙を剥はがして受付まで持ってきてください。あ、ちなみに皆さんは冒険者になりたてだから、Ｅランクです。Ｅと書かれたクエストしか受けられませんよ。実績を出せば昇しよう格かくできるので頑張ってください」

「ＤランクとかＣランクになったら、Ｅランクのクエストは受けられないんですか？」

「そんなことはありません。しかし高ランククエストのほうが報ほう酬しゆうが高いので、普ふ通つうは低ランククエストは受けませんね」

　なるほど、そういうシステムか。初心者が間ま違ちがって強いモンスターとぶつからないための配はい慮りよだろう。

　さて。

　掲示板の前に行くと、すでに冒険者が何人かいた。皆、熱心にクエストを吟ぎん味みしている。彼らの装備は、剣けんとか槍とか、いかにもＲＰＧっぽい。ゲームの中に飛び込んだみたいでワクワクしてくる。全員が猫耳というのが変だけど。

　そんな冒険者たちの中に一人、場ば違ちがいなくらい小こ柄がらな少女がいた。一応、鉄の胸当てやブーツを装備しているから冒険者なのは間違いないだろうが……とても華きや奢しやだ。危険な仕事に就ついているようには見えない。

　だが、少女はＢランクの紙を掲示板から剥がした。大型グリフォン討伐のクエストだ。

「へえ……あんなに小さいのにＢランクなのか……凄いな」

　受付に歩いていく後ろ姿を見ながら俺は呟く。

「ちょっと秋斗。何を見とれてるの。見境ないんだから。私たちのクエストを選ぶわよ」

「別に見とれてたわけじゃないぞ。で、どれにしよう？」

「私たちならどんなモンスターにも負けないと思うけど、最初だからスライム討伐でいいんじゃない？」

「それにするか」

「あたしはどれでもいいわよー」

「秋斗さんと白椿様にお任せします！」

　というわけで、最初のクエストが決定した。

　よーし、堪たん能のうするぞー。




※




　受付でスライムが出現する場所の簡単な地図をもらった。しかし、どうせならちゃんとした地図が欲ほしい。

　俺たちはこの世界の通貨を持っていないが、聖女様にもらった宝石を売れば万ばん事じ解決だ。

　ギルドのお姉さんに宝石を買い取ってくれそうな店がどこにあるのか聞いたら、その手の店はギルド近くに固まっているから、すぐ見つかると教えてくれた。

「おお、本当に近い！」

　なにせギルドを出たら真向かいに、『冒険者ギルド直営アンティークショップ。何でも買い取ります！』という看板をかかげた店があったのだ。

　どうしてさっきは気付かなかったのかというくらい派手だ。

　中に入ると、壺つぼとか皿とか絵画とか、あるいは剣とか弓矢とか色々と並んでいた。『何でも買い取ります！』の看板は伊達じゃないらしい。

　そしてルビーを一つ売ると、金貨五十枚になった。高いのか安いのか良く分からない。これは実際に買い物をして、この世界の金銭感覚を磨みがく必要があるだろう。

「ここに並んでいるのは、売り物なんですよね？　武器とか見てもいいですか？　あと地図もください」

「地図はいいけど、武器や防具を買うなら、中古じゃなくて新品を買ったほうがいいよ。そういうのは、やっぱり買った店が一番アフターケアがしっかりしてるからねぇ」

　店のオバチャンが親切に教えてくれた。なんて商売っ気のない人だろうか。

　俺たちは地図を買い、オバチャンに礼を言って、隣となりにあった武器防具屋に入る。

「ねえ秋斗、秋斗。私はどの武器が似合うかしら？」

「うーん……レイピアとかかなぁ？」

「女剣けん士しの王道ね！　じゃあそれにするわ！」

　白椿・オブ・ザ・ダークネスさんはレイピアのコーナーに走っていった。

　俺はどうしよっかな。やっぱ主人公的にでかい剣かな。

「秋斗さん、この杖つえどうですか？　なんか聖女っぽくないですか!?」

　ロレッタさんは自分の身長と同じくらい長い杖を持ってきた。先せん端たんに水すい晶しよう玉だまがついており、魔ま法ほうの効果がありそうだ。

「それ、どんな特性があるんです？」

「特性は……ないです。とにかく丈じよう夫ぶで可愛い杖と札に書いてありました。だから安いです！」

「……そんなの買ってどうするんですか」

「だ、だって可愛いじゃないですか……」

「いや、そんなにシュンとしなくても……ロレッタさんが欲しいなら買えばいいと思います」

「本当ですか？　ありがとうございます秋斗さん」

　聖女見習いとはいえ女の子だからな。やはり可愛いものが好きなのだろう。

「あたしはこれにしたよ。意外性あるでしょー」

　アルデリアさんは何と、弓矢を持って現われた。本当に意外だ。この竜りゆう神じん様は巨大な斧おのとかで力任せに敵を蹂じゆう躙りんするイメージなのに。

「なんだって飛び道具なんですか？　アルデリアさん、弓なんて使えるんですか？」

「ぜんぜん。今初めて触さわったくらい。けど接近戦だとあたし負ける気しないしぃ？　せっかく異世界に来たんだから、一から始めたいじゃなーい？」

「慣れない弓矢で負けそうになったらどうするんです」

「そのときはドラゴン形態になって踏ふみつぶす！」

　むごい……。

「秋斗。このレイピアどうかしら。柄えがピンク色なのよ。珍めずらしいでしょ」

「おう、いいんじゃないか？　俺も自分のを決めなきゃな」

　すると白椿とロレッタさんとアルデリアさんが、あーでもないこーでもないと、俺の武器を悩なやみ始めた。

　そして最終的に白椿が選んだ『デザインは凝こっているが切れ味は駄だ目めな剣』という、売る気のないネーミングの剣に決まった。

　俺たち四人の武器、締しめて金貨五枚。

　お金が沢たく山さんあまったぜ。これでしばらく生活費に困らないぞ。

　のんびりスライム狩りに出かけよう。




※




　スライムは街から徒歩で三時間ほど進んだ先にある川で、異常繁はん殖しよくしているという。

　今はまだ被ひ害がいが出ていないが、このままでは近きん隣りんの村や街かい道どうまでスライムが出しゆつ没ぼつするかもしれないので、今の内に狩ってしまおうというのが今回のクエストだ。

　自動車で行くという手もあったが、それでは冒険者の雰ふん囲い気きが出ない。さほど遠くもないので、俺たちは歩いて川まで向かった。

　途と中ちゆう、白椿が意味もなくレイピアを振り回まわし、獣じゆう王おう破は斬ざんとか、ライトニングスラッシュとか、「お前それ今考えただろ」という感じの必ひつ殺さつ技わざの名前を叫さけんでいた。

　流石さすがは可か憐れんにして高貴なる女神、白椿・オブ・ザ・ダークネスさんだ。厨二病が加速している。まだ十歳さいくらいの見た目なのに厨二病とか……実際に十四歳になったらどうなっちゃうんだろう。

「あ、皆さん見てください。スライムがいますよ！」

　川の音が聞こえてきた頃ころ、ロレッタさんが前方を指差した。

　そこにはトラックのタイヤほどの大きさの、ゼリー状の生物たちが何十匹ぴきも密集していた。

「プルプルしていて何か美味おいしそうだな」

「まだ距きよ離りがあるわねー。ここは弓使いであるあたしが先制攻こう撃げき！」

　アルデリアさんは意い気き揚よう々ようと弓を構え、矢を射る。

　しかし、生まれて初めて弓を使う人が、上手うまく矢を飛ばせるはずがない。

　スライムに突き刺ささるはずだった矢は、ポロンとむなしく目の前の地面に落ちた。

「えー、なんでよー。もう一回！」

　今度はバシュッと心地ここち好よい音を出して矢が飛び出した。ただし飛びすぎだ。スライムの群れを跳とび越こえ、どこかに行ってしまう。

「アルデリアさん……もういいですから」

「もう一回！」

　竜神様は諦あきらめない。

　弓を限界まで引ひき絞しぼり、発射！　弦げんがアルデリアさんのおっぱいに激げき突とつ！　バチィィィィンと凄い音が鳴なり響ひびいた。

「いだああああああ！　いだあいいいいいいっ！」

　哀あわれ。竜神様は弓を放ほうり捨て、おっぱいを押さえながらのたうち回る。

　これが白椿ならおっぱいに当たる可能性は皆かい無むだったのに……武器選びを間違えたな。

「ア、アルデリア様しっかりしてください！」

「しっかりできないいいっ、回復魔ま術じゆつを早ぐうううッ！」

「は、はい、ただいま！」

　ロレッタさんは腰こしをかがめ、ゴロゴロ転がるアルデリアさんを追いかけながら手の平から回復魔術の光を放つ。

　それでアルデリアさんの痛みは治まったようだ。目に涙なみだを溜ためながら立ち上がる。

「くっそぉぉ……許さないわスライムたち！」

　いや、スライムは関係ないっすよね。

「喰くらえ、矢の味を！」

　アルデリアさんは矢を素す手でで掴つかみ、スライムの群れにぶん投げた。

　一本の矢が、グサグサグサッと複数のスライムを貫かん通つうしていく。表面に穴を空けられたスライムは、中の体液を噴ふき出してシワシワにしぼんでいった。

　しかし、なんという怪かい力りき……人間の姿になっても、ドラゴンのパワーはそのままらしい。

　アルデリアさんを怒らせるのはやめておこう。怖こわい。

「ふう……あたしの弓矢の腕うでも大したもの！」

　矢を投げまくってスライムを全ぜん滅めつさせたアルデリアさんは、爽さわやかな笑顔になる。

「弓いっさい使ってませんよね!?　弓矢の腕じゃないですよ！　投とう擲てきの腕ですよ！」

「秋斗くんは細かいことを気にするのねー」

「細かいかっ？　竜神的には今の細かいんですかッ!?」

　いつの間にか俺、ツッコミ役になってるぞ。これも大家の役目なのか？
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「そんなことよりも、私のアルティメットザンバーを披ひ露ろうする機会がなかったじゃないの。一人で全滅させちゃうなんて酷ひどいわ」

　白椿は不満そうに頬ほおを膨ふくらませ、レイピアをぶんぶん振ふる。ちなみに、その動きはさっきライトニングスラッシュだった。いつの間にアルティメットザンバーになったんだ。俺が分からないだけで微び妙みような違ちがいがあるのか？　それが剣の奥おう義ぎだとでもいうのか？

「まあまあ白椿様。出番がなかったのは私も同じですから。気を落とさず、また次の機会にアルティメットボンバーを……」

　ボンバー？

「ロレッタさんには、アルデリアさんを回復させるという出番があったじゃないですか。俺とか本当に見てただけですからね。クエストと関係なく、帰りに別のモンスターを探して戦いたいくらいですよ」

　なにせ武器を選び、三時間も歩いてやってきたのに、アルデリアさんのおっぱい芸と投擲を見ただけで帰るなんてガッカリ極きわまる。

　どこかに手て頃ごろなモンスターがいないものか……と思ったその瞬間。

　空から「ギャァァスッ！」と甲かん高だかい鳴き声が聞こえてきた。

　見上げると鳥がいた。

　ただし、普通の鳥ではない。

　上半身が鷹たか。下半身は獅し子し。すなわち。

「グリフォンだ！」

　翼つばさを広げたその大きさは十メートル以上ありそうだ。かなり大きい。

　そういえば、冒ぼう険けん者しやギルドで見かけた少女が受けたクエスト。たしか大型グリフォン討伐だったな。

「ねえ。あのグリフォンの上に、誰だれか乗ってない？」

　白椿が呟いたとおり、人ひと影かげがグリフォンの背にあった。

　風圧に飛ばされそうになりながら、剣を突き刺し、それを握にぎって必死に耐たえる少女。

　冒険者ギルドで見かけた、あの小さな冒険者だった。

「早く助けましょう！」

　ロレッタさんが叫ぶ。

　しかし助けるとはいっても、空を飛ぶグリフォンを相手に、どうしたらいいんだ。矢は全部使ってしまったぞ。

「再びあたしの出番！　それっ、ドラゴンブレスッ！」

　アルデリアさんは大きく息を吸い込み、そして――口から炎ほのおを吐はいた。

　うおっ、すげぇ！　ほんと人間形態でも能力は変わらないんだな。

　だが狙ねらいは外れ、炎は空に散っていく。

「くぅぅぅ、グリフォンったら速い！　いっそドラゴン形態になって食い殺してやろうっかなー」

　あの冒険者の女の子が死ぬからやめたげて！

「アルデリアさん、もう一回ドラゴンブレスを吐いてください。グリフォンが避よけたところに、俺も攻撃します」

「秋斗くんが？　あ、そっか。君ってあたしたちの能力が使えるんだっけ！　じゃ、ファイヤー！」

　予想どおりグリフォンはブレスを避ける。が、そこに間かん髪はつ容いれずに、俺もドラゴンブレスを吐いた。流石さすがのグリフォンもこれは回かい避ひできないようだ。全身を炎に包まれ落下してくる。

「ちょっと待ってください！　背中に乗っていた人も丸焼けですよ！」

「あ」

　俺とアルデリアさんは顔を見合わせ、冷ひや汗あせを流す。

　助けようと思ってトドメをさしちゃったのか!?

　いや、大丈夫。グリフォンの腹にドラゴンブレスを当てたのだから、背中は大丈夫……のはず。

「熱い熱い熱い熱い！」

　地面に落ちたグリフォンから、あの少女がこっちに走ってきた。

「ほら、生きてた！」

　とか言ってる場合じゃない。服が燃えている。

「こっちじゃなくて、あっちに走るんだ！　川！　川があるから！」

「熱い熱い熱い熱い熱い熱いっ！」

　俺が指差すと、少女は回れ右をして一目散に川に飛び込んだ。

　ばしゃんと水しぶきをあげ沈しずんでいく。それからしばらくするとプカプカ浮いてきた。火が消えている。いやぁ、よかった。

「って、おい！　流されてるぞ！　俺が引き上げてくるんで、ロレッタさんは回復魔術の準備を！　白椿はスマホ貸すからアパートを出しとけ！　アルデリアさんは土下座の準備だ！」

「どうして土下座ぁ!?」

「俺らが燃やしたからですよ！」

「いやー、直ちよく撃げきしたのは秋斗くんのドラゴンブレスだから……」

　責任転てん嫁かされた！　まあ、実際そうなんだけどさ！




※




　冒険者の少女を川から助け出し、回復魔術で火傷やけどを治した。それでも目を覚まさなかったから、ロレッタさんのベッドに寝ねかせることにした。

　もちろん、服がびしょ濡ぬれだったので、パジャマに着き替かえさせた。これは女子たちの仕事だ。ゆえに俺は見てない！　残念！

「それにしても小さくて可愛い子ねぇ」

　白椿は眠ねむったままの猫耳少女のほっぺをプニプニつつきながら呟く。

「お前のほうが遥はるかに小さいんだが」

「そうでもないわよ。せいぜい十センチくらいの差しか……」

「かなりの差じゃないか」

「複数の世界を股またにかけて旅する私たちにとって、十センチの違いなんて些さ細さいなものだわ。違うかしら秋斗」

「……決め台詞ぜりふっぽく言っても、お前のほうが小さいという現実は変わらないんだぞ、白椿・オブ・ザ・ダークネス」

「まあ、私のことをオブ・ザ・ダークネスと呼んでくれるのね。やっぱり秋斗も素敵な名前だと思うでしょ？」

　なぜか白椿は頬を赤らめて嬉うれしそうにする。アホの子かな？

「思わない！　どんなセンスなんだよ、ありえねぇよ！　これで冒険者ギルドに帰ったら受付のお姉さんに『可憐にして高貴なる女神、白椿・オブ・ザ・ダークネス』って呼ばれるんだろ!?　一いつ緒しよにいたら恥はずかしいぞ、他人のふりするからな！」

「あ、秋斗さん……私は秋斗さんのことは尊敬していますが、その意見には同意できません！　素敵じゃないですか、オブ・ザ・ダークネス！」

「そうよそうよ。あたしも本名じゃなくて違うのにしたらよかったー」

　聖女見習いと神様ズのセンスは全く分からん。

　なんだ、俺が変なのか？　異世界を旅するには、このセンスを身につけなきゃならんのか？　心が折れるぞ。

「ん……うん……ここは……？」

　俺たちが騒さわいでいると、猫ねこ耳みみ少女が目を擦こすりながら起き上がった。

　ぼんやりした顔だが、痛がったり苦しんだりする様子はない。

　どうやらロレッタさんの回復魔術のおかげで、火傷は完治したようだ。

「おはようございます。ここはメゾン白椿の一○二号室。私のお部屋です！」

　ロレッタさんは『私のお部屋』という部分に力を込めて発音した。どうして自じ慢まんげなんだろう、この人。

「ああ、申もうし遅おくれました。私の名前はロレッタ・レインウォーターといいます」

「そ、そうか……ボクはエルニャ・バザード。冒険者だ」

　エルニャとは、これまた猫耳っぽい名前だ。

　しかもボクっ娘こ。属性てんこ盛りだ。

「ねえねえエルにゃん。君、女の子なのにどうして一いち人にん称しようが『ボク』なのー？　キャラ作り？」

　アルデリアさんがツッコミ始めた。

「ボ……ボクは女ではない！　ボクは伝説の冒険者エルビス・バザードの一人息子むすこ、エルニャ・バザードだ！」

「いやぁ、そう言われてもねー。あたしたち、あなたを着替えさせるとき裸はだかを見ちゃったし」

「なっ！」

　エルニャは慌あわてて自分の体を抱くが、もう遅おそい。

　というか、男装のつもりだったのか。確かにさっきまで着ていた服は男物だったけど、美少女過ぎて全く誤ご魔ま化かせていなかった。誤魔化そうとしていたこと自体に気付いてあげられなかった。なんか申し訳ない。

「ちなみに、あたしの名前はアルデリア。ほら、君たちも自己紹しよう介かい」

「俺は秋斗だ。このアパートの大家をしている。言っておくけど、俺は君の裸を見ていないから安心してくれ」

　俺がそう言うと、エルニャはホッと安あん堵どの息を吐いた。

　男だと言い張っていたのに、男に裸を見られるのは嫌いやとは。これは事情がありそうだ。

　しかし、その前に。まだ自己紹介していない奴やつが一人いる。

　さて、何と言うつもりだろうか。

「私は……」

　白椿は平らな胸に手を添そえて、ハキハキと名乗りを上げた。

「私の名は、可憐にして高貴なる女神、白椿・オブ・ザ・ダークネスよ！」

　うわぁ……言った。言いやがった。初対面なのにオブ・ザ・ダークネス言ったよ。

　それに対する現地住民の反応はっ？

「え、何それ……冒険者ネーム？　ダサッ！」

　まともだ！　やった！　俺は間違っちゃいなかった。

「え……ダサくないわよ！　格好いいわよ。ね、ね？」

　白椿はうろたえ、ロレッタとアルデリアを見る。

　しかしエルニャの断言があまりにも強きよう烈れつすぎたのか、二人とも表情を硬かたくしていた。

「……あのエルニャさん。オブ・ザ・ダークネスはそんなにもダサいのでしょうか？」

「ダサいに決まってるだろ！　しかもその前の『可憐にして高貴なる女神』って何事なんだ！」

「わ、私はこのアパートの付喪神だから本当に女神なのよ……！」

「そういう問題じゃない。冒険者ネームは本名じゃなくても許されるから仰ぎよう々ぎようしい名前の人もいるけど……ここまでのは初めて聞いたよ！　どこの世界のセンス!?」

　どこの世界だろう。少なくとも地球じゃない。

「あー、あたしも実はちょっとないなーと思ってたのよー」

　竜神様が裏切った。あんなに一緒に盛り上がってたのに、華か麗れいに手の平を返した。

　ひでぇ。神様同士の繋つながりはないのか。
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「わ、私も実は……」

「ロレッタ、あなたまで！　は、秋斗は裏切らないわよね!?」

「いや……俺は最初から一いつ貫かんして否定的だったじゃん？」

「うっ……もういいわ！　あなたたち本当にセンスがないんだから。オブ・ザ・ダークネスの名は、私が一人で後世まで残してみせるわ」

　こ、後世まで……!?

　無む駄だな努力だとは思うけど、白椿がそうしたいなら、それは個人の自由だ。

　俺は温かい目で見守ってやろう。

「まあ、あれだ。大丈夫。地球に帰ればお前以外にも、オブ・ザ・ダークネスを格好いいと思ってる奴がいるよ。だから……頑がん張ばれ」

「秋斗……あなた私を馬ば鹿かにしてるでしょ！」

「い、いや……そんなことは」

　あるんですけど。




※




　それからしばらくたっても、白椿は機き嫌げんが悪いままだった。

　ムスッとした顔で俺おれの膝の上に座すわっている。

「ところで皆……あのグリフォンを倒たおした腕うで前まえを見込んで頼たのみがあるんだけど……聞いてくれないか？」

　エルニャは改まって口を開いた。

「ぶしつけな願いだと分かっている。しかしボクには頼たよれる相手がいないんだ……」

「願いによるけど……基本的に俺たちは暇ひまだから、話くらいは聞くよ」

「ありがとう秋斗。願いというのは他でもない。ボクと一緒にラグナグル洞どう窟くつに潜もぐり、伝説の冒険者エルビス・バザードを捜さがして欲しいんだ」

　そう語るエルニャの顔は真しん剣けんそのもの。

　彼かの女じよにとっては、是ぜが非ひでも成なし遂とげなければならないことなのだろうとうかがえる。

　しかし、だ。

「誰？　そのエルビス・バザードって？」

　いくら深刻そうに言われても、俺たち、その人のこと知らないんだよなぁ。

「え、ええええ!?　一人で大型ドラゴンを倒した伝説の冒険者だよっ？　そして一年前、未攻略ダンジョン『ラグナグル洞窟』で行方ゆくえ不明になった、あのエルビス・バザードだよ!!」

「……知らん」

　そう断言すると、エルニャは顎あごが外れたんじゃないかというくらい口を開けて固まった。

　かつてロレッタさんに「聖女って誰？」と言ったときの反応を思い出す。

　けど、仕方ないじゃないか。俺たちはこの世界に来たばかり。常識すら知らない。

　それに大型ドラゴンを一人で倒したと自慢されてもなぁ。俺の隣には竜神様が座ってるんだぜ？

「そんな……お父さんの知名度は、たった一年でそこまで落ちてしまったのか……？」

「いや、そういうことじゃないと思うぞ。俺たち、この世界の人間じゃないし」

　それどころか、二名ほど人外が交じっている。

「この世界の人間じゃない……？　どういうこと？」

　俺は、今までの経けい緯いをざっと説明した。するとエルニャは疑うたぐり深ぶかい目で俺を見つめる。

「こことは違う世界から建物ごと飛んできた……？　そんな話をボクが信じると思っていたのか？」

「うーん……信じがたい気持ちは分かるけど……」

「秋斗くん秋斗くん。エルにゃんに、この世界に存在しないものを見せつけてやればいいんじゃないかなー？」

　おお、アルデリアさん、ナイスアイデアだ。

　窓の外には丁度いい感じに大きな岩があった。あれを標的にしよう。

「メゾン白椿ビーム、発射！」

　俺がスマホを操作すると、屋根の上から閃せん光こうがほとばしる。

　体育館くらいの大きさだった岩が、一いち撃げきで跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。

　相変わらず凄すごい威い力りよくだ。

「ほ、ほげえええ！」

　エルにゃん……じゃなかった。エルニャはギャグマンガみたいな顔で窓の外を見つめる。

「そして次はアルデリアさんだ！　竜神の威い厳げんを見せてください！」

「おっけーい！」

　アルデリアさんはノリのいい返事とともに窓から飛び出し、ドラゴン形態に変身する。グオオオオオンッと咆ほう哮こうを上げ、火を噴き、そして空を飛ぶ。

「よっしゃあ。次はロレッタさん。ミニスカナースに変身だ！」

「分かりました……って、ミニスカナースにはなりません！」

　ロレッタさんは顔を真っ赤にして床ゆかを叩たたく。

　なんてこった。ロレッタさんのミニスカナースをもう一度見たかったのに。

「ねえ秋斗。ミニスカナースとか言ってる場合じゃないわよ」

　俺の膝ひざに座ってムスッとしてた白椿だが、黙だまっているのに飽あきたらしい。仲間に入りたそうに見上げてくる。

「なんだ。白椿がミニスカナースになってくるのか？」

「そうじゃなくて。エルニャ、気絶してるわよ」

「え？」

　言われて初めて気が付いた。

　ビーム砲ほうと竜神様のダブルショックのせいか、白目になって泡あわを吹ふいている！

「ど、どうしよう……とりあえずロレッタさん。看病のためにミニスカナースになってください！」

「ならなくても看病はできます！」

　くそ、押おし切きれなかったか！




※




　そして一気に話を進めるが、俺たちは今、洞窟の中にいる。無論、エルニャの父親が行方不明になったというラグナグル洞窟だ。

　未み攻こう略りやくダンジョン、とエルニャは言っていた。

　それはつまり、未いまだ誰もラグナグル洞窟のボスを倒していないということだ。

「この世界はときどき、空の魔ま法ほう陣じんから光の槍やりが落ちてくるんだ。光の槍が落ちた場所にはダンジョンが構築され、モンスターはそこから湧わく。そのかわり、ダンジョンには多数のお宝が眠っているから、自分の土地に光の槍が落ちてくると喜ぶ人もいる。冒険者を呼べるから、町おこしもできるしね」

　エルニャは先頭を進みながら、この世界のことを説明してくれた。

　古本屋で買った本と一部、重なっている情報もあったが、おさらいとして丁度いい。

　ちなみに洞窟を照らす明かりは、ロレッタさんの杖から出ている。もっともそれは杖の能力ではなく、ロレッタさんのライティングという魔術だ。杖を光らせているのは、そのほうが格好いいかららしい。まあ、気持ちは分かるけど……ロレッタさんも結構おちゃめだよなぁ。

「どのダンジョンも、最深部にはボスと呼ばれる、強力なモンスターがいる。そいつを倒せば、ダンジョンから新しいモンスターが湧いてこなくなる。ボスを討伐したあとは雑魚ざこモンスターの掃そう討とう戦せんだ。普通はそれからゆっくりお宝を探す。しかし、このラグナグル洞窟は違う。ボスが強すぎて誰も勝てないんだ。だからここのお宝探しは、モンスターと戦いながらやる」

　そしてエルニャのお父さんは、ここに一年前に潜って、帰ってこなかったという。

　事故にあったのか。雑魚モンスターに囲まれたのか。他の冒険者にやられたのか。あるいは最深部まで行ってボスに負けたのか。

　理由は不明だが、とにかく帰ってこなかった。それが事実。

　エルニャのお父さんが、自分の力を過信して無む茶ちやをした、ということではなさそうだ。

　なにせ『伝説の冒険者』らしいから。

　エルニャのお父さんは、自分が最強クラスであることを自覚し、それと同時に、いくら強くても個人では不可能なことがあると知っていたという。

「……ボクはお父さんの跡あとを継つぎ、冒険者になった。自慢するわけじゃないけど、十五歳でＢランクというのは、そうそういない。あとは修しゆ行ぎようして強くなっていくだけだ。けれど、その前に……」

「本当にお父さんが死んだのか、それを自分の目で確かめないと先に進めない。そういうことね」

　エルニャの後ろを歩く白椿が、彼女の気持ちを代弁してみせた。

「……うん。皆みんなには関係ない話で申し訳ないけど、しばらく付き合って欲しい。『伝説の冒険者』が未帰還ということで、冒険者のほとんどが怖おじ気けづいて一緒に潜ってくれないし……お父さんの死体なんて贅ぜい沢たくは言わない……痕こん跡せきの一つでもあれば……」

「ちなみにエルニャ。君のお母さんは？」

「ずっと前に病気で死んだよ。お父さんとお母さんの墓は、並べて作った。けれど、お父さんの墓には何も埋うまっていない。だから、せめて遺品だけでも持ち帰りたいんだ。そうしたら、お母さんも寂さびしくないと思う」

「そっか……ごめん。辛つらいことを聞いちゃったな」

「いいんだ。昔の話だし……」

　洞窟に沈ちん黙もくが流れる。

　せめてモンスターでも出てくれたら、場の空気を誤魔化せるのに。まだ浅い場所のせいか、出てくる気配すらない。

　気まずいなぁと思っていたら、白椿がその空気を壊こわしてくれた。

「安心しなさいエルニャ！　あなたのお父さんの遺品なり何なり、私たちが見つけてあげるから。なにせ、せっかく買ったレイピアを使う機会がなくて、力を持て余しているのよ。むしろ望むところって感じかしら？」

　白椿はレイピアを抜ぬき、掲かかげてみせる。

　さっきまであんなに不ふ機き嫌げんだったのに。エルニャの生おい立たちを聞いたら、やる気が出てきたようだ。

「白椿……ありがとう」

「べ、別にあなたのためじゃないわよ！」

　ツンデレか！

「白椿ちゃん、いいところあるねー」

「や、やめてよアルデリア……私の頭を許可なくなでなでしていいのは秋斗だけなんだから！」

「ふぁぁ……白椿様、可愛かわいらしいです！」

「ほんと。流石さすがはオブ・ザ・ダークネスだよな」

「ちょ！　その名前をバカにしないで！」

　洞窟に白椿・オブ・ザ・ダークネスの悲鳴が響く。

　そんな半べその白椿を見て、エルニャがクスリと笑っていた。




「あ、ところでエルニャ。男装してたのはなぜなんだ？」

「え、それは……女だと冒険者の世界では実績がないと舐なめられるから……」

　これは割としょーもない理由だった！




※




　洞窟は果てが見えないくらい広い空間と、学校の廊ろう下かくらいの狭せまい場所の二種類があった。進むにつれモンスターの数も強さも増していく。

　そしてたまに宝箱が落ちており、中から宝石とか金貨とか、あるいは装備品なんかが出てきた。

「お、宝箱から髪かみ飾かざりが出てきた。これ白椿にやるよ」

　それはまさに『白椿』の花をかたどった髪飾りだった。誰に相応ふさわしいかなど悩むまでもない。

「ありがとう秋斗。けれど、なんか値札みたいなの付いてるわね……」

「本当だ。文字が書いてある」

「ふむふむ……これを装備したものは魅み力りよくが10上がる。またモンスターがメロメロになり一いつ斉せいに向かってくる……だ、そうです」

　魅力が10って何だ、その具体的な数値は。誰基準の好みだよ。

「へー、白椿ちゃんがモンスターを引きつけてくれるって？」

「頼んだぞ、白椿」

　アルデリアさんとエルニャは、期待の目まな差ざしで白椿を見る。

「し、仕方がないわね……私のレイピアの冴さえ渡わたりを見せてあげるわ」

　オブ・ザ・ダークネスさんは期待されると断れない性格なのか、集団の先頭に立ってズンズンと進んでいく。

　そのとき、洞窟の奥おくからカサカサカサと不気味な音が聞こえてくる。

「何でしょうか、この音……」

　ロレッタさんは杖つえから出だす光を強め、奥まで照らした。そこに照らし出されたものは……ドーベルマンほどもある巨きよ大だいなゴキブリの群れだった。

　カサカサカサ。カサカサカサ。

「きゃああああっゴキブリィィィィ！」

　白椿は悲鳴を上げて俺の後ろに隠かくれる。しかし、これは俺も怖い。普ふ通つうのゴキブリが一匹や二匹出てくる程度なら慣れているが、この光景は一人だったら失神ものだ。

　しかも髪飾りのせいで、ゴキブリたちは白椿に向かってくる。つまり俺に向かってくる。

「うおわぁっ！　こうなったら腹をくくるぞ。皆、ゴキブリを倒すんだ！」

「いやああああ！」

　俺は覚かく悟ごを決めて剣けんを構えたというのに、残る女子たちは金切り声を上げて逃にげていった。残ったのは背中にしがみついている白椿だけである。

「え、ちょ、ありえねぇ！　しかもロレッタさんがいないから明かりもねぇ！　くそ、ドラゴンブレス！」

　狭い洞窟の通路に炎の息を吐く。それは溶よう鉱こう炉ろじみた光となって、ゴキブリたちを火ひ達磨だるまにした、のだが。

「うぉいっ、何なん匹びきか燃えながらこっちに来る！」

　これだから単純生物は！　少しは熱さを感じろよ！

「白椿、技わざを借りるぞ！　アルティメットザンバァァァッ！」

　俺は剣を両手で握りしめ、そして横に思いっきり振り抜く。ただそれだけの動作だが、今の俺はアパートの加護を得た超ちよう人じんだ。音速を超こえた斬撃により、衝しよう撃げき波はが前方に伸のび、向かってくるゴキブリたちを叩き潰つぶしてしまう。

「ふぅ……何とか全滅させたな……白椿、もう大だい丈じよう夫ぶだぞ」

「ありがとう秋斗……けど今のはライトニングスラッシュよ？」

　知らねーよ、違いが分かんねーよ。

「秋斗くーん、もう終わったー？」

　そこにアルデリアさんたちが帰ってくる。

「終わりましたよ。全く、皆して逃げ出して……特にエルニャ。君のために洞窟に潜ったんだぞ」

「うぅ……済まない。だが、ゴキブリだけは……」

「そうですよね。ゴキブリは嫌ですよね。女の子なんですから仕方がありません」

　女の子の特権!?　あれだけ巨大になると男の子でも怖いよ！　俺を一人にしないでよ！

「まーまー。次はゴキブリだろうとムカデだろうと逃げないから、機嫌直して秋斗くん」

「本当ですか？　次に逃げたらアパートから追い出しますよ」

「それは大変です！」

　どうやら皆、心を入いれ替かえてくれたらしく、真剣な顔で歩き出す。

　ゲジゲジが現われるとアルデリアさんがドラゴンブレスで消し炭にし、ムカデが出たら白椿がアルティメットザンバーだかライトニングスラッシュだかで一刀両断……しようとしたのだがレイピアが折れてしまったので付つく喪も神がみキックで蹴けり殺した。

　そしてエルニャは流石プロの冒険者。白椿とは違い、華麗な剣けん捌さばきで向かってくるコウモリを尽ことごとく斬きり伏ふせる。

　ロレッタさんは「怪け我が人にんが出たら私が回復しますよ！」と気合いを入れているが、俺たち全員強いので、怪我人は出ない。残念。

「随ずい分ぶんと潜ったな……そろそろボスとか出ちゃうんじゃないのか？」

「うん……他のダンジョンだとそろそろだ。いつ出てもおかしくない。だから油断しないでくれ」

　エルニャの言葉で、俺は気を引き締しめた。

　今のところ、出てくるモンスターは気持ち悪いだけで、俺たちの敵じゃない。

　だがボスとなれば話が違うかもしれない。

　しかも俺たちが現在立っている場所は、今までになく広いエリアだ。ロレッタさんが杖の光を最大まで上げても、奥が全く見えないほど。

　何かが出てきそうな気配がプンプンしている。いや、プンプンというか……ゲロゲロという鳴き声が聞こえてくる。今度はカエルか。

　それにしても重低音のゲロゲロだ。

「あ、足元が揺ゆれてませんか……？　こう、巨大な動物が歩いているような感じで、ドスンドスンと……」

「あたしも同じこと考えてたわー。こりゃボスねー」

　やたらと低い鳴き声に、巨大な足音。それに続いて暗くら闇やみの奥から現われたのは、やはりカエルだった。

　ただし、その大きさは……どのくらいだ、これ。

　やべぇぞ、やべぇぞ。見上げると首が疲つかれる！

「ゲロゲロゲロッ！」

　ボスガエルは出現と同時に、白椿に向かって長い舌を伸ばしてきた。

「きゃあっ！」

　そうだ。あいつ、髪飾りのせいでモンスターに狙われやすいんだった。

「白椿様が食べられてしまいます！」

「任せろ！」

　俺は剣を構えて地を蹴った。そして白椿がボスガエルに飲み込まれる直前、その舌を切断し、白椿を抱だきかかえて離り脱だつする。

「あ、ありがとう秋斗」

「礼はあとだ。あのボスガエル、まだ追いかけてきやがる。白椿、その髪飾かざり外せよ」

「え、けど、せっかく秋斗にもらったのに……」

　何を可愛いことを言ってやがる。そんな場合じゃないのに。

「ん？　ちょっと待てよ。装備の効果を書いた札がついたままだな……もしかして、これをとれば……」

　俺は試ためしに、花飾りから札を千切ってみた。すると、どうしたことだろう。あれだけ熱心に白椿を追い回していたボスガエルが、急に興味を失い、こんどはロレッタさんやエルニャを追いかけ始めた。

「札なのっ？　髪飾りじゃなくて札の効果だったのか！」

　この世界、よく分かんない。もっと分かりやすくして欲しい。

「ドラゴン形態、変身！」

　暴れるボスガエルに、アルデリアさんが竜りゆう神じんの姿になって体当たりした。相撲すもうみたいにガッチリ組み合っている。怪かい獣じゆう映画の世界だ、すげぇ！

　どうやら力はアルデリアさんのほうが上らしく、ボスガエルは地面に叩き付つけられたり、脚あしを引き千切られたりと一方的に蹂じゆう躙りんされていた。だが、ボスガエルはどんな傷を負っても一いつ瞬しゆんで再生してしまう。なんと厄やつ介かいな相手だ。

「秋斗。あれは一撃で完全消滅させないと駄だ目めなタイプだ。ボスモンスターにはたまにそういう奴がいるんだ」

　エルニャが俺に走り寄ってきて、そう説明してくれた。

「けど、ドラゴン形態のアルデリアさんでも無理なのに、どうやったらあの巨大ガエルを完全消滅させられるんだ？」

「ボクに一つ考えがある。ボクのバザード家に代々伝わる必ひつ殺さつ技わざを使う。けど、それにはチャージが一分間必要なんだ。その間、ボクは動けない」

「俺たちが一分間、エルニャを守ればいいんだな？」

「うん。更さらに、あのアパートの屋根から撃うった閃光。あれも同時に当てて欲ほしい。そうすればあの巨きよ体たいでもひとたまりもないはずだ」

　そうか。俺たちにはメゾン白椿ビームがあったんだ。

「よーし。アルデリアさんにボスガエルを足止めしてもらって、その間に俺たちは飛んでくる破は片へんとかからエルニャを守る。そしてメゾン白椿ビームの準備もする……いけそうだな！」

　基本戦術が固まれば、あとはやるだけだ。気合いが入るぜ。

　エルニャは剣を構え、「はっ！」と気合いを入れる。すると刃やいばが輝かがやき始めた。これは魔ま力りよくか？　いや、同じく精神エネルギーだが少し違ちがうようだ。いってみれば、闘気。気合いそのものを刃に流して、攻こう撃げき力りよくに変へん換かんしているのだ。多分。

「ぎゃおお……」

　アルデリアさんから気合いの抜けた鳴き声が聞こえてきた。もしかして、無限に再生するカエルを相手にして疲れてしまったのか。

「ここは聖女見習いの出番！　おーい、ロレッタさん、ロレッタさーん」

「な、何ですかっ！　私はご覧のとおり、飛んでくる破片から逃げるので忙いそがしいです！　わ、わぁっ！」

　竜神とカエルが暴れるたび、天井がこすれ、地面が割れる。そのせいで当たったらシャレにならないサイズの岩が飛とび交かっていた。

「大だい怪かい獣じゆうたちの近くにいるから破片が多いんですよ！　こっちに来たらそれほどじゃないですから。つーか防ぼう御ぎよ結界張ればいいじゃないですか！」

「はっ、言われてみれば！」

　意外なアホの子っぷりを露ろ呈ていしたロレッタさんは、今いま更さらのように防御結界で自分を守りつつ俺たちのところに走ってきた。

「それで、私に用ですか!?」

「アルデリアさんが弱っているので、元気が出るよう祈いのってあげてください！」

「分かりました！」

　ロレッタさんは胸の前で両手を組み、目を閉じて祈りを捧ささげた。それが届いたらしく、アルデリアさんは「ギャオ――――ンッ」と張りのある咆哮を上げて暴れ始める。いいぞ、その調子だ。

「白椿。ロレッタさんに抱きついて、神様パワーを送り込むんだ」

「分かったわ」

　白椿がロレッタさんにしがみつくと、神の力が聖女見習いの体に染しみこんでいく。それは祈りを通して竜神へと流れ込み、戦局を更に有利にする。

　その間に俺はアパートを召しよう喚かんし、ビーム砲をボスガエルへと向けた。

「秋斗。ボクの準備は大丈夫だ」

「よし、こっちもオーケー。アルデリアさん、ボスガエルから離はなれてください！」

　俺が叫さけぶと、アルデリアさんはボスガエルを頭ず突つきで転がし、同時に大きく飛び退のく。

「今だエルニャ！　同時発射！」

「うん！　必殺、バザードブレイカァァァァアッ！」

　メゾン白椿の屋根から、岩山すら消し飛ばすビームが発射されると同時。

　エルニャの剣からも、負まけず劣おとらずの激しい閃光がカエルへと伸びた。

　その二つを同時に喰くらったボスガエルは、為なす術すべなく呑のみ込まれ、そして完全に消滅してしまった。

　さっきまでボスガエルがいた場所には、底が見えない巨大な穴が空いている。ちょっとオーバーキルだったらしい。




※




「ねえ皆、見てちょうだい。こんなところに横穴があるわよ」

　ボスガエルを倒したあと、俺たちはこの大空洞を見て回っていた。しばらくしたのち、白椿がそれを見つけたのだ。

　あのボスガエルがギリギリ通れるか否いなかという幅はばだ。十分広いのだが、大空洞に比べると小さく見えてしまう。

「ロレッタさん、奥を照らしてください」

「分かりました」

　ロレッタさんは杖を突つき出して、明かりを前方向に強くする。

　明かりは無数の骸がい骨こつを浮うかび上あがらせた。

「なっ！」

　全員が言葉を失う。

　なにせ、そこに転がっていた白骨の数は、十人や二十人分ではきかない。下手をすれば百人分はある。更にその奥には、剣や槍といった武器が山となって積まれていた。これもまた百人分ほど。

「まさかあのカエル……殺した冒ぼう険けん者しやの武器と骨をコレクションしていたのか……？」

　反吐へどが出るような発想だが、しかしそれ以外に目の前の光景を説明できなかった。

　負けたら俺たちも、ここに白骨になって転がり、そして武器を奪うばわれあの山の一部になったのだ。

「……あの剣は、まさか」

　エルニャは呟つぶやき、ふらふらと武器の山に近づき、中から一本の錆さびた剣を引ひき抜いた。

　その錆びを見つめるエルニャの目から、一滴てきの涙なみだが流れる。

「間ま違ちがいない。お父さんの剣だ」

　つまり、それは。

「お父さんはここであのカエルに負けたんだ」

　未攻略ダンジョンを攻略したすえに俺たちが得たのは、そんな結末だった。







第五章　流れで異世界の危機を救う感じ？







　エルニャの両親の墓は、田舎いなかの村にあった。

　洞窟で見つけた剣をその前に置き、肩かたを震ふるわせるエルニャ。

　俺たちは彼女にかける言葉を持ち合わせていなかった。

　だからそっと離はなれ、村の近くにアパートを出し、一○一号室で待機する。

「分かっていたこととはいえ、後味が悪いよなぁ……」

　白しろ椿つばきの膝ひざ枕まくらに寝ねそべり、俺は呟く。

「仕方がないわよ。エルニャだって覚悟の上でしょ。あとはあの子の問題」

「そうなんだけどさぁ」

　エルニャは最初から父親が死んでいると思っていた。それを確かめるために洞窟に潜った。そして、遺品を見つけたから墓に供えた。

　それだけの話。

　問題はどこにもない。

　第一、俺たちはいつまでもこの世界にいるわけではないのだ。飽きたらまた別の世界に行ってしまうような無責任な立場だ。それがエルニャのことを心配するなんて、思い上がりもいいところ。

「それでも心配です。いっときでも一いつ緒しよに戦ったのですから、気になるのは当然だと思います」

「けどね、ロレッタちゃん。やっぱり、あたしたちにしてあげられることは、もうないんじゃないかなー？」

「……そう、なんですけど」

　結局、結論はそうなのだ。俺たちは異世界転移なんて大層なことをして、神様も二人いて……だけど死者を生き返らせることはできない。

「皆。心配をかけた。ボクはもう大丈夫だ」

　俺たちが畳たたみの上でぼんやりしていると、そこにエルニャがやってきた。まだ少し目が赤かった。

「今回、お父さんの剣を持ち帰ることができたのは、皆のおかげだ。礼をさせて欲しいんだけど……ボクが持っているもので価値があるのは、この世界のお金くらいだ。一応、金貨を五百枚くらい持ってるけど、それでいいかな？」

「いや、いらないよ。俺たち、この世界にずっといるわけじゃないから。それよりもエルニャ。ダンジョンの大元である、空の魔法陣。あれが何なのか、誰だれが作ったのか、確かめたくないか？」

　俺はずっと気になっていた。

　ダンジョン内部にはお宝がある。しかしモンスターも数多くいる。わざわざ誘い込んで殺しているようなものだ。悪意しか感じられない。

「……そりゃ確かめたいよ。けど、空の上まで行くなんて誰にもできないじゃないか。ただの自然現象だとか、神様が人間に試練を与えているとか、色々言われているけど、答えは出ない」

　エルニャは達観したように言う。

　そうか。彼女にとって、空から光の槍が降ふってくるのは、生まれたときからの常識なのだ。多少は変だなと思うことはあっても、深く考えたりはしないのだ。

　だが俺は違う。空から光の槍が降ってくるなど、何か原因があるに決まっていると思ってしまう。

「空を飛んで、確かめに行こう」

「え？」

「突き詰めれば、エルニャのお父さんは光の槍に殺されたんだ。その元凶の正体を知りたいだろ？」

「そういう考えもできるかもしれないけど……けど、無理だよ。だって人間は空を飛べない」

「忘れたのか？　ここに竜神様がいるんだぞ」

　アルデリアさんがドラゴン形態になれば、俺たち全員を背中に乗せて飛ぶくらい楽勝だ。そして俺とロレッタさんで防御結界を張れば、風圧も防げるだろう。

「あたしもあの魔法陣は気になるなー。ちょっと一っ飛びして確かめに行こっかー」

「私も空の上というのが気になります。神様がいそうな気がします。聖女見習いとして見逃せません」

「秋あき斗とが行くなら、私はどこにでも付いていくわよ」

　というわけで、俺たちは行く気満々だ。

「エルニャはどうする？　たとえエルニャが行かなくても、俺たちは行くぞ」

　もともと趣しゆ味みで異世界転移している身だ。完全に観光気分。行きたいなと思ったら、それでもう行く理由には十分だ。エルニャの気持ちは必要ない。

　しかし、空の果てに、エルニャの父親の死に対する答えがあるのなら――。

「行く。ボクも連れていってくれ。なぜダンジョンなんてものがこの世界にあるのか……ボクは知りたい」

　これで決まりだ。

　俺たちは明日、空に行く。そこに待っているのが神なのか悪魔なのか、それともただの自然現象なのかは分からない。

　だが、確かめずにこの世界を去るなど、俺たちの好奇心が許さない。




※




　竜神アルデリアはその赤い巨体の背中に俺たちを乗せ、魔法陣を目指して飛び立った。

　俺とロレッタさんが張った防御結界のおかげで風圧を感じない。高々度の冷気も伝わらない。快適な空の旅だ。

　しかも、ちゃぶ台をクギでアルデリアさんの鱗うろこに打ち付けてあるので、それを囲んで談笑もできる。お腹なかが減ったときのために、お菓か子し、カップ麺めん、携帯コンロ、鍋なべ、水も持ってきた。準備は完璧である。

「うぅ……竜神様の背中にクギを打ち付けるなんて」

　ロレッタさんは罪悪感に涙を浮かべる。そのくせ、ちゃぶ台の上のお菓子はしっかり食べていた。

「グルルルル……」

　アルデリアさんは不満げな唸うなり声ごえを出す。しかしドラゴン形態なので何を言っているのか分からない。多分、俺おれたちの輪に交ざりたいのだろうが、今は我が慢まんしてもらうしかない。

「日本に帰ったら美味おいしいお酒をおごりますから、勘かん弁べんしてください」

「グルルル！」

　今度は機き嫌げんが良さそうだ。どうやら酒を飲ませておけば、この竜神様は何とかなるらしい。頭をなでればどうとでもなる白椿といい、神様というのは全員チョロいのか？

「ちょっと秋斗。失礼なこと考えてたでしょ」

「いいや、別に」

　俺は白椿の頭をなでる。

「な、ならいいけど……」

　うーん……チョロい！

「な、なあ秋斗……ボクはそのカップ麺というのが気になるんだが……一つくれないか？」

「いいぜ。エルニャはどれが食べたい？」

「その……緑のがいい」

　緑のは言うまでもなく天ぷら蕎麦そばのカップ麺だ。

「じゃあ私は赤いやつをもらおうかしら」

　白椿はビニール袋から赤いのを取り出す。無論、赤はきつねうどんだ。

「で、では私は黒いのを食べます」

　ロレッタさんが選んだ黒が豚カレーうどんなのは説明不要だろう。

「まあ待て。今、湯を沸かすから。白椿、エルニャにカップ麺の作り方を説明してやれ」

「分かったわ。さあエルニャ。まずはこの蓋を開けるのよ。あなたはサクサクなのとフニャフニャなの、どっちが好き？」

「……サクサクかな？」

「そう。だったら天ぷらはあと乗せね。大丈夫。優しく教えてあげるわ」

　うちのアパートの付喪神は猫ねこ耳みみ少女に、ドラゴンの背中で、カップ天ぷら蕎麦のテクニックを教えていた。変な光景だなぁ。

　なんてしみじみしている場合じゃない。お湯が沸く前に、俺も自分のカップ麺を選ぼう。

「あ！　なんだか分からないメーカーの安いやつしか残ってない！　なんで!?」

　この世界に来る前に、日本で結構買ったはずなのだ。それが残りたった一つ。それも冒険心で選んだ知らないメーカーのカップ麺。なぜ俺がこんなものを食べなければならぬのだ！

「ごめんなさい秋斗……昨日の夜食に食べちゃったの」

「いや、夜食にしたくらいでなくなるはずは……」

「今朝も食べたし……」

「え、今朝は俺がトースト焼いただろ。足りなかったのか？」

「だって育ち盛りだし」

「付喪神って沢たく山さん食べると育つのか？」

「……さあ……自信ないわ」

　じゃあ食費の無む駄だじゃないか。食べるならせめて大きくなれよ。あ、いや白椿が大きくなったら興醒めか？　妹的付喪神としてはマイナスだ。けど成長した白椿も見てみたいような。

「秋斗さん。お湯が沸騰していますよ」

「おわっ！　よし、皆、準備はいいか？」

「見れば分かるでしょ」

　俺はまず、白椿の赤いのと、ロレッタさんの黒いのにお湯を入れた。なにせこれは五分もかかるのだ。スマホで二分計ってから、エルニャの緑のやつと、俺のなんだか分からないのにお湯を入れる。そして三分後。全員のが完成だ。

「こ、この割り箸ばしというのが使い慣れないのだけど……」

「やっぱり、エルニャにはまだ無理か。そんなこともあろうかと思って、フォークを持ってきた」

「助かる……うん、これは美味しいなっ！　それにしても、お湯を入れるだけででき上がるなんて不思議だなぁ」

　生まれて初めてカップ麺を食べたエルニャだが、気に入ってくれたらしい。良かった良かった。ロレッタさんもカップ麺が好きみたいだし、これで二つの異世界に通用したことになる。もうどこの異世界に行ってもカップ麺で無双できるんじゃないか？

「ふふふ……やっぱり、この安臭い油揚げは最高ね」

　もともと日本の神様である白椿は、箸を器用に使って赤いうどんを食べている。しかし安臭いと言いつつ最高とか、やっぱこいつツンデレだな。

　そして俺の何だか分からないメーカーのは……うーん、何だか分からない味だ。美味しくない。さりとて吐はき出すほど不味まずくもない。まあ、こんなものか。安かったから許そう。

「ちょ、ちょっとロレッタ！　カレーうどんの汁を飛ばさないでよ！」

　突とつ然ぜん、白椿が悲鳴を上げた。

　その理由を俺も皮膚で感じ取る。ねちょっとした汁が、俺の顔にも飛んできたのだ。

「ごめんなさいごめんなさい。これでも気を使って食べているのですが……ちゅるちゅる。美味しいです！」

　ロレッタさんはもう箸の使い方をマスターしており、そこに問題はない。問題なのはカレーうどんだ。これは日本人であっても汁を飛ばさないで食べるのは至難のわざ。

　ゆえに当然の帰結として、俺たちに汁がスプラッシュ！

「う……ボクにもかかった……」

「ごめんなさい！　でも食べるのが止まらないんです！　美味しい美味しい……ちゅるちゅるちゅる」

　聖女見習いともあろうお方が、周りの迷めい惑わくも考えず、一心不乱にカレーうどんを食っている。なんという傲ごう慢まん。なんという悪逆。

「や、やめてって言ってるでしょ！　秋斗、二度とカレーうどんを買ってこないでね！」

「そ、そんなぁ……勝手に飛び散るんですよぉ……ごめんなさい。ちゅるちゅる」

「これだけ怒おこられても食べるのをやめない中毒性……カップ麺って恐おそろしいんだなぁ」

　なんて言いながら、エルニャも食べ続けていた。もう全員カップ麺中毒だよ。
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　そしてアルデリアさんは「ぐおおおん……」と寂しげに唸る。

　やはり交ざりたくて仕方がないらしい。

　だが、今ここに来るとカレーうどん汁が飛んでくるんだぞ。アルデリアさんが一番安全な場所にいるのだ。




※




　俺たちがカップ麺をほぼ食べ終え、ロレッタさんが飛び散らかした汁を拭き終えた頃ころ、ついに辿たどり着ついた。

　空を漂う魔ま法ほう陣じん。それを見下ろせる高度まで上がったのだ。

「え、ちょっと、魔法陣の上に島があるわよ!?」

　白椿がギョッとした顔で叫ぶ。

　そして俺たち全員が、似たような顔をしていた。

　なにせ、地上から見上げた魔法陣は、その背景の青空が透けて見えていた。島なんてなかった。

　しかし、こうして見下ろすと、確かに島が浮かんでいる。そこには森があり、山があり、川と湖があった。

「ラピュ○は本当にあったんだ！」

　俺はついつい叫んでしまう。が、誰も反応してくれなかった。ただ、こいつ何言ってるんだろう的な視線を向けてくるだけだ。

　寂さびしい……。

　俺はアルデリアさんの背中に穴を掘って潜もぐりたくなった。

「大丈夫よ秋斗！　ちゃんとラ○ュタの台詞せりふだって気付いてるから！　だから泣かないで！」

　十五秒ほどしてから、白椿がようやく反応してくれた。ふぅ、これでアルデリアさんの背中は守られたぜ。

「んじゃアルデリアさん。あの島に降りてください」

「ぎゃおおおん！」

　竜神様は浮遊島の湖畔に降り立った。俺たちが背中から飛び降りると、アルデリアさんは女性の姿になる。そしてググッと背伸びをした。

「んんっ……あーあ、疲れた疲れた。もう皆みんな、酷ひどいんだから。あたしの背中で楽しそうなことしてー」

「楽しくないわよ。ロレッタがカレー汁を飛び散らして大変だったんだから！」

「だってぇぇ……ちゅるちゅる」

　まだ食ってんじゃねーよ。

「もうカレーうどんの話はいいだろう。それよりも、この島が何なのか調べよう。ボクは魔法陣の上にこんなものがあるなんて聞いたこともない」

　エルニャのおかげで俺たちは正気に返り、カレーうどんから浮遊島へと意識を戻した。

「それにしても、地上から見たときは島なんて全然見えなかったのに。不思議だなぁ」

「多分、あの魔法陣には、この島を隠す術式が組み込まれていたんだろうねー。きっと、とんでもない秘密があるに違いないよー」

　アルデリアさんはワクワクした口調で言う。

　俺も、まさか島が出てくるとは思っていなかったので、非常に好奇心を刺激されている。

　探索したくてたまらない。

「まずは湖の周りから調べてみようか」

「待って秋斗。どうやらその必要はなさそうよ。向こうから親切に来てくれたみたい」

　白椿は上を見上げ、呟いた。

　そこには白いローブを着た天使が五人。戦闘機が編隊を組むようにしてこちらへ近づいてきた。全員が中性的な顔立ちで、男なのか女なのか分からない。背中に翼つばさが生え……そして頭には猫耳。そんな猫耳天使たちが、俺たちの前にゆっくりと降り立つ。

「……」

　天使たちは全員無言で、俺たちをジッと睨にらむ。

　そのまま誰も言葉を発することなく、数分の時が過ぎ去った。

「……何か言ってくれませんかね！」

「あ、申し訳ありません……なにせこの島に下界の方が来るのは珍めずらしいので、どう話しかけたらいいか分からなくて」

　天使の一人が呟いた。引っ込み思案か！

「えーと、それで皆さん。天界に何のご用でしょうか？」

「ここは天界なのか……まあ、名前はどうでもいいや。ダンジョンの発生源になっている光の槍やり。あれはこの島から落ちているってことで間違いない？」

「間違いありませんけど……誤解のないように言っておきますが、あれは我々の本意ではありません。むしろ何とか防ごうとしている立場です」

　猫耳天使たちは両りよう腕うでを上げて敵意がないことを示す。

「本意ではない？　それはどういうことなの!?」

　エルニャが一歩前に出て叫ぶ。

　なにせ彼かの女じよは父親がダンジョンで死んでいる。正直、俺たちの中で真しん剣けんにダンジョンのことを考えているのはエルニャだけだ。あとは野次馬根性でしかない。

「あなたは……？」

「ボクはエルニャ・バザード。伝説の冒険者エルビス・バザードの一人息子むすこだ！」

　エルニャは胸を張り、猫耳をピンと尖とがらせて名乗りを上げる。

　それを聞いた天使たちは顔を見合わせ、何やら驚おどろいている様子だ。

「エルビス様の娘むすめさんですか……？」

　一人息子と名乗ったのに娘とバレている。哀あわれ。

「そ、そうだが……あなたたちは父を知っているのかッ？」

「知っているも何も……ああ、しかし、そうですか。確かに彼かれの娘なら、ここまで辿り着くのも無理はないかもしれません。ならば、どうぞこちらへ。神の家へご案内します。そして、あの光の槍が何なのか。全すべて説明しましょう」

　そう言って天使たちは俺たちを先導する。

　さて。この先に待ち構えているのは罠わななのか。それとも本気で俺たち、というかエルニャを歓かん迎げいしているのか。全ては行ってみなければ分からない。

　もし罠だったら……そのときはメゾン白椿の総力を上げて戦うまでだ。
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　天使たちは神の家と言っていたが、実際には家ではなく城だった。

　城を守るように何人もの猫耳天使たちが飛び交い、そして城門の前にも、中の廊ろう下かにも猫耳天使がいた。

　そして案内されたテラスには、立派な六枚の翼を生やした猫耳さんがいた。これも中性的な美形で、性別が分からない。だが他の天使とは明らかに雰ふん囲い気きが違う。

「神様。侵しん入にゆう者しやの方々をお連れしました」

「ご苦労、下がってよいぞ」

　どことなく白椿やアルデリアさんと似たものを感じると思ったら……やはり、この人が神様だったか。

「さて侵入者たちよ。なにゆえに天界へと来たのか……と本来なら尋ねるところだが、その前にハッキリさせたい。そなたたちはもしや、異世界から来たのではないか？」

　流石さすがは神様。一目で見抜かれてしまった。

「もう隠してもしょうがないし、これ取っちゃうか」

「そうね。邪じや魔まだし」

　俺たちは猫耳カチューシャと尻尾しつぽを外した。

　それを見た神様は「やはりな」と頷うなずく。

　だが、エルニャだけは俺たちを見て慌てふためいた。

「え、それ外れるの!?　耳と尻尾、外れちゃうの!?」

「なんだよエルニャ。俺たちが異世界から来たのは教えただろ？」

「それは聞いたけど……耳と尻尾が取れるなんて聞いてない！」

　そんなに慌てるようなことかな？　けど、猫耳と尻尾があるのが当たり前の世界では、それがない人間がいるというのが驚きなのだろう。俺だって頭部がない異世界人とか出てきたら腰こしを抜かす。

「今から十万年ほどの昔。この城に『異世界の神』を名乗る者が来たことがある。その者は様々な世界を渡わたり歩き、見聞を広めていると言っていた。その者とも気配は違うが……そなたたちからは、我が世界の者とは明確に違う気配がある。そして、そこの二人は我と同じく『神』であるな？」

　猫耳の神様は、白椿とアルデリアさんを見て言った。

「ええ、そうよ。けど、あなたに比べたら私の神格はかなり落ちるかしら？　私はしょせん、アパートの付つく喪も神がみに過ぎないから」

「んー、あたしも山一つを護っていただけだしねー。あなた、この世界の創造主か何かでしょー？」

「いかにも。この世界は我われが五十億年前に創造した。だが、我がなぜ生まれたのかは分からぬ」

　おお、何か凄すごい神様だぞ。偉そうな六枚の翼は伊達だてじゃない。

「そ、創造主様でしたか！　様々な神様に出会ってきましたが、創造主様は初めてです。ああ、申もうし遅おくれました。私はロレッタ・レインウォーター。神職の端くれです。ぜひ祈らせてください」

　ロレッタさんは神様の前に跪ひざまずいて祈り始めた。

「ほう。そなたの祈りは心地ここち好よい。神職としての才能に恵めぐまれているようだ……そして青年よ」

　神様は最後に俺を見た。さて、どんな評価を下されるのか。

「……よく分からんな」

　創造主に『よく分かんない奴やつ』呼ばわりされた！　おぉぉぉん、ショックだぞ！

「いや、貶けなしているのではないぞ。我の目を以もつてしても底が見えぬのだ。青年、そなたは様々なものを引きつける不思議な力があるようだな」

「はあ……すでに色々いますからね」

　付喪神に、聖女見習いに、竜神様に、猫耳冒険者だ。多分まだ増える。

「ところで猫耳の神様。俺たちがここに来たのは、光の槍がなぜ空から落ちてくるか。その理由が知りたいからです。特にこのエルニャは、ダンジョンで父親を亡くしている。天使さんに聞いたんですが、この島が発生源らしいじゃないですか。なんだってあんなものが……」

「ふむ……いらぬ混乱を避さけるため地上の民たみには隠していたが、ここまで辿り着いたそなたらには教えても問題なかろう。そもそもあれは――」

　と、神様が説明を始めようとした瞬しゆん間かん。

　テラスに一人の男が入ってきた。猫耳だが、背中に翼がない。年ねん齢れいは四十歳さいほど。

「なあ神様。天使に聞いたんだが、俺の娘が来てるんだってっ？」

　彼はそう言ってから、エルニャに視線を向ける。

「おおおおっ、エルニャ！　一年ぶりだな！　どうやってここまで来た！」

「え……お、お父さん!?」

　なんとその男は洞どう窟くつで死んだはずの、エルニャの父親だったのだ。
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「お父さん死んだはずじゃ……え、だって洞窟にお父さんの剣けんが落ちてて、あ、あれ？」

　エルニャはパニックになっており、口をパクパクさせて父親を指差した。

　実際、俺だって死んだ両親がこうやって現われたら同じ反応をするだろう。

「あの剣な。洞窟でもっといい剣を見つけたから捨てたんだよ。いやぁ、ごめんなエルニャ。一年も帰らなかったから心配しただろ。けど、これには事情があるんだよ」

　死んだはずのエルニャパパは妙みようにノリが軽い。

　そんな父親を見てエルニャは「はぁ……」とため息をつく。

「どうやら本物のお父さんみたいだ……じゃあその事情を説明してよ。ボクはお父さんが死んだと思って、ずっと悲しかったんだよ！」

「本当に悪かった。けど、お前はしっかり者だから、一人でも大だい丈じよう夫ぶだと思って。それに、俺が天界にいるのは、自分の意志じゃない。どうにもならなかったんだ」

　そう言ってエルニャパパは、腰に提さげた剣をカチャリと鳴らす。

　宝石や黄金で装飾が施された美しい剣だった。しかも、こうして見ているだけで、強い力を持っていると感じ取れるほどの名剣。

「こいつを手に入れて。そんで洞窟の最深部に行って、あのボスガエルと戦おうとして剣を抜ぬいた途と端たん、なんか光に包まれてな。気が付いたら、ここにいたんだ」

「じゃあ、その剣が原因ってこと……？　何なの、その剣……」

　エルニャが口にした疑問には、神様が答えた。

「それは私が作った『勇者の剣』だ。勇者に相応ふさわしい者が手にすると、天界に転送される仕組みになっている。私は勇者がいつか現われると信じて、ダンジョンの奥おくにそれを隠したのだ」

　えらくややこしいところに隠したもんだな。まあ、あのくらいのダンジョンに潜れない奴は、はなから勇者の資格がないということなのだろう。

「しかし、何だって勇者が必要なんですか？　年頃の娘を持つ父親を一年も拘こう束そくしなきゃいけない理由って何です？」

「鋭い質問だ、青年よ。実はな……我と天使たちで封印した破は壊かい神しんが、復活しようとしているのだ」

　破壊神とはまた仰ぎよう々ぎようしい言葉が出てきたなぁ。

　俺はチラリと白椿の横顔を見た。ああ、やっぱり嬉うれしそうに半笑いになってる。

　流石はオブ・ザ・ダークネスさんだ。厨ちゆう二にマインドが刺激されているらしい。

「その破壊神を倒たおすために勇者が必要だと？」

「倒すのは……今のところ不可能だ。復活を食い止めるので精せい一いつ杯ぱい。それすら天界の力だけでは足りなくなり、勇者を呼び寄せたのだ」

　神様は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で言う。







　神様いわく――。

　破壊神とは、一万年ほど前にこの世界に発生したバグのようなもので、創造主にすら制御不能な存在らしい。

　破壊神はこの世界を自分の結界で塗りつぶし、新しい世界を創造しようとしている。

　無論、そんなことは許さない。

　かつて神様は天使たちを率いて、破壊神と戦った。そして辛かろうじて勝利し、天界の魔法陣の中に封印することに成功した。が、その戦いで天使の数は三分の一以下となり、更さらに神様も力の大半を失ってしまった。

　それでも破壊神さえいなければ問題なかったのだが……二千年ほど前からジワジワとその封印が解け始めたのだ。

　魔法陣から破壊神の一部が顔をみせるたびに、神様と天使たちは戦い、それを倒した。倒した破壊神の破は片へんは、光の槍となって地上へと逃亡していく。そして光の槍はダンジョンとなり、モンスターを吐き出だして地上を破壊し、そして体内のお宝で人間を釣って殺す。

　しかし地上でダンジョンになっているとはいえ、少しずつ破壊神を殺しているのは確かだ。いずれは完全に殺せるはず。

　神様たちはそう思っていた。

　ところがここ十年の間に、破壊神が封印を破ろうとする力が急速に増しているらしい。

　もはや天界の戦力が力不足になるのは明白。

　そこで神様は、地上の人間に目をつけた。ごく稀まれに人間の中から、神や天使を凌りよう駕がする戦せん闘とう力りよくを持った『勇者』と呼ばれる者が生まれるのだ。







「その勇者が俺だったんだなぁ」

　エルニャパパはしみじみと言った。

　だが、しみじみとしている場合ではない。神様の説明を聞く限り、この世界はかなりの大ピンチだ。下手をすれば滅びてしまう。

「えっと……世界の運命、大丈夫なんですか？」

　俺は恐る恐る尋たずねた。すると神様は悲しそうに首を横に振ふった。

「勇者が加わったおかげで、今のところは戦いが楽になった。だが、それは延命措置に過ぎない。おそらく、いつか限界を迎える。そうなれば天界は滅び、地上は蹂じゆう躙りんされ……そして破壊神は新世界を創り、新たな神として君臨するだろう」

　予想していたとおり、深刻な答えが返ってきた。

　しかし、まだ絶望には早いだろう。

　さっき神様が言っていたように、破壊神が顔を出すたび、少しずつ殺しているのだ。

　それに、かつて封印に成功したという実績もある。

「いっそ、封印を完全に解いて、一気に勝負を決めたらどうです？　このままじゃジリ貧ですよ。エルニャのお父さんだって、力が強くても寿命は人間なんでしょ？　今の状態がいつまでも保もたないのは、神様が一番よく分かっているはずです」

「それはそうだが……一万年前の、天界が最も強かったときですら苦戦したのだ。現状の戦力では……」

「けど、破壊神だって相当に削けずられているはずです。それに今は、俺たちがいるじゃないですか。もしかしたら一万年前よりも戦力増強かもしれませんよ」

「そなたら、協力してくれるのか!?　確かに異界の神々の力を借りることができれば心強いが……」

「当然ですよ。な、皆」

　俺は何の疑問も持たず、白椿たちを見る。

「そうねぇ。世界が一つ滅びるかもってのを見て見ぬふりは、目覚めが悪いわ。この世界、楽しいし」

「あたしたち、せっかく冒ぼう険けん者しやギルドに登録したのに、全然クエストやってないしね。もったいないじゃん？」

「聖女の役目は神へ祈いのりを捧ささげること以上に、人々を守ることです。ならば世界を守るのも当然です！」

「……ボクは元々この世界の人間だ。その世界のために戦うことに理由はいらない。それに、お父さんが今まで天界で戦っていたと聞いて、とても誇らしい気持ちになったんだ。ボクにも手伝わせて欲ほしい！」

　うん。想像していたとおり、全員が迷いなく頷いてくれた。

　このノリこそメゾン白椿だ。伊達と酔すい狂きようで世界を救ってみせるぜ。
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　破壊神と戦うにあたり、俺には一つアイデアがあった。

　それはカタログに載のっていた『空間破は壊かい砲ほう』を使うことだ。名前からして最強感がある。なにせ空間ごと破壊してしまえば、防ぼう御ぎよ力りよくなんて関係ない。相手が誰であろうと一いち撃げき必殺だ。

　しかし空間破壊砲を作るには、一万ポイントも必要だ。そして現在の残ポイントは３。まったく話にならない。

　ならば住人を増やしてポイントを溜めればよいのだ。

　天界には創造主である神様や、その配下の天使たちが大勢いる。彼らを住人にして、それでも足りなければポイントで部屋を増やして、どんどん入居させる。

　まず、神様を入居させた段階で一気にレベルが七千も上がってしまった。そして天使一人につき、更に50ずつ加算されていく。

　天使を四人入れたところで満室になってしまった。だが、10ポイント使えば、部屋を一つ増やすことができる。それを使って九十室増やし、天使を限界まで入居させることにより、増築ポイントは一万を突破した。

　最初からあった部屋と合わせて、九十八室。切りが悪いのでもう二部屋増やして、合計百室。追加したところにはエルニャと、その父親に住んでもらう。

　これで俺の大家レベルは一万九百八十だ。

「それにしても……メゾン白椿も大きくなったものだ」

　元々は一階につき四部屋の二階建てだった。それがいまや、一階が十部屋の十階建てという巨きよ大だい構造物と化している。

「ふふ。私はメゾン白椿の付喪神。つまり、私が大きくなったのと同じね」

　白椿はアパートを見上げながら、誇ほこらしげに言った。その理屈は正しいかも知れないが、白椿は相変わらず幼女である。

「よーし。それじゃ早さつ速そく、空間破壊砲を生やすか。ポチッとな」

　俺がスマホを操作すると、アパートの壁かべから巨大な大たい砲ほうがズゴゴゴゴと伸のびてきた。

　アホみたいに大きい。大和の主砲くらいあるんじゃないだろうか。大和の実物を見たことないけど。

「ねえねえ秋斗。『この空間破壊砲は一日に一発しか撃てません』って書いてあるわよ。破壊神の動きを止めて、必中を狙わないと」

　スマホを覗き込んだ白椿が、その注意書きを読み上げてくれた。

「オーケー、分かった。神様、聞いてのとおりです。俺たちで破壊神の動きを止めましょう。封印を解いてください」

「分かった……正直、まだ迷っていたのだが、いい加減に腹をくくろう。どのみち、いずれ滅びる世界なら、そなたらに賭けることにする」

　今、俺たちがいる場所は、神の家から遠く離はなれた天界の最果てだ。

　そこは石いし畳だたみが敷き詰められており、巨大な魔法陣が描えがかれていた。これこそが破壊神を封印している場所である。

　その魔法陣を取り囲むように、メゾン白椿、ドラゴン形態のアルデリアさん、神様と天使たち、エルニャとその父親、そして俺が配置されている。

　ロレッタさんと白椿は、俺たちに比べると戦闘力に劣っているのでアパートの中で待機だ。二人にはアパートの制御とか、祈りで神様の強化とか、そういった後方支援で頑がん張ばってもらう。

「封印……解除！」

　神様の声が空間に広がっていく。

　その刹那、魔法陣から魔ま力りよくが吹ふき上がり、稲いな妻ずまが発生する。

「なんつー禍まが々まがしい気配だ……」

　魔法陣が刻まれた石畳が割れる。その亀裂から黒い影かげが空へと伸びていき……そして大爆発が起きた。

　熱波と爆風が吹き荒れ、俺たちの視界を塞ぐ。

　それでも何とか目を開けて空を見上げると、そこには巨人が浮うかんでいた。

　四枚の黒い翼。紫色の皮膚。悪魔じみた相貌。十メートルを超える巨きよ体たい。

「ＧＵＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮ！」

　どこか位相のずれた次元から聞こえてくるかのような、人外の雄お叫たけび。

　これが破壊神か。なるほど怪物だ。

　しかし、絶対に勝てないということはないはずだ。

　これは思い上がりではない。とてもではないが、世界を一つ滅ぼすだけの力を持っているようには見えないのだ。そう俺に思わせるほど、奴は弱体化している。

「久シブリダナ創造主ヨ……」

　喋しやべった!?

「ああ、本体とこうして相対するのは一万年ぶりか。なるほど賭けに乗ってよかった。今のお前なら、我らでも勝ち目がある」

「呆ほうケタカ、創造主。タトエ体ヲ切リ刻マレヨウト、天界ノ戦力ナドニ負ケルモノカ」

「お前こそ眠りが永すぎて、目が悪くなったらしいな。ここには異界の神もいるのだ」

「同ジ事ヨ……我ハ破壊神。貴様タチヲ殺シ、ソシテ地上ニ墜おチタ我ガ破片ヲ回収シ、世界ヲ滅ボシテクレル」

　破壊神はＲＰＧのラスボスのような台詞を吐く。独創性の欠片かけらもないが、別に俺たちを楽しませるために語っているわけではないから、仕方がない。

　こちらとしても奴と仲良く会話する意味もなく、よって問答無用の攻こう撃げきだ。

「ギャオオオオン！」

　まず一番手はアルデリアさんだ。竜りゆう神じんの体は破壊神よりなお大きい。その巨体を利用して真正面から噛みついた。

「小こ賢ざかシイ！」

　だが破壊神の名は伊達じゃない。迫せまる竜神の牙きばを、パンチ一発でへし折ってしまう。

「ギャアアアアン！」

　牙を折られたアルデリアさんは、涙なみだを浮かべて逃走する。しかし、おかげで破壊神の動きが一いつ瞬しゆん止まった。ならば次に取るべき手は無論、攻撃の続行だ。

「必殺、バザードブレイカァァァァアッ！」

　その技わざを放ったのは一人ではない。エルニャと、そして父親だ。

　光る刃やいばが二本、親子の手元から伸びて破壊神を強襲。

「グッ！」

　両の肩かたに刃を受けた破壊神は、苦く悶もんの表情を浮かべる。しかし、それだけだ。致命傷には程ほど遠とおい。

「いいぞ、勇者とその娘よ。次は天界の意地を見せてやろう。天使たちよ、我に続け」

　神様の号令とともに、天使たちは一いつ斉せいに魔力を練り上げる。

　それは天の一カ所に集中し、神様と天使の魔力を乗せた落雷が、破壊神に降りそそいだ。

「オオオオ！　コンナ物オオオッ！」

　これほど攻撃が集中しているというのに、破壊神はまだ落ちてこない。四枚の翼で飛んだままだ。

　それどころか、目から光線を放ち、俺おれたちに攻撃してくる。

「うおっ！」

　破壊神の光線がエルニャの父親に迫る。

「危ないお父さん！」

　しかし、ギリギリのところでエルニャが、光線をバザードブレイカーで迎撃した。

　そして、復活したアルデリアさんがドラゴンブレスを破壊神にぶつける。

「次は俺だな！」

　なにせ俺はアパートの住人のスキルを全て使うことができる。贅ぜい沢たくに使えるだけ使ってやるぜ。

　まずは口からドラゴンブレス。それから神様と天使の真似まねをして落雷。お次に剣を構えてバザードブレイカーを伸ばす。

「バ、馬ば鹿かナァ！　コレホドノ技を同時ニ使ウナドッ!?」

　俺が出したバザードブレイカーは、破壊神の胸に深々と突つき刺ささる。これでもう奴は飛んで逃にげることもできない。

　ゆえに――。

「白椿、今だ！」

「エネルギー充じゆう填てん、百二十パーセント！　空間破壊砲、発射ッ！」

　白椿は律儀にあの台詞を叫さけんでから空間破壊砲を撃うつ。

　しかも効果音がちゃんと『ピーピーピーピピピピピヒピピピピヒッピシャァァァン！』と偉えらい人に訴えられそうなレベルで再現してあった。

　……この付喪神、どこで覚えてきたんだ？

　なんて呆れている場合じゃない。なにせ俺たちは『対ショック対閃せん光こう防ぼう御ぎよ』をしていないのだ。よって初めてメゾン白椿ビームを撃ったときと同じように「目が、目がァッ！」となってしまう。

「おいこら白椿！　百二十パーセントよりも大切なことがあるだろうが！」

「私はちゃんとサングラスをかけてるから大丈夫よ」

　お前だけだろうが！

「わ、私もかけてますよ！」

　聖女見習い、お前もか！

「で、どうなんだ白椿。俺はまだ視界がハッキリしないから見えないんだが……破壊神はどうなった？」

「そんなの気配で分かるでしょ。完全消しよう滅めつよ。跡あと形かたもないわ」

　確かに、あれほど禍々しかった破壊神の気配がどこにもない。

　だが、この目で確かく認にんするまで、俺は安心できなかった。

　そして数秒後。目が元に戻もどる。そこには驚きの光景が広がっていた。

　破壊神だけでなく、魔法陣が描かれていた石畳まで消滅していたのだ。それどころか、島が抉えぐれ、下に広がる雲海が見えている。
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　……これ地上で撃ったら駄だ目めな奴だ。大陸とか一発で消すタイプのあれだ。

「勝ったのだな？　我々は破壊神を封印ではなく……完全に倒したのだな？」

　創造主ともあろうお方が、声を震ふるわせて呟つぶやく。

　しかし無理もない。ほとんど滅びることが確定していた世界が救われたのだ。

「異世界の者たちよ。勇者とその娘よ。それから天使たち……この世界の神として、礼を言う。ありがとう」

　創造主に頭を下げられるのは生まれて初めてだ。まいったぜ。







第六章　後日談的な







　破壊神を倒したあと、俺たちは天界でお祭りを開いた。

　流石さすがに創造主は遠くから見守っているだけだったが、天使たちはドンチャン騒さわぎに加わってくれた。

　そしてアルデリアさんの「ビール持ってこい！」の一言で、俺だけ一度日本に帰り、車に積めるだけのビールを買って持ち帰った。あと、適当なつまみとか。カップ麺めんとか。

　俺が天界に帰ってきた時点で、なぜか酔っ払いが沢たく山さんいた。

　なにやら天界で作った葡ぶ萄どう酒しゆを飲んだらしい。

　そこに日本のビールが加わったものだから、もう収拾がつかない。

「あはははは、葡萄酒美味おいしい！」

「うへへへへ、ビールも美味しい！」

　中性的で美しい天使たちがそんなことを言いながら、ベロンベロンのグダングダンになっている。

　うーむ……面白おもしろいんだけど、あんまり見たくなかった。なんか端っこのほうで創造主が青筋を立てている。しかし、今日は祝いの日なので、怒おこるのを我が慢まんしているのだろう。いい神様だなぁ。

「秋あき斗とぉ……あなたも飲みなさいよぉ……」

「えへへ秋斗さぁん……酔った私って色っぽいですか？　色っぽいですかぁ？」

「ちょ、お前らも飲んでるのかよ！　特に白しろ椿つばきはやめとけよ。お前、体は子供だろうが！」

「なによっ、わたしのさけが飲めないってわけぇ？」

　駄目だ。完全に酔っ払っている。

「分かった分かった。とりあえずお前はアパートに帰って休もうな。話はそこで聞いてやるから」

「ふにゃぁ……秋斗すきぃ……」

　もう支離滅裂だ。どうしよう。

「秋斗さぁん……私はどうしたらいいですかぁ？　私も秋斗さんがしゅきれすよぉ」

　普ふ段だんは真ま面じ目めなロレッタさんだが、今日は周りに流されたのか、ぐでんぐでんだ。

　呂ろ律れつも回っておらず、もはや何を言っているのか聞き取れない。

　ふらふらしながら俺に抱だきついて、おっぱいをムニッと押おしつけてきた。

　おお、柔やわらかい！

　大変嬉しいが、しかし白椿の介護をするには邪魔だ。

　残念だが、このおっぱいを堪たん能のうするのは次の機会にしておこう。

「ロレッタさんはその辺で飲み続けたらいいじゃないですかね？」

「ふぁい……秋斗さんは私より白椿様を選ぶんでしゅね……分かりましたぁ。天使様たちぃ、飲みましょう飲みましょう、ヤケ酒でしゅ」

　ロレッタさんは聖女見習いのくせに、ビール缶を持って天使の集団に走っていく。いや聖女見習いだからこそ天使と一いつ緒しよに酒を飲むのが正しいのか？　よく分からん。

　というか、酔っ払いたちのことはどうでもいい。

　俺は白椿のお世話をしないと。

「ほら、しっかりしろ」

　俺は白椿を一○一号室まで運び、布ふ団とんの上に降ろす。酔った付喪神様は、ふにゃふにゃした顔で俺を見上げていた。

「とりあえず水を飲め」

「ありがとう……」

　白椿は俺が差し出したコップを受け取り、一気に飲み干した。冷たい水のおかげで多少は酔いが覚めたのか、呂律がまともになってきた。

「横になって休んでろよ」

「そうするわ……ねえ秋斗。服を脱がせてよ」

「自分で脱げよ。つーか、別に服のままでもいいだろ」

「えー、ダルいし。あなたに買ってもらった服がしわになるのも嫌いやだし」

「自堕落な付喪神だな、お前は」

　いくら知った仲とはいえ、相手は女の子。裸はだかはマズイ……と一瞬思ったが、よく考えたら俺らは毎日一緒に風ふ呂ろに入っていた。特に問題なかろう。

　俺はささっと白椿の服を脱がせ、代わりにパジャマを着せる。

「ありがとう、秋斗」

「んじゃ、ゆっくり寝ねとけ」

「……ねえ。私が寝付くまで一緒に横になってよ」

「子供か、お前は」

「そうよ、子供なのよ。知らなかったの？」

　開き直りやがって。そんな可愛かわいく甘えられたら断れないじゃないか。この妹的付喪神め。卑怯だぞ。

「仕方ないなぁ」

「ふふ、優やさしい秋斗は好きよ」

　俺が布団に潜もぐり込むと、白椿はぴったりとくっついてきた。甘い香かおりが俺の鼻に流れ込む。相変わらず、温かくて柔らかくて小さかった。

「……酔っ払いのくせに意外と酒臭くないな」

「だって三百五十ミリ缶を半分くらいしか飲んでないから」

「それであんな状態になってたのかよ」

「初めてお酒飲んだから……」

　白椿はバツが悪そうに呟く。

「お前、もうアルコールは禁止な」

「そうね。でも、酔うと秋斗が優しくしてくれるから……どうしようかしら」

「酔わなくても優しいだろ、俺は」

「そうかしら？　結構いじわるよ。そういう秋斗も好きだけどね」

「ほほう。どのくらい俺を好きなんだ？」

「うーん……このくらい！」

　そう言って白椿は俺の胸に顔を埋うずめてきた。

　ついでに「お兄ちゃん大好き」とか言ってくれたら百点なのに。

「ほら、なでなでしなさいよ」

　白椿は生意気なことを言ってくる。

「付喪神様のご命令とあらば」

　俺の手が白椿の髪かみの間を滑っていく。この世のどんなものよりも手て触ざわりがいい銀色の糸。

　これは百二十点をあげてもいいな。

「私、秋斗になでられるときが一番幸せ。ずっとこうしていたいくらいあなたが好きよ」

「俺もお前をなでるのは嫌きらいじゃないよ」

「ありがとう。じゃあ、もうしばらくこうしていなさい」

　白椿の台詞せりふは命令形なのに、しかし声色は懇こん願がんするような甘えるような、とにかく可愛らしいものだった。

「ねえ、秋斗……」

「ん？」

「ありがとう」

「……なんだよ、急に」

　今までの流れと無関係に飛び出した感謝の言葉に、俺は面食らう。頭をなでたことに対する礼？　だが、それはさっきも聞いた。なら、これは何に対する言葉だ？
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「秋斗のおかげで、このアパートに沢山の人がやってきたわ。誰だれもいないアパートの付喪神なんて、耐えられないもの。私、今、凄く幸せなの」

「……なんだ、そんなことか。別に俺のおかげってわけじゃないだろ。異世界転移は白椿の能力なんだから。むしろ俺のほうこそ、白椿のおかげで楽しい体験ができて幸せだよ」

「私だけの力じゃないわ。前にも言ったけど、これは私と秋斗の力なの。秋斗がいなかったら、私は何の力もない木造アパートの付喪神に過ぎないのよ。こんなに色々できるのは、あなたにキスをしたおかげ」

　ああ、そうだ。こいつ、初めて現われたとき、俺にのしかかっていきなり唇くちびるを奪いやがったんだ。

「ファーストキスだったんだぞ。どうしてくれるんだ。酷ひどい奴め」

「あら、大変。責任もって、一生あなたのそばにいるから許してね」

　白椿はイタズラっぽく微笑ほほえんだ。




※




「天使たちがここまで羽目を外しているのは初めて見たなぁ」

　お父さんはテラスから城の庭を見下ろして、楽しげに言った。

　それからボクへ振り返かえり、そして頭にポンを手を乗せてきた。久しぶりに味わう、お父さんの大きな手だ。

「もう、ボクは子供じゃないのに」

「とか何とか言って、嬉しいくせに」

　うん。お父さんはボクのことはお見通しらしい。そりゃ、一年くらいじゃお互たがい、そんなに変わらないよね。

「ん？　少し背が伸びたか？」

「うん、背は伸びたよ」

　それでもかなり小こ柄がらなほうだけど。

「……エルニャはこの一年で随ずい分ぶんと成長したんだなぁ」

　あれ？　ボクと真逆の感想だ。

「そうかな？」

「そうさ。お前くらいの年齢だと、ちょっと目を離した隙に成長するものさ。一年も成長期の娘むすめのそばにいられなかったなんて、親としてかなり損をした気分だぁ」

「……これからは、ずっとお父さんのそばにいるから大丈夫だよ」

　ボクは当然のことだと思って言った。お父さんが消えた一年前まで、ボクは家でお父さんが冒険から帰ってくるのを待っていた。帰ってきたお父さんは、ボクに剣の稽古をつけてくれた。

　お父さんが消えてから、ボクはその教えを守って一人で修しゆ行ぎようした。そして今ではお父さんと一緒に冒険に行けるくらい強くなったはずだ。だから……。

「エルニャ。俺がお前に教えてやれることはない。俺と一緒にいても、お前のためにはならないぞ」

「え、でも。お父さんはボクの成長を見たいんでしょ？」

「見たい。見たいが、それは親のエゴだろう。そんな理由で子供を縛り付けてどうする。いや……違ちがうな。冒険者ってのは元来、自分勝手なんだよ。子連れで冒険なんぞできるか。俺はエルニャの成長を見守りたいという以上に、俺自身の冒険をしたいんだ」

　それは……親のエゴよりも酷い、冒険者のエゴじゃないか。

　一年ぶりに再会した娘に対して、平然とそれを言ってのける。これが伝説の冒険者というものか。

　なるほど。そんな人だから、ボクは憧あこがれていたのかもしれない。

「それにエルニャ。お前だって実のところ、俺と一緒に来るよりもやりたいことがあるんじゃないか？」

「それは……」

「分からないと思ったか。これでもお前の父親だぜ？　あの異世界の連中に付いていきたい。本心はそうだろ？　だって、あんな愉快な奴やつら、そうそういないからな。付いていけば絶対、お前はもっと成長する。迷う必要あるのかよ？」

　ない。

　いや、さっきまではあったけど。お父さんの話を聞いていたら、なくなってしまった。

「次に会ったとき、ボクはお父さんより強くなってるかもね」

「はっ、十年早いぞ。それよりもだ。お前、いい加減、その男みたいなしゃべり方やめて、女の子らしくしたらどうなんだ？　誰も教えていないのに、冒険者は男っぽくなきゃ駄目だとか変な勘違いしやがって」

「こ、これは……もう癖になってるから今いま更さら……」

「いいや、頑張って直せ。そんなんじゃ結婚もできないだろうが。あの異世界人の中に男が一人いたよな……エルニャ。お前、あいつを落としてみろ。これは俺がお前に出す、最後の宿題だ」

「は、はああああっ!?」

　急に何を言い出すんだ、この父親は。

「ボ、ボクはお父さんのような冒険者になりたいのであって、別に結婚とか、そんな」

「そんな、じゃねーよ、ボケ！　お前は母さんの血を引いてるから美人なんだよ。なのに十五にもなってその色気のない姿はなんだ。スカートくらいはけよ！」

「だってスカートは脚あしがスースーするし……」

　昔はお母さんが服を選んでくれたからスカートをはく機会も多かったけど、もう何年もはいていない。だいたい、冒険者がスカートなんて変じゃないか。

「俺の娘ながらこじらせやがって……分かった。俺からあの異世界人たちに、お前を女の子らしくするよう頼たのんでおく。幸い、美人揃いだから、俺がここでウダウダ言うより気の利いたことをしてくれるだろう」

「やめてよお父さん！　ボクはそういうのいいから！」

　ボクはほとんど悲鳴に近い叫びをあげた。なのにお父さんは聞く耳を持ってくれない。

　どうしよう。あの人たちに付いていくの、やめようかな……？




※




　破は壊かい神しんを倒した次の日。

　神様が二日酔いの天使たちからメゾン白椿の鍵かぎを回収してきてくれた。

「昨日は醜態を見せてしまったな……本来なら昨日のうちに返しておくべきだったのだが……」

　城の庭で俺は鍵を受け取った。

　その瞬しゆん間かん、メゾン白椿に生えていた空間破壊砲が消え、増築した部屋もなくなってしまった。どうやら鍵を返してもらうと住人がいなくなったことになり、レベルが下がるらしい。

　残念だが、あの空間破壊砲は破壊神を倒すために用意したのだ。その破壊神がいなくなった今、無用の長物。というか、威い力りよくが強すぎて使いどころに困るくらいだ。

　さて。あとはアパートに入って、日本に帰るだけだ。そのあとの予定は、向こうでじっくり考えよう。

「まあ、昨日は祝いの席ですから無礼講ですよ。なんなら、このままメゾン白椿に住んでくれてもいいんですよ？」

「そうもいくまい。破壊神は滅びたが、いつ何が起きるか分からない。我らにはこの世界を守っていく使命があるのだ。むしろ、そなたたちこそ天界に住まないか？　特に青年……そなたの力は不思議だ。勇者よりも貴重な力といえる。ぜひ残って、我らを手伝って欲しいのだが……」

「気持ちはありがたいのですが。俺には神様のお手伝いなんて荷が重くて無理です。それに今は、色んな世界を見て回りたいですから」

「なるほど。そうだな。異世界転移を行える者が、一つの世界に執着するわけがない。どうやらそなたは、神よりも大きなスケールで物事を考えているらしい」

　こんなん生まれて初めて言われたぞ。

　しかも神様は真顔。たまらず俺は赤面してしまう。

　そんな照れている俺を、白椿とアルデリアさんがニヤニヤしながら見てくる。ロレッタさんは「流石さすがは秋斗さんです」と神様と一緒になって持ち上げてくるし、空気が辛つらい。

　早く帰ろう。

「え、えっと……鍵は確かに返してもらったので、俺たちはこの辺で」

　天界に別れを告げ、メゾン白椿に入ろうとした、そのとき。

「おーい、待て待て」

　エルニャと、そのお父さんが走ってきた。

　ああ、そうだ。二人からはまだ鍵を回収していなかった。こりゃうっかり。

「鍵を返すためにわざわざ、ありがとうございます」

「んん？　いや、俺は鍵を返すけど、エルニャはこのままアパートに住むってよ」

「え、そうなのか、エルニャ？」

「うん……駄目かな？」

　エルニャは猫ねこ耳みみをピクピク揺ゆらしながら、小首を傾かしげる。

「駄目なわけないよ。空室だらけなんだし。人が多いほうが賑やかで楽しい。な、皆みんな」

「もちろん大だい歓かん迎げいよ。もともと私たちが旅している理由の一つが、アパートの住人探しなんだから。そりゃ変な奴は嫌だけど……エルニャなら断る理由がないわ」

　付つく喪も神がみの同意を得て、エルニャは嬉うれしそうに猫耳と尻尾しつぽをピンと立たせる。

　しかし、変な奴は嫌って……白椿を含めて俺以外は全員、変な奴ばかりじゃないか。

　白椿には自覚ないのかな？　やれやれ、これだからお子様は。

「エルニャさんとこれからも一緒に冒険できるんですね。私、楽しみです！」

「エルにゃんの耳と尻尾をまだモフモフしてないのが心残りだったのよねー。いやー、良かった良かった」

「ありがとう！　ボク、皆と一緒に旅をして、今よりも強くなって……そして立派な冒険者になってこの世界に帰ってくるんだ！」

　なんと志の高い子なんだ。ロレッタさんといい、メゾン白椿が修行者のたまり場みたいになってきたぞ。

　しかしその一方、アルデリアさんみたいに酒を飲んでばかりの竜神様もいる。

　俺と白椿も楽しむのが第一目標だし……ある意味、バランスが取れているのかも。

「あー、エルニャが強くなるのは結構だが。ちょっと異世界のお嬢じようさんたち。ちょっと相談があるから、こっちに来てくれないか」

「あら。どうしたの、エルニャのお父さん。そんな改まって。心配しなくても、エルニャとは仲良くするわよ」

「そういうことじゃないんだ。いいからちょっと。ああ、ちなみに彼かれは来なくていいぞ」

　手招きするエルニャパパに、白椿たちは不思議そうに顔を見合わせる。

　その様子を見たエルニャが、血相を変えて叫びだした。

「お父さん！　それはやめてって言ったじゃないか！」

「そうだな。そして俺はやめると言っていない。諦めろ。これは試練だ。父親として、俺はお前にこのくらいしかしてやれない……」

「絶対に楽しんでるでしょ!?」

　エルニャの父親は、明らかに悪わる巧だくみしていますという笑えみを浮かべている……白椿たちに何をやらせるつもりなんだ？

　流れを見る限り、どうもエルニャにとって大変なことが起きるみたいだけど。

　伝説の冒ぼう険けん者しやがすることだ。

　きっと、エルニャが立派な冒険者になるための試練なんだな。

　なぜ女子だけを集めるのかは、サッパリ分からないけど。

　そしてエルニャパパは、自分の娘を排除して、白椿、ロレッタさん、アルデリアさんとで円えん陣じんを組み、何やらごにょごにょと内緒話を始める。

　それを終わるとメゾン白椿の女子たちは、

「あら、それ面白そうね」

「腕うでが鳴ります！」

「エルにゃんは任せて、お父さん！」

　と、気合いに満ちた表情になった。

　そんな白椿たちを見て、エルニャは表情を絶望に染め上げ、耳と尻尾を力なくしおれさせたのであった。




※




　日本に帰る前に、俺たちは慌あわてて冒険者ギルドに来ていた。

　なぜなら、スライム討とう伐ばつクエストをクリアしたと報告するのを忘れていたのだ。

　あのときと同じ受付のお姉さんがいたので、俺は「クリアしましたよ」と言った。すると、全員分の腕うで輪わを回収された。

「皆さんが合計で何なん匹びきスライムを倒たおしたか確認してきます。それによって報ほう酬しゆうが変わりますから」

　そういえば、あの腕輪に倒したモンスターが記録されるシステムだった。

　自動記録だから嘘うその申しん告こくができないし、こっちもいちいち証明する必要がないので便利だ。

　俺はギルドの椅い子すに座すわってお姉さんに呼ばれるのを待ちながら、もうちょっとこの世界に残ってクエストやるのもいいかもしれない……と考え始めた。

「ところで、エルニャのグリフォン討伐クエストってどういう扱いになるんだ？」

「あれは……ボクじゃなくて皆が倒したから、未達成扱いだよ。くやしいなぁ……一人でも大型グリフォンを倒せるようにならなきゃ」

　エルニャは拳こぶしを握にぎりしめた。

　しかし、あのグリフォンは本当に大きかったし強かった。

　破壊神と戦ったあとだから感覚がマヒしているけど……俺たちが破壊神に勝てたのは、神様と天使たちの力があったからだ。

　一人で大型グリフォンに勝つというのは、なかなか理想が高いと思う。

「エルニャ。強くなるのもいいけど、私たちはあなたのお父さんから頼まれてるんだからね。その責任は果たすわよ。覚かく悟ごしなさい」

「そうです。エルニャさん、磨けばもっと光りますよ！」

「んふふふー。あたしが大人の女の心得を教えてあげるからねー」

　なにやら女子三人がエルニャを見て怪しく微笑む。するとエルニャは一気に元気を失い、青ざめてしまった。

「おいおい……一体なにを頼まれたんだ？　あんまり可哀かわい想そうなことするなよ……」

「あら、人聞きが悪いわね。私たちもエルニャのお父さんも、エルニャのことを考えているのよ。エルニャだってそのことは分かってるわよね？」

「分かってるけど……」

　エルニャの顔は、分かっちゃいるけどやりたくないという顔だった。親から働きなさいと言われているのに何だかんだと言い訳して働かないニートにも似ている。

　あ、俺は違うぜ？　確かにバイトはクビになったけど、今や大家であり、聖せい騎き士しであり、冒険者だからな！

「じゃあ逃げちゃだめよ。秋斗もすぐに意味が分かると思うから、日本に帰ったら楽しみにしててね」

「お、おう……」

　楽しみは楽しみなのだが、これから絞首台にのぼる死刑囚みたいなエルニャの表情が気になる。まさか本当に殺されるわけではないだろう。しかし、死ぬ以外に、ここまで嫌がることがこの世にあるのだろうか。

「えーっと。次に名前を呼ばれる人は受付に来てください！」

　おっと。さっき腕輪を渡わたしたお姉さんが大声でアナウンスしている。

「秋斗さん、ロレッタさん、アルデリアさん……」

　と、そこまで俺たちの名前を呼んでから、お姉さんは一呼吸置いて、意を決するように残った一人を呼ぶ。

「可か憐れんにして高貴なる女め神がみ、白椿・オブ・ザ・ダークネスさん……ぷっ！　あ、ごめんなさい、笑わないよう心の準備をしていたんだけど、つい」

　前回登録するときは鉄の表情を崩さなかった受付のお姉さんだが、今日は無理だったらしい。短く噴ふき出だしてしまった。が、流石はプロ。すぐに仕事用の表情に戻る。

　しかし、周りにいた冒険者たちは、腹を抱えて笑っていた。

「い、今の聞いたか……オ……オブ・ザ・ダークネスだってよ！　は、腹痛い！」

「可憐にして高貴なる女神って何だよ！　どの部分が名前で、どれが二つ名なんだよ。ハイセンス過ぎてついていけねぇ！」

「ぷーくすくす」

　ギルドにいた冒険者のほとんどがプスプスと笑いながら、オブ・ザ・ダークネスさんがいつ出てくるのかと待ちわびている。

　そして、俺の隣となりに座る白椿・オブ・ザ・ダークネスさんは、目に涙を浮うかべ、顔を真っ赤にして俯うつむき、プルプルと震えていた。

「ねえ、早く行きなよ、オブ・ザ・ダークネスさん。受付のお姉さんを待たせたら駄目だよ」

　さっきまで劣勢だったエルニャが、ここぞとばかりに反はん撃げきに転じた。

「やめて、その名前で呼ばないで！」

「なんで？　白椿が自分で付けた名前だろ。責任持とうよ」

「可憐にして高貴なる女神、白椿・オブ・ザ・ダークネスさん。可憐にして高貴なる女神、白椿・オブ・ザ・ダークネスさんはいませんか。プスプスプス」

　もう受付のお姉さんも仕事そっちのけで、笑いながら連呼していた。

　冒険者ギルドの空気は、オブ・ザ・ダークネスさんを殺しにかかっている。

「ねえ、オブ・ザ・ダークネス。お父さんから頼まれたことの前に、まずは自分のことをちゃんとやらないと。ほら」

　その言葉がトドメになったらしく、白椿は大声で泣き出した。

「う、うわぁぁぁぁんっ！　エルニャの馬鹿ぁぁぁあっ！」

「え、えぇ……」

　突如噴ふん火かした火山みたいな泣きっぷりに、エルニャは戸と惑まどっている。というか引いている。だが白椿はお構いなしに泣き続け、エルニャの胸や肩をポカポカ殴る。

「ご、ごめんよ白椿……」

「うわーん、うわーん！」

「秋斗、これボクの手に負えないよ……」

「自分で虐いじめたんだから、自分で何とかしろよ」

　困っているエルニャと泣いている白椿の両側から、ロレッタさんとアルデリアさんが手を差し伸べ、何とか事態を収拾しようとしていた。

　さっきまで腹を抱えて笑っていた冒険者たちは、オブ・ザ・ダークネスさんの正体が、花のように美しい幼い少女だと知って、バツが悪そうに押し黙る。

　そして俺おれは、白椿らを残して受付のお姉さんのところに向かう。

「オブ・ザ・ダークネスの正体を知っていながら悪ノリしたあなたが一番悪いと思います」

「はい……反省しています」

　お姉さんはしゅんとしていた。なので、これ以上の説教はしないでおこう。

「とりあえず、あいつの登録名を『白椿』に直してください。できますか？」

「ええ……あの、今回はごめんなさい。また来てくださいね……」

　お姉さんは全員分の腕輪と、クエストの報酬が入った革袋を出してきた。

「はい。しばらく遠くに行くのでいつになるか分かりませんが、また必ず」

　俺はまだ泣いている白椿のところに行き、その頭をなでてやる。すると、次第に泣き声が収まっていった。

「ぐすぐす……秋斗ぉ……どうしてもっと早くなでてくれないのよ……」

「悪い悪い。その代わり、皆の腕輪と報酬を回収してきたから。あと、もともとはお前が調子こいたネーミングセンスを発揮したからだぞ。次からは気をつけるんだな」

「……あのときは格かつ好こいいと思ったのよ……今だって……」

「え」

　こんだけ笑われても、この子、オブ・ザ・ダークネスを捨てきれてないの？

　うーむ。

　それだけ信念があるなら立派なものだ。ならば覚悟を決めて、これからも自分のセンスを貫いて欲ほしい。







エピローグ







　そしてメゾン白しろ椿つばきは、エルニャという新しい住人を連れて日本に帰ってきた。

　エルニャの父親が白椿たちに託したことは、果たして何だったのだろうか……という疑問の答えは意外と早く見られるようだ。

「秋あき斗と。あなたはここで待っていなさい。私たちはエルニャを着き替かえさせてくるから」

「お、おい、待ってくれ。世界を移動していきなりか!?　白椿、君、さっきまで泣いてたくせに何でもう元気なんだ！」

「エルニャさん、覚悟を決めましょう。あなたは冒険者である前に、女の子なんですよ」

「そうそう。あたしも協力するからさー」

　俺が唖あ然ぜんと見ている前で、エルニャは隣の部屋に連行されていった。

　一人、一○一号室に残された俺は、やることもないので、寝転がってテレビをつけ、せんべいをバリバリ食べる。

「ふむふむ……明日は晴れか。じゃあ皆を連れて遊びに行けるな」

　買い物も必要だ。一人増えたから、食糧が減るのがますます早くなる。それにアルデリアさんが日本のビールをすっかり気に入ってしまったから、大量に買っておかないと。

　あとエルニャはもとより、残りの少女たちにも、まだまだ見せたい場所、食べさせたい物があるのだ。

　こうして考えると、この世界も悪くない。

　一人だったときはクソにしか思えなかったのだが……。

「重要なのはどこに行くかより、誰と行くかってことだな」

　現に、今の今まで賑やかだったこの一○一号室が、急に寂さびしく見えてきた。

　白椿が出現する前の、あのつまらない現実に引き戻されたような気分になってしまう。

「もしかして、さっきまでのは全部が夢で、このアパートには相変わらず俺しかいないとか……？」

　そう考えると怖こわくなってきた。

　第一、異世界転移とか、屋根の上にビーム砲ほうだなんて、荒こう唐とう無む稽けいすぎる。

　ここにいる俺は相変わらずフリーターかニートで、白椿なんてどこにもいない――。

「や、やめろ白椿！　無理矢理服を脱がすな！　なぜボクがこんなヒラヒラしたものを着なきゃいけないんだ！　ふざけるな！」

「ふざけてなんかいないわよ。ほら、観念なさい。あなたは女の子なの。それも美少女よ。放っておくなんて、同じ女としてできないわ」

　薄い壁かべを隔てた一○二号室から、ドタバタとやかましい音が聞こえてくる。

「……不安を吹ふき飛ばすには十分な声だな」

　おかげでテレビの音が聞こえなくなってしまったが、俺は安心して思う存分寝転んだ。

　しばらくすると、扉とびらがガチャリと開いた。

　まず入ってきたのはアルデリアさん。

「くひひ、凄すごいよ秋斗くん。きっとビックリするよー。白椿ちゃんから心変わりしちゃうかもー」

「……なぜそこで白椿が？　そして、どうしてそんなに楽しそうなんですか」

「あたしは何でも楽しむからねー。自分に危害が及ばなければ！」

「幸せな生き方ですね」

　うむ。本気で手本にしたいと思った。

「ほらほらエルニャさん。こっちこっち。秋斗さんに見せて感想を聞きましょう」

　ロレッタさんがエルニャを引っ張る。しかし、なかなか入ってこない。

「もう、冒険者のくせに肝きもが小さいわね。何でそこまで恥ずかしがるのよ」

　白椿がエルニャの背中を押す。しかし、なかなか入ってこない。

「や、やめろ……こんな姿を見せるわけには……あ、くそ」

　抗うエルニャに対し、付喪神と聖女見習いが渾こん身しんの力を込めて動かした。

　二人がかりの力にエルニャは為なす術すべもなく俺の部屋に連れ込まれた。

「くぅ……見るな秋斗。これはボクの本意じゃない。こんな格好が似合っていないのは百も承知だ……感想なんて聞くまでもない！」

　俺の前に立ったエルニャは、メイドさんの姿をしていた。

　紺色のワンピースが脚をスッポリ隠すロング丈たけ。それをパニエでふんわりと膨ふくらませ、綺き麗れいなシルエットを作り出している。白いエプロンにフリルのついたカチューシャ。胸元にはリボン。

　そして猫耳。これは本物の猫耳だ。つまり天然の猫耳メイド。

「うん、可愛いぞ。似合ってる。なんでそこまで恥はずかしがってるんだ？」

　俺は素す直なおな感想を口にする。

「え、ええええ!?　可愛いだってッ？　秋斗、君は正気か！　ボ、ボクが着てるんだよ！　こんなヒラヒラでフリフリな服を……ボクはずっとスカートなんかはいてなかったし、男っぽいし、似合うわけないだろ！」
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「え。男っぽい？　そう思ってるのは多分、エルニャだけじゃないか？　なあ？」

　俺は一同を見やる。

　すると、白椿、ロレッタさん、アルデリアさんが「然しかり然り」という顔で頷いた。

「う、うそだ……だってほら！　一いち人にん称しようがボクって女として変だろ!?」

「エルニャくらい可愛いと許せる」

「だから可愛いとか言うなよ！　何か顔が熱くなるじゃないか！」

　自己申告したとおり、エルニャは顔を赤くし、更さらにスカートをギュッと握りしめて恥ずかしがる。うーむ、可愛い。

「それにしても、このメイド服。どこから出てきたんだ？」

「地下のカラオケよ。本当は私が着て秋斗をメロメロにしてやろうと思っていたんだけど、サイズが全然合わなくて。けど、エルニャにはぴったりね。羨うらやましいわ」

　俺をメロメロにしても、特にいいことはないぞ。

「メイド服が可愛いだけじゃないよー。スカートをめくると、ほら。可愛いしましまパンツが……！」

　アルデリアさんはエルニャのスカートに手をかけた。が、流石さすがは冒ぼう険けん者しや。素早い動作で回かい避ひする。

「な、何をするんだ！　秋斗の前でスカートをめくられたらボクは……ボクは、恥ずかしくてこのアパートに住めなくなる！」

「頑がん張ばってくださいエルニャさん。私も以前、似たようなことをされましたが、何とか生きています！」

　ロレッタさんはエロいナース服を着せられたときを思い出したらしく、真っ赤になりながらエルニャを励まし始めた。

　あのミニスカナース、最高だったよなぁ。何とかして、もう一度見たい。

　まあ、それはともかく。

「んで？　エルニャにメイド服を着せてどうすんだよ。エルニャパパに頼まれたことって結局何なんだ？」

「エルニャを普ふ通つうの女の子にしてくれって頼まれたのよ……いえ、ちょっと違うわね。お嫁よめさんになれるくらいの女子力を身につけさせてくれって頼まれたの。それはつまり、掃除、洗濯、料理……家事全ぜん般ぱんのスキルを身につけさせるということ。更には着き飾かざり、言こと葉ば遣づかいも可愛かわいくして、男に媚こびて、きゃぴっとする！　その手伝いを私たちはするのよ！」

「はあ……ご苦労だな」

　趣旨は理解したが、しかし、何なに故ゆえにメイド服なのかがまだ分からない。

「まだ察していない顔ね。いいこと。メイドさんは家事のエキスパートよ。家事を覚えたいなら、まずは形から！　ゆえにメイド服を着せたってわけね」

「なるほど。そこまでは理解した。で、家事の実践は誰が教えるんだ？」

「それはもちろん、ロレッタよ！」

「あたしと白椿ちゃんの仕事は、エルにゃんにメイド服を着せるところまでだからねー。さあ、あとはお任せだロレッタちゃん！」

「はい、お任せください。エルニャさんを家事万ばん能のうにして差し上げましょう」

　明らかに面めん倒どうな部分を押おしつけられているのに、ロレッタさんはノリノリだ。もしかして、弟で子しができて嬉しいのかもしれない。

　それにしてもこのアパート、常識人に近いほど損をするようになっている気がする。

　大家として、いつか何とかしないと。

　いや、しかし。白椿とアルデリアさんが悪ノリすると、皆が可愛いコスプレをして俺を楽しませてくれる。それなら、このままでもいいかな？

「わ、分かったよロレッタ。けど、ボクにもできるようになるだろうか……!?」

「家事は特とく殊しゆ技能ではありません。練習すれば誰でも身につく技術です。ようは努力と根性。私は聖女様からそう教わりました」

「そうか……努力と根性なら得意だ！　よろしく頼む、ロレッタ！」

　猫耳冒険者から猫耳メイドにジョブチェンジしたエルニャは、ぺこりと頭を下げる。その動作に会わせてボリュームのあるスカートが動いた。

「ふふ……計画どおりね」

　自分ではほとんど何もしないくせに、白椿は自じ慢まんげだった。

「それはさておき。アパートにこれから住人が増えていくにあたって、明確にしておかなきゃいけないルールがあると思うのよ。それを私がまとめてみたんだけど……これをベースに皆で決めましょう」

「お。珍しく役に立ちそうなことをしたな。どれどれ」

　白椿はちゃぶ台の上に大きな紙を広げた。

　やたらと達筆な文字で、そのルールとやらが書かれていた。




　一、メゾン白椿の住人は、大家の秋斗以外は女性でなければならない。

　二、廊ろう下かは走らない。

　三、ただし、どうしても走りたい場合は走ってよい。

　四、増築ポイントの使い道は皆で話し合って決める。

　五、仲良くすること。

　六、白椿を崇めよ！




「ま、こんな感じね。ちなみに私の直筆よ。上手いものでしょ」

　白椿は平らな胸を反らす。

「ちょっと待て。質問がある」

「あら、何よ。この完璧なルールに穴があるとでも？」

「どこいらへんがどう完璧なのか不明だが、とにかく一番ツッコミたいのは六番だ。どうしてお前を崇めなけりゃいかん。というか、崇めるって具体的にどうするんだよ？」

「たとえばそうね……プリンが一つ余った場合、私に優先権がある、とか」

「そんなものをルールに入れるな！　六番は削除！」

「そんなぁ……」

　白椿は泣きそうな顔をした。それがあんまりにも悲しそうだったので、俺はついつい甘やかしてしまう。

「分かった分かった。お小遣いやるから。あとでプリン買え」

「ほんと!?　秋斗大好き！」

　白椿は俺にむぎゅうと抱だきついてきた。

　うむ。自分のポジションをわきまえているな。それでこそ、甘やかしがいがあるってものだ。

「プリンなら私、作れますよ。あ、もちろん材料があればの話ですが」

「え、それは本当なの!?」

　俺に抱きついていたはずの白椿は、電光石火でロレッタに詰め寄った。妹を取られてしまったようで悲しい。

「はい。聖女見習いは嘘を言いません。というわけで秋斗さん。プリンの材料を買いに行きませんか？　エルニャさんの修行のためにも、今日はプリン作りをしましょう」

「大賛成よ！　バケツ一いつ杯ぱいのプリンを作ってね！」

　オブ・ザ・ダークネスさん、それ一人で食べるつもりですか？

「秋斗くん。プリンに合う酒って何かないかなー？」

「……プリンはプリンだけで食べましょうよ」

「やっぱりそうかな？　ま、何でもいいからお酒も買ってこよう！」

　アルデリアさんはお酒さえあれば幸せって感じだ。俺も酒は嫌きらいじゃないから、いいんだけど。あと可愛い女の子にコスプレさせるのも好きだ。おお、この竜りゆう神じん様とは趣しゆ味みが合うんだな。新鮮な発見だ。

「なるほど、最初の課題はプリン作りか……受けて立とう！」

　エルニャもやる気十分だ。

「よっしゃ。皆、車に乗り込め！　白椿とエルニャは子供体型だから、何とか全員乗れるだろ！」

「失礼ね。けど、そのおかげで皆でお出かけできるというなら、いくらでも小さくなってやろうじゃないの」

「ちょっと待った！　メイド服のまま出かけるのは嫌いやだぞ！　着替える時間をくれ！」

「そんな時間も惜しいわ。私はプリンが食べたいのよ！」

「うんうん。そのままでいいじゃん。エルにゃん可愛いよー」

「そうですね。私もエルニャさんはその姿がとても似合っていると思います」

「なっ、ロレッタまで!?　おい秋斗。お前はボクの味方をしてくれるだろ！」

「うーん……じゃあ多数決を取ろうか？」

「ボクの敗北確定じゃないか！」

　グリフォンにも破壊神にも果敢に立ち向かっていた冒険者の面おも影かげはもうどこにもない。

　そこにいるのは、涙なみだ目めになった哀あわれな猫耳メイドだった。

　そんな猫耳メイドは皆に引っ張られ、車の後部座席に押し込められた。

「あたしが一番大きいから助手席ねー。案内はできないけどー」

「それは期待してませんよ。しかし、そのうち車を買い換えることも検討しておくか」

　俺は全員がシートベルトを締しめたのを確かく認にんしてから、スマホを取り出しカーナビ代わりにセットしようとした。

　が、その前に。メゾン白椿のパラメーターをチェックしてみよう。




　アパート名：メゾン白椿

　付喪神：白椿

　大家：種たね村むら秋斗レベル97

　住人：ロレッタ。アルデリア。エルニャ。

　保有スキル：付喪神パンチ。付喪神キック。防ぼう御ぎよ結界。回復魔ま術じゆつ。浄じよう化か魔ま術じゆつ。拘こう束そく魔ま術じゆつ。ライトニングアロー。ライティング。ドラゴンブレス。バザードブレイカー。

　増築ポイント：20

　増築済ずみ設備：一○一号室、畳たたみセット。一○二号室、フローリングセット。一○三号室、ペルシャ風セット。図書館。カラオケ。ビーム砲。




　まだエルニャの部屋をリフォームしてなかったな。プリンを作り終えたら本人に選ばせよう。

　それにしても、随ずい分ぶんと成長したものだ。

　これだけ色々あれば、どこに行っても通用するだろう。

　次の世界が楽しみだ。

　二回連続でファンタジー世界だったので、そろそろスチームパンクとか宇宙ＳＦの世界なんかにも行ってみたいな。

　しかし、今はプリンを作るときだ！

「何をしているのよ秋斗。早くアクセルを踏ふみなさい。床ゆかまで！」

「おう、行くぜ！」

　かくして、世界を一つ救うだけの力を持った俺たちは、プリンの材料を求めて街に繰り出した。







あとがき







　皆さんお久しぶりです。ツガワトモタカです。

　いや、本当に本を出すのは久しぶりです。このまま二度と本を出せないまま引退に追い込まれるのではと冷や冷やしていました。

　しかし、こうしてまた立派な本を全国の書店を並べてもらうことができました。

　これも全て生温かく見守ってくれた担当Ｎさんのおかげです。ありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。

　また青森の地酒持っていくので！




　さて。あとがきから読んでいる人のために、ネタバレにならない範囲でこの作品の紹介をしましょう。

　タイトルを見ればまあ分かることですが、木造アパートが今流行の異世界に行ってしまうという物語です。主人公は木造アパートの大家。

　そして一人目のヒロインは木造アパートの付つく喪も神がみ。幼女！　かわいい！　パルプピロシ先生のイラストかわいい！　ありがとうございます！

　この幼女付喪神の力で木造アパートは無数にある異世界のどれかにランダムに飛ばされ、そこで住人を増やします。住人が増えるとアパートに増築ポイントがたまり、それを使って部屋を豪華に改築したり、屋根からビーム砲を生やしたりします。

　異世界は地球とはまるで違う環境なので、まったく無人の世界だったりゾンビに支配されていたりします。一巻で出てくる異世界は中世ヨーロッパ的な王道の環境でしたが、二巻以降はもっと変な世界を出したいです。

　そして重要なのですが、一度行ったことのある世界は、また行こうと思えばいつでも行くことができます。言ってみればドラ○エのルーラですね。だから日本に帰ってきてカップ麺やその他食料を補ほ充じゆうし、週刊ジャ○プの最新号を読んでから次の異世界に旅立つということも可能なのです。

　それどころかアパートの敷地にあるものは全て異世界に持って行けるので、車で移動することもできます。ガソリンがなくなりそうになったら日本に帰る！

　なんてお気楽な冒険でしょうか！

　今まで作中のキャラクターを辛い目に合わせることばかり考えていた私ですが、今作は徹底的に甘やかします。

　様々な異世界で、どんなヒロインをゲットするのか。

　そして獲得した増築ポイントでアパートをどうパワーアップさせていくのか。

　それが今作のテーマです。

　非常に書いていて楽しい作品なので、皆さんも楽しんで読んでくださると幸いです。

　では二巻があったら二巻でお会いしましょう！
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